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改   正   後 現       行 

 

１．  共 通 工 

区分 工 種 項 目 規格値(㎜) 測 定 基 準 測 定 箇 所 

土 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 

掘削工 

（切取工） 

（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掘削工 

（切取工） 

 
（面管理の場合） 

 平均

値 

個々

の計

測値 

１．３次元データによ

る出来形管理を実施す

る場合、発注者が指定

する基準に規定する計

測精度・計測密度を満

たす計測方法により出

来形管理を実施する場

合に適用する。 

２．個々の計測値の規

格値には計測精度とし

て±50 ㎜が含まれて

いる。 

３．計測は平場面と法

面（小段を含む）の全

面とし、全ての点で設

計面との標高較差又は

水平較差を算出する。

計測密度は 1 点／㎡

（平面投影面積当た

り）以上とする。 

４．法肩、法尻から水

平方向に±5cm 以内に

存在する計測点は、標

高較差の評価から除

く。同様に、標高方向

に±5cm 以内にある計

測点は水平較差の評価

から除く。 

５．評価する範囲は、

連続する一つの面とす

ることを基本とする。

規格値が変わる場合

は、評価区間を分割す

るか、あるいは規格値

の条件の最も厳し 

い値を採用する。 

 

平場 

 

標高較差 

（省

略） 

（省

略） 

法面 
（小段含む） 

 

水平又は標高

較差 

 

 
±100

  

 

 

（省

略） 

法面 
(軟岩ⅠB～硬

岩) 

（小段含む） 

 
水平又は標高

較差 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
±100 

 

 

 

 

 

 
±330 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．  共 通 工 

区分 工 種 項 目 規格値(㎜) 測 定 基 準 測 定 箇 所 

土 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 

掘削工 

（切取工） 

（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掘削工 

（切取工） 

 
（面管理の場合） 

 平均

値 

個々

の計

測値 

１．３次元データによ

る出来形管理を実施す

る場合、発注者が指定

する基準に規定する計

測精度・計測密度を満

たす計測方法により出

来形管理を実施する場

合に適用する。 

２．個々の計測値の規

格値には計測精度とし

て±50 ㎜が含まれて

いる。 

３．計測は平場面と法

面（小段を含む）の全

面とし、全ての点で設

計面との標高較差また

は水平較差を算出す

る。計測密度は 1点／

㎡（平面投影面積当た

り）以上とする。 

４．法肩、法尻から水

平方向に±5cm 以内に

存在する計測点は、標

高較差の評価から除

く。同様に、標高方向

に±5cm 以内にある計

測点は水平較差の評価

から除く。 

５．評価する範囲は、

連続する一つの面とす

ることを基本とする。

規格値が変わる場合

は、評価区間を分割す

るか、あるいは規格値

の条件の最も厳し 

い値を採用する。 

 

 

平場 

 

標高較差 

（省

略） 

（省

略） 

法面 
（小段含む） 

 

水平又は標高

較差 

 

 
±70

  

 

 

（省

略） 
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区分 工 種 項 目 規格値(㎜) 測 定 基 準 測 定 箇 所 

土 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 

盛土工 
（路体盛工） 

（路床盛工） 

  ＮＯ測点又は、施工延長

２０ｍごとに１箇所の

割合で測定する。 

基準高の測定は、中心

線及び路肩で測定す

る。 

ただし、３次元計測

技術を用いた出来形管

理を発注者が指定する

規定により測点による

管理を行う場合は、設

計図書の測点ごと。基

準高は中心線及び掘削

部の両端で測定。 

（省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 
（省略） （省略） 
（省略） （省略） 
（省略） （省略） 

 

 

盛土工 
（路体盛工） 

（路床盛工） 

 
（面管理の場合） 

（省略） （省

略） 
（省

略） 
１．３次元データによる

出来形管理を実施する

場合、発注者が指定する

基準に規定する計測精

度・計測密度を満たす計

測方法により出来形管

理を実施する場合に適

用する。 

２．個々の計測値の規格

値には計測精度として

±50㎜が含まれている。 

３．計測は平場面と法面

（小段を含む）の全面と

し、全ての点で設計面と

の標高較差又は水平較

差を算出する。計測密度

は 1点／㎡（平面投影面

積当たり）以上とする。 

４．法肩、法尻から水平

方向に±5cm以内に存在

する計測点は、標高較差

の評価から除く。同様

に、標高方向に±5cm 以

内にある計測点は水平

較差の評価から除く。 

５．評価する範囲は、連

続する一つの面とする

ことを基本とする。規格

値が変わる場合は、評価

区間を分割するか、ある

いは規格値の条件の最

も厳しい値を採用する。 

 
（省略） 

 

 
 

（省略） （省

略） 
（省

略） 

（省略） （省

略） 
（省

略） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 工 種 項 目 規格値(㎜) 測 定 基 準 測 定 箇 所 

土 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 

盛土工 
（路体盛工） 

（路床盛工） 

  ＮＯ測点又は、施工延長

２０ｍごとに１箇所の

割合で測定する。 

基準高の測定は、中心

線及び路肩で測定す

る。 

ただし、３次元計測

技術を用いた出来形管

理を発注者が指定する

規定により測点による

管理を行う場合は、設

計図書の測点毎。基準

高は中心線及び掘削部

の両端で測定。 

（省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 
（省略） （省略） 
（省略） （省略） 
（省略） （省略） 

 

 

盛土工 
（路体盛工） 

（路床盛工） 

 
（面管理の場合） 

（省略） （省

略） 
（省

略） 
１．３次元データによる

出来形管理を実施する

場合、発注者が指定する

基準に規定する計測精

度・計測密度を満たす計

測方法により出来形管

理を実施する場合に適

用する。 

２．個々の計測値の規格

値には計測精度として

±50㎜が含まれている。 

３．計測は平場面と法面

（小段を含む）の全面と

し、全ての点で設計面と

の標高較差または水平

較差を算出する。計測密

度は 1点／㎡（平面投影

面積当たり）以上とす

る。 

４．法肩、法尻から水平

方向に±5cm以内に存在

する計測点は、標高較差

の評価から除く。同様

に、標高方向に±5cm 以

内にある計測点は水平

較差の評価から除く。 

５．評価する範囲は、連

続する一つの面とする

ことを基本とする。規格

値が変わる場合は、評価

区間を分割するか、ある

いは規格値の条件の最

も厳しい値を採用する。 

 
（省略） 

 

 
 

（省略） （省

略） 
（省

略） 

（省略） （省

略） 
（省

略） 
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〇 R7.10_工事施工管理基準・実施要領（新旧対照表） 
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区分 工 種 項 目 規格値(㎜) 測 定 基 準 測 定 箇 所 

土 

 

 

工 

敷砂利工 

コンクリート 

路面工 

（省略） 

擁 

 

 

 

壁 

 

 

 

工 

石積（張）工 

ブロック積（張）

工 

（省略） 

コンクリート 

擁壁工 

（省略） （省略） ＮＯ測点又は、施工延長２

０ｍごとに１箇所の割合で

測定する。 

ただし、高さの変化点は必

ず測定する。 

※高さ、延長については片

側のみとする。 

３次元計測技術を用いた出

来形管理を発注者が指定す

る規定により実施する場合

は、規定する計測精度・計

測密度を満たす計測方法に

より出来形管理を実施する

ことができる。 

 

 （省略） （省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

プレキャスト 

擁壁工 

（省略） （省略） ＮＯ測点又は、施工延長２

０ｍごとに１箇所の割合で

測定する。 

※延長は、片側のみとす

る。 

３次元計測技術を用いた出

来形管理を発注者が指定す

る規定により実施する場合

は、規定する計測精度・計

測密度を満たす計測方法に

より出来形管理を実施する

ことができる。 

 

 （省略） （省略） （省略） 

（省略） （省略） 

コンクリート 

鍬止工 
（省略） 

 

巨石積工～深礎杭 （省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 工 種 項 目 規格値(㎜) 測 定 基 準 測 定 箇 所 

土 

 

 

工 

敷砂利工 

コンクリート 

路面工 

（省略） 

擁 

 

 

 

壁 

 

 

 

工 

石積（張）工 

ブロック積（張）

工 

 

 

 

（省略） 

コンクリート 

擁壁工 

（省略） （省略） 

ＮＯ測点又は、施工延

長２０ｍごとに１箇所

の割合で測定する。 

 

ただし、高さの変化点

は必ず測定する。 

※高さ、延長について

は片側のみとする。 

 

  

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

プレキャスト 

擁壁工 

（省略） （省略） 

ＮＯ測点又は、施工延

長２０ｍごとに１箇所

の割合で測定する。 

。 

※延長は、片側のみと

する。 

 

  

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

コンクリート 

鍬止工 
（省略） 

 

 

 

巨石積工～深礎杭 （省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和７年１０月 １日 

〇 R7.10_工事施工管理基準・実施要領（新旧対照表） 
改   正   後 現       行 

 

 

区分 工 種 項 目 規格値(㎜) 測 定 基 準 測 定 箇 所 

矢 

 

板 

 

工 

鋼矢板 

軽量鋼矢板 
コンクリート矢板 

幅広鋼矢板 

 （省略）  （省略） ＮＯ測点又は、施工延長

４０ｍごとに１箇所の

割合で測定する。 
１施工箇所に最低２箇所を

測定する。 

ただし、３次元計測技術を用

いた出来形管理を発注者が

指定する規定により実施す

る場合は、規定する計測精

度・計測密度を満たす計測方

法により出来形管理を実施

することができる。 

 （省略） 

 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） 

水 

 

 

 

路 

 

 

 

工 

 

 

 

等 

   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ U 型側溝 

Ｌ型側溝 

Ｕ型ﾌﾘｭｳﾑ側溝 

自由勾配側溝 
コルゲート水路 

 （省略）  （省略）  （省略）  （省略） 

 （省略）  （省略） 延長は、施工箇所ごとに適用

する。 

ただし、３次元データによる

出来形管理を実施し、発注者

が指定する規定により管理

を行う場合は、延長の変化点

で測定。 

横断溝 

 
補強 

コンクリート 

 （省略）  （省略） 施工箇所ごとに最低２箇所

を測定する。 

延長は、施工箇所ごとに適用

する。 

※道路路面と接する箇所は

±50 
３次元計測技術を用いた出

来形管理は、厚さ以外の測定

項目については発注者が指

定する規定による測点の管

理方法を用いることができ

る。 

 （省略） 

 （省略）  （省略） 

 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） 

集水桝 

 （省略）  （省略） 施工箇所ごとに測定する 

※1 道路路面と接する箇所

は±50 

※2は、現場打施工の場合に

適用する。 

３次元計測技術を用いた出

来形管理は、厚さ以外の測定

項目については発注者が指

定する規定による測点の管

理方法を用いることができ

る。 

 （省略） 

 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） 

素掘側溝 

幅 － 50 
施工延長 40ｍごとに１箇所

の割合で測定する。延長 40

ｍ以下のものは 1 施行箇所

につき 2箇所 

 高さ －  50 

延長 -0.1％ 

最大 200 

 

 

 

 

 

 

 

区分 工 種 項 目 規格値(㎜) 測 定 基 準 測 定 箇 所 

矢 

 

板 

 

工 

鋼矢板 

軽量鋼矢板 
コンクリート矢板 

幅広鋼矢板 

（省略） （省略） ＮＯ測点又は、施工

延長２０ｍごとに１

箇所の割合で測定す

る。 
１施工箇所に最低２箇

所を測定する。 

（省略） 

（省略） （省略） 
（省略） （省略） 
（省略） （省略） 

水 

 

 

 

路 

 

 

 

工 

 

 

 

等 

   

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ U 型側溝 

Ｌ型側溝 

Ｕ型ﾌﾘｭｳﾑ側溝 

自由勾配側溝 
コルゲート水路 

（省略） （省略） （省略） 

（省略） 

（省略） （省略） 延長は、施工箇所毎に適

用する。 

ただし、３次元データに

よる出来形管理を実施

し、発注者が指定する規

定により管理を行う場

合は、延長の変化点で測

定。 

横断溝 

 
補強 

コンクリート 

（省略） （省略） 施工箇所毎に最低２箇

所を測定する。 

延長は、施工箇所毎に適

用する。 

※道路路面と接する箇

所は±50 

（省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 
（省略） （省略） 

集水桝 

（省略） （省略） 施工箇所毎に測定する 

※1 道路路面と接する箇

所は±50 
※2 は、現場打施工の場

合に適用する。 

（省略） 
（省略） （省略） 
（省略） （省略） 
（省略） （省略） 

素掘側溝 

幅 ＋ 100 
施工延長４０ｍごと

に１箇所の割合で測

定する。 

 高さ － 20 
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〇 R7.10_工事施工管理基準・実施要領（新旧対照表） 
改   正   後 現       行 

 

 

ｃ 工 種 項 目 規格値(㎜) 測 定  

基 準 

測 定 箇 所 

法 

 

 

 

 

 

面 

 

 

 

 

 

 

工 

植生工 
（種子散布工） 

（張芝工） 

（筋芝工） 

（植生シート工） 

（植生マット工） 

（植生筋工） 

 

 

（面管理の場合） 

 平均 

値 

個 々

の 計

測 値 

１．３次元データに

よる出来形管理を実

施する場合、発注者

が指定する基準に規

定する計測精度・計

測密度を満たす計測

方法により出来形管

理を実施する場合に

適用する。 

２．個々の計測値の

規格値には計測精度

として±50mm が含

まれている。 

３．計測は法面（小段

を含む）の全面とし、

全ての点で設計面と

の標高較差または水

平較差を算出する。

切土法面の計測密度

は 1 点／㎡（平面投

影面積当たり）以上、

盛土法面の計測密度

は 4 点／㎡（平面投

影面積当たり）以上

とするか、面積及び

延長を３次元ＣＡＤ

ソフトにより測定す

る場合は100点/㎡と

（平面投影面積当た

り）する。 

４．法肩、法尻から水

平方向に±５cm 以

内に存在する計測点

は、標高較差の評価

から除く。同様に、標

高方向に±５cm 以

内にある計測点は水

平較差の評価から除

く。 

５．評価する範囲は、

連続する一つの面と

することを基本とす

る。 

６．面積及び延長の

計測は、３次元ＣＡ

Ｄソフトにより実施

する。 

７．施工周囲の変化

点は、原則として評

定点等のデータ内で

位置が明確な箇所と

する。ただし、３次元

点群データ上で施工

範囲の変化点が明確

な場合は、発注者と

協議の上任意の変化

点を設定することが

できる。 

 

 

切土法面 
（小段含む） 

水 平 又 は

標高較差 
±100 ±160 

盛土法面 

４割＜勾配 

標高較差 -50 -170 

盛土法面 

4割≧勾配 
（小段含む） 

標高較差 -60 -170 

※ただし、ここでの勾配

は、鉛直方向の長さに対

する水平方向の長さＸ

をＸ割とあらわしたも

の 

  

延長 Ｌ -200 

面積Ａ 

（法面に代えて計測） 

-2% 

※法面の計測を面積 A

の計測に代えることが

できる 

 

 

 

 

 

（新設） 
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ｃ 工 種 項 目 規格値(㎜) 測 定  

基 準 

測 定 箇 所 

法 

 

 

 

 

面 

 

 

 

 

 

覆 

 

 

 

 

工 

法枠工 
（現場打法枠工） 

（現場吹付法枠

工） 

（プレキャスト

法枠工） 

 

（面管理の場合） 

法長 ℓ 

sℓ＜10ｍ -100 施工延長 40ｍにつき１ヶ所、延

長 40ｍ以下のものは１施工箇

所につき２ヶ所。 

 

sℓ≧10ｍ -200 

幅 ｗ -30 枠延延長 100ｍにつき１ヶ

所、枠延延長 100ｍ以下のも

のは１施工箇所につき２ヶ

所。 

高さ ｈ -30 

枠中心間隔 ａ ±100 

延長 Ｌ -200 １施工箇所ごと 

面積Ａ 

（法長に代えて計測） 

-2% １．３次元データによる出来形管理

を実施する場合、発注者が指定する

基準に規定する計測精度・計測密度

を満たす計測方法により出来形管

理を実施する場合に適用する。 

２．個々の計測値の規格値には計測

精度として±50mm が含まれてい

る。 

３．計測密度は、法長、延長、面積

を計測する場合には100点／㎡（平

面投影面積当たり）以上とし、枠の

幅、高さ、枠中心間距離を計測する

場合は400点／㎡（平面投影面積当

たり）以上とする。 

４．枠の幅は縦面間の距離を計測

し、高さは上面と地面間の距離を計

測する。 

５．プレキャスト法枠工は、法長及

び延長のみの計測とする。 

６．測定項目の計測は、３次元ＣＡ

Ｄソフトにより実施する。 

７．施工周囲の変化点は、原則とし

て評定点等のデータ内で位置が明

確な箇所とする。ただし、３次元点

群データ上で施工範囲の変化点が

明確な場合は、発注者と協議の上任

意の変化点を設定することができ

る。  

 

※法長の計測を面積 A

の計測に代えることが

できる 

 

 

 

 

（新設） 
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ｃ 工 種 項 目 規格値(㎜) 測 定 基 準 測 定 箇 所 

暗 

 

渠 

 

工 

ヒューム管 

 

プレキャスト管 

 

プレキャストボ

ックス 

 （省略）  （省略）  （省略）  （省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） １施工箇所ごと 

ただし、３次元データに

よる出来形管理を実施

し、発注者が指定する規

定により管理を行う場

合は、延長の変化点で測

定。 

法 

面 

覆 

工 

客土吹付工 

 
植生基材吹付工 

 （省略） 

  

 

ｺﾝｸﾘｰﾄ吹付工 

 
モルタル吹付工 

 （省略） 

 

 

 

区分 工 種 項 目 規格値(㎜) 測 定 基 準 測 定 箇 所 

法 

 

 

 

 

面 

 

 

 

 

 

覆 

 

 

 

 

工 

法枠工 

 

コンクリート 

 

モルタル 

 

（

省

略

） 

 （省

略） 
 （省略）  （省略）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 （省略） 

 （省

略） 
 （省略） 

 （省略）  （省略）  （省略） 

 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） 各測点又は、施工箇所

ごとに測定する。 

ただし、計測手法につ

いては、従来管理のほ

かに３次元計測技術を

用いた出来形管理は、

発注者が指定する規定

による出来形計測性能

を有する機器を用いる

ことができる。 

法 

 

面 

 

覆 

 

工 

落石防止 

ネット張工 

 （省略）  （省略）  （省略）  

 

 （省略） 

 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略）  （省略） 

金網縦長 

    ｈ 

 

±  50 

変化点ごとに測定す

る。 

金網横長 

Ｌ 

 

±  50 

変化点ごとに測定す

る。 

総延長は、設計値を下

回らないこと。 

 （省略）  （省略）  （省略） 

柵 

 

 

工 

編柵工 

 （省略）  （省略）  （省略）  

 （省略）  （省略） 施工延長２０ｍごとに

１箇所測定する。 

延長４０ｍ以下のもの

は、１施工箇所につき

２箇所以上測定する。 

施工箇所ごとの延長は

±１００ 

 （省略）  （省略） 

 

ｃ 工 種 項 目 規格値(㎜) 測 定 基 準 測 定 箇 所 

暗 

 

渠 

 

工 

ヒューム管 

 

プレキャスト管 

 

プレキャストボ

ックス 

 （省略）  （省略）  （省略）  （省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） １施工箇所毎 

ただし、３次元データに

よる出来形管理を実施

し、発注者が指定する規

定により管理を行う場

合は、延長の変化点で測

定。 

法 

面 

覆 

工 

客土吹付工 

 
植生基材吹付工 

 （省略） 

  

 

ｺﾝｸﾘｰﾄ吹付工 

 
モルタル吹付工 

 （省略） 

 

 

 

区分 工 種 項 目 規格値(㎜) 測 定 基 準 測 定 箇 所 

法 

 

 

 

 

面 

 

 

 

 

 

覆 

 

 

 

 

工 

法枠工 

 

コンクリート 

 

モルタル 

 

（

省

略

） 

 （省

略） 
 （省略）  （省略）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 （省略） 

 （省

略） 
 （省略） 

 （省略）  （省略）  （省略） 

 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） 各測点又は、施工箇所

毎に測定する。 

ただし、計測手法につ

いては、従来管理のほ

かに３次元計測技術を

用いた出来形管理は、

発注者が指定する規定

による出来形計測性能

を有する機器を用いる

ことができる。 

法 

 

面 

 

覆 

 

工 

落石防止 

ネット張工 

 （省略）  （省略）  （省略）  

 

 （省略） 

 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略）  （省略） 

金網縦長 

    ｈ 

 

±  50 
変化点毎に測定する。 

金網横長 

Ｌ 

 

±  50 

変化点毎に測定する。 

総延長は、設計値を下

回らないこと。 

 （省略）  （省略）  （省略） 

柵 

 

 

工 

編柵工 

 （省略）  （省略）  （省略）  

 （省略）  （省略）  施工延長２０ｍ毎に

１箇所測定する。 

延長４０ｍ以下のもの

は、１施工箇所につき

２箇所以上測定する。 

施工箇所ごとの延長は

±１００ 

 （省略）  （省略） 
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区分 工 種 項 目 規格値(㎜) 測 定 基 準 測 定 箇 所 

柵 

 

 

工 

丸太柵工 

 

（円柱加工） 

 （省略）  （省略）  （省略）  

 

   （省略） 
 （省略）  （省略） 施工延長２０ｍごとに

１箇所測定する。 

延長４０ｍ以下のもの

は、１施工箇所につき

２箇所以上測定する。 

施工箇所ごとの延長は 

±１００ 

 （省略）  （省略） 

二次製品柵工 
(落石防護柵工含む) 

 （省略）  （省略）  （省略）  
 （省略）  （省略） 施工延長２０ｍごとに

１箇所測定する。 

延長４０ｍ以下のもの

は、１施工箇所につき

２箇所以上測定する。 

施工箇所ごとの延長は 

±１００ 

 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） 

根 

固 

工 

・ 

水 

制 

工 

・ 

土 

留 

工 

じゃ籠工 

 （省略）  （省略） 施工延長２０ｍごとに

１箇所測定する。 

延長４０ｍ以下のもの

は、１施工箇所につき

２箇所以上測定する。 

  （省略） 
 （省略）  （省略） 

籠枠工 

ふとん籠工 

 

 （省略）  （省略） 

施工延長２０ｍごとに

１箇所測定する。 

延長４０ｍ以下のもの

は、１施工箇所につき

２箇所以上測定する。 

 

  （省略）  （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） 

 

植 

 

樹 

 

工 

 

高 木 

中 木 

低 木 

株 物 

 （省略）  （省略）  （省略）  （省略） 

 （省略）  （省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 工 種 項 目 規格値(㎜) 測 定 基 準 測 定 箇 所 

柵 

 

 

工 

丸太柵工 

 

（円柱加工） 

 （省略）  （省略）  （省略）  

 

   （省略） 
 （省略）  （省略） 施工延長２０ｍ毎に１

箇所測定する。 

延長４０ｍ以下のもの

は、１施工箇所につき

２箇所以上測定する。 

施工箇所ごとの延長は 

±１００ 

 （省略）  （省略） 

二次製品柵工 
(落石防護柵工含む) 

 （省略）  （省略）  （省略）  
 （省略）  （省略） 施工延長２０ｍ毎に１

箇所測定する。 

延長４０ｍ以下のもの

は、１施工箇所につき

２箇所以上測定する。 

施工箇所ごとの延長は 

±１００ 

 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） 

根 

固 

工 

・ 

水 

制 

工 

・ 

土 

留 

工 

じゃ籠工 

 （省略）  （省略） 施工延長２０ｍ毎に１

箇所測定する。 

延長４０ｍ以下のもの

は、１施工箇所につき

２箇所以上測定する。 

  （省略） 
 （省略）  （省略） 

籠枠工 

ふとん籠工 

 

 （省略）  （省略） 

施工延長２０ｍ毎に１

箇所測定する。 

延長４０ｍ以下のもの

は、１施工箇所につき

２箇所以上測定する。 

 

  （省略）  （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） 

 

植 

 

樹 

 

工 

 

高 木 

中 木 

低 木 

株 物 

 （省略）  （省略）  （省略）  （省略） 

 （省略）  （省略） 
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区分 工 種 項 目 規格値(㎜) 測 定 基 準 測 定 箇 所 

擁 

 

 

 

 

 

壁 

 

 

 

 

 

工 

補強土壁工 

 
ジオブロック工法 

 

ワイヤーウォール工

法 

 
テールアルメ工法 

 （省略） （省略） 施工延長２０ｍごとに１

箇所の割合で測定する。 

施工箇所ごとに最低２箇

所以上測定する。 

ただし高さの変化点は必

ず測定する。 

施工箇所ごとの総延長は

設計値以上。 

３次元計測技術を用いた

出来形管理を発注者が指

定する規定により実施す

る場合は、規定する計測精

度・計測密度を満たす計測

方法により出来形管理を

実施することができる。 

 

 

 

 

 

 

（省略） 

 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） 

 （省略）  （省略） 

 

安 

全 

施 

設 

小型標識 

カーブミラー 

 （省略）  （省略） 施工箇所１基ごとに測定

する。 

３次元計測技術を用いた

出来形管理は、発注者が指

定する規定によ 

る測点の管理方法を用い

ることができる。 

 

 （省略） 

 
 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） 

ガードレール 

（ケーブル） 

 （省略）  （省略） 施工延長４０ｍごとに１

箇所測定する。 

施工延長４０ｍ未満の箇

所は最低２箇所測定する。 

３次元計測技術を用いた

出来形管理は、発注者が指

定する規定による測点の

管理方法を用いることが

できる。 

 

 

 

 （省略） 

 

 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 工 種 項 目 規格値(㎜) 測 定 基 準 測 定 箇 所 

擁 

 

 

 

 

 

壁 

 

 

 

 

 

工 

補強土壁工 

 
ジオブロック工法 

 

ワイヤーウォール工

法 

 
テールアルメ工法 

 （省略）  （省略） 

施工延長２０ｍごとに１

箇所の割合で測定する。 

施工箇所ごとに最低２箇

所以上測定する。 

ただし高さの変化点は必

ず測定する。 

施工箇所ごとの総延長は

設計値以上。 

 

（省略） 

 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） 

 （省略）  （省略） 

 

安 

全 

施 

設 

小型標識 

カーブミラー 

 （省略）  （省略） 

施工箇所１基ごとに測定

する。 

 

 

 （省略） 

 
 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） 

ガードレール 

（ケーブル） 

 （省略）  （省略） 
施工延長４０ｍごとに１

箇所測定する。 

施工延長４０ｍ未満の箇

所は最低２箇所測定する。 

 

 （省略） 

 

 （省略）  （省略） 
 （省略）  （省略） 
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２ 水産工  （省略）   

 

３ 漁港工  （省略） 

 

４． 治山工事 

工 種 項 目 規格値（㎜） 測定基準 摘  要 

治山ダム 

 

 谷止工 

 床固工 

副堤 

垂直壁 

 

 

（省略） （省略） 設計図書に表示して

ある箇所で測定する。 

上記以外の測定箇所

は、現地で検測できない

部分。 

※本堤・垂直壁について

は、 下流側で管理。 

 法勾配については、上

下流 

３次元計測技術を用

いた出来形管理は、発注

者が指定する規定によ

る測点の管理方法を用

いることができる。 

ただし、発注者が指定す

る規定により管理を行

う場合は、堤長の変化点

で測定。 

（省略） 

 

 

                 

 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 
（省略） （省略） 
（省略） （省略） 
（省略） （省略） 

コ ン ク リ

ート 

 

水叩工 

（省略） （省略） 設計図書に表示して

ある箇所で測定する。 

厚さは目地及びその

中間点で測定する。 

３次元計測技術を用

いた出来形管理は、発注

者が指定する規定によ

る測点の管理方法を用

いることができる。 

ただし、発注者が指定

する規定により管理を

行う場合は、堤長の変化

点で測定。 

（省略） 

 

（省略） （省略） 
（省略） （省略） 
（省略） （省略） 

鋼製ダム 
（ 不 透 過

型） 

 

谷止工 

床固工 

（省略） 

鋼製ダム 
（透過型） 

 

谷止工 

床固工   

（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 水産工  （省略）  

 

 

３ 漁港工  （省略） 

 

工 種 項 目 規格値（㎜） 測定基準 摘  要 

治山ダム 

 

 谷止工 

 床固工 

副堤 

垂直壁 

 

 

（省略） （省略） 設計図書に表示して

ある箇所で測定する。 

上記以外の測定箇所

は、現地で検測できない

部分。 

※本堤・垂直壁について

は、 下流側で管理。 

 法勾配については、上

下流 

 

（省略） 

 

 

                 

 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 
（省略） （省略） 
（省略） （省略） 
（省略） （省略） 

コ ン ク リ

ート 

 

水叩工 

（省略） （省略） 設計図書に表示して

ある箇所で測定する。 

厚さは目地及びその

中間点で測定する。 

 

（省略） 

 

（省略） （省略） 
（省略） （省略） 
（省略） （省略） 

鋼製ダム 
（ 不 透 過

型） 

 

谷止工 

床固工 

（省略） 

鋼製ダム 
（透過型） 

 

谷止工 

床固工   

（省略） 
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工 種 項 目 規格値(㎜) 測 定 基 準 測 定 箇 所 

 

根固工・水制工 

沈床工 

枠 工 

 

 

 

 

 

（省略） （省略） 

１組ごとに測定する。 （省略） 

（省略） （省略） 
（省略） （省略） 
（省略） （省略） 

 

根固工・水制工 

捨石工 

（省略） （省略） 施工延長４０ｍご

とに１箇所測定する。 

延長４０ｍ以下の

ものは、１施工箇所に

つき２箇所以上測定

する。 

（省略） （省略） （省略） 
（省略） （省略） 

根固工・水制工 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 

製作寸法 

（省略） 

 

根固工・水制工 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 

据付層積 

 

根固工・水制工 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 

 据付乱積 

 

根固工・水制工 

異形(消波)ﾌﾞﾛ

ｯｸ製作寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 種 項 目 規格値(㎜) 測 定 基 準 測 定 箇 所 

 

根固工・水制工 

沈床工 

枠 工 

 

 

 

 

 

（省略） （省略） 

１組毎に測定する。 （省略） 

（省略） （省略） 
（省略） （省略） 
（省略） （省略） 

 

根固工・水制工 

捨石工 

（省略） （省略） 施工延長２０ｍ毎に

１箇所測定する。 

延長４０ｍ以下の

ものは、１施工箇所に

つき２箇所以上測定

する。 

（省略） （省略） （省略） 
（省略） （省略） 

 

根固工・水制工 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 

製作寸法 

（省略） 

 

根固工・水制工 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 

据付層積 

 

根固工・水制工 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 
 据付乱積 

 

根固工・水制工 

異形(消波)ﾌﾞﾛ

ｯｸ製作寸法 
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工 種 項 目 規格値(㎜) 測 定 基 準 測 定 箇 所 

根固工・水制工 

異形(消波)ﾌﾞﾛ

ｯｸ据付層積 

（省略） 

根固工・水制工 

異形(消波)ﾌﾞﾛ

ｯｸ据付乱積 

海岸工 
コンクリート 

上部工 

 

（波返工） 

（直立堤） 

（省略） （省略） 

 

海岸工 
コンクリート 

天端工 

 

（護岸工） 

（省略） （省略） 各測点又は、施工延

長２０ｍごとに１箇

所の割合で測定する。 

３次元計測技術を

用いた出来形管理を

発注者が指定する規

定により実施する場

合は、規定する計測精

度・計測密度を満たす

計測方法により出来

形管理を実施するこ

とができる。 

（省略） （省略） 
（省略） （省略） 
（省略） （省略） 

 

海岸工 
コンクリート 

下部工 

 

（基礎工） 

（省略） 

 

海岸工 
コンクリートブ

ロック工 

 

（傾斜堤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 種 項 目 規格値(㎜) 測 定 基 準 測 定 箇 所 

根固工・水制工 

異形(消波)ﾌﾞﾛ

ｯｸ据付層積 

（省略） 

根固工・水制工 

異形(消波)ﾌﾞﾛ

ｯｸ据付乱積 

海岸工 
コンクリート 

上部工 

 

（波返工） 

（直立堤） 

（省略） （省略） 

 

海岸工 
コンクリート 

天端工 

 

（護岸工） 

（省略） （省略） 

各測点又は、施工延

長２０ｍごとに１箇

所の割合で測定する。 

 

（省略） （省略） 
（省略） （省略） 
（省略） （省略） 

 

海岸工 
コンクリート 

下部工 

 

（基礎工） 

（省略） 

 

海岸工 
コンクリートブ

ロック工 

 

（傾斜堤） 
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工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

コンクリート 

 

護岸工 

流路工 

側壁工 

（省略） （省略） 各測点又は施工延長２

０ｍごとに１箇所の割合

で測定する。 

測点を設定する場合は、

測点管理を原則とする。 

 ３次元計測技術を用い

た出来形管理を発注者が

指定する規定により実施

する場合は、規定する計測

精度・計測密度を満たす計

測方法により出来形管理

を実施することができる。 

（省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

山腹工 

鋼製土留工 

（省略） 

山腹工 

 

杭打工 

 （鋼管杭） 

（省略） （省略） 全数について杭中心で測

定する。 

傾斜は、縦断方向（道路線

形方向、橋軸方向等）とそ

れに直交する横断方向の

２方向で測定。 

３次元計測技術を用いた

出来形管理を発注者が指

定する規定により実施す

る場合は、規定する計測精

度・計測密度を満たす計測

方法により出来形管理を

実施することができる。 

（省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

以下、４．治山工事 （省略） 

 

５ 道路工事 

工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

道路工 

（林道） 

基準高 （省略） 基準高は、測点の中心

線上及び両端について測

定する。 

幅は、全幅と中心線か

ら左右それぞれの幅を、

測点ごとに測定する。 

延長は、測点ごとに測

定する。 

ＩＰは、全交点及び全

測点について測定する。 

（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

幅員 Ｗ （省略） 

ＩＰ間距離 （省略） 

測点間距離 （省略） 

施工延長 （省略） 

ＩＰ点交角 θ （省略） 

厚さ 
（省略） 

 路床工～アスファルト舗装工 上層路盤工 粒度調整路盤 （省略） 

 

 

工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

コンクリート 

 

護岸工 

流路工 

側壁工 

（省略） （省略） 各測点又は施工延長２

０ｍごとに１箇所の割合

で測定する。 

測点を設定する場合は、

測点管理を原則とする。 （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

山腹工 

鋼製土留工 

（省略） 

山腹工 

 

杭打工 

 （鋼管杭） 

（省略） （省略） 

全数について測定する。 （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下、４．治山工事 （省略） 

 

 

５ 道路工事 

工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

道路工 

（林道） 

基準高 （省略） 

基準高は、測点の中心

線上及び両端について測

定する。 

幅、延長は、測点ごと

に測定する。 

ＩＰは、全交点及び全

測点について測定する。 

（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

幅員 Ｗ （省略） 

ＩＰ間距離 （省略） 

測点間距離 （省略） 

施工延長 （省略） 

ＩＰ点交角 θ （省略） 

厚さ （省略） 

 路床工～アスファルト舗装工 上層路盤工 粒度調整路盤 （省略） 
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工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

アスファルト舗

装工 

上層路盤工 

粒度調整路盤 

（省略） 

アスファルト舗

装工 

上層路盤工 

セメント・石 

灰安定処理路

盤 

アスファルト舗

装工 

上層路盤工 

加熱アスファ

ルト安定処理

路盤 

アスファルト 

舗装工 

基層工 

表層工 

（省略） （省略） 
基準高は、ＮＯ測点の中

心線上及び両端について

測定する。 

幅は、全幅と中心線から

左右それぞれの幅を、ＮＯ

測点ごとに測定する。 

厚さは、1,000 ㎡に１個

の割合でコアーを採取し

て測定する。 

ただし、３次元データに

よる出来形管理を実施す

る場合、発注者が指定する

規定による管理方法を用

いることができる。 

 

（省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

 

アスファルト舗装工 下層路盤工（面管理の場合） 

～アスファルト舗装工 表層工（面管理の場合） （省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

アスファルト舗

装工 

上層路盤工 

粒度調整路盤 

（省略） 

アスファルト舗

装工 

上層路盤工 

セメント・石 

灰安定処理路

盤 

アスファルト舗

装工 

上層路盤工 

加熱アスファ

ルト安定処理

路盤 

アスファルト 

舗装工 

基層工 

表層工 

（省略） （省略） 
基準高は、ＮＯ測点の中

心線上及び両端について

測定する。 

幅は、ＮＯ測点の全幅、

測点の左右で測定する。 

厚さは、1,000 ㎡に１個

の割合でコアーを採取し

て測定する。 

ただし、３次元データに

よる出来形管理を実施す

る場合、発注者が指定する

規定による管理方法を用

いることができる。 

 

（省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

 

アスファルト舗装工 下層路盤工（面管理の場合） 

～アスファルト舗装工 表層工（面管理の場合） （省略） 
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工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

コンクリート

舗装工 

 

（省略） （省略） 
 

基準高は、ＮＯ測点の中

心線上及び両端について

測定する。 

幅は、全幅と中心線から

左右それぞれの幅を、ＮＯ

測点ごとに測定する。 

厚さは、1,000 ㎡に１個

の割合でコアーを採取し

て測定する。 

３次元計測技術を用い

た出来形管理を発注者が

指定する規定により実施

する場合は、規定する計測

精度・計測密度を満たす計

測方法により出来形管理

を実施することができる。 

 

（省略）。 （省略） （省略） 

（省略） （省略） 

区画線工 

（省略） （省略） （省略）  

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

 

コンクリート舗装工 （面管理の場合） 

～アンカーフレーム製作（仮組立時） （省略） 

  

工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

塗装工 

 

工場塗装工 

現場塗装工 

塗装厚 

（省略） （省略）  

仮設工 

クレーン架設 

ｹｰﾌﾞﾙｸﾚｰﾝ架

設 

ｹｰﾌﾞﾙｴﾚｸｼｮﾝ

架設 

架設桁架設 

送出し架設 

ﾄﾗﾍﾞﾗｰｸﾚｰﾝ架

設 

全長、支間 

 

（省略） 各桁ごとに全数測定す

る。 

 

桁、トランスの

中心間距離 

（省略） 一連ごとの両端及び支

間中央について各上下間

を測定する。 

そり 

（省略） （省略） 

（省略） 

現場継手工 

現場継手部の 

すき間 

δ1.δ2（㎜） 

（省略） （省略） 

（省略） 

 

 

工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

コンクリート

舗装工 

 

（省略） （省略） 
 

基準高は、測点の中心線

上及び両端について測定

する。 

幅は、全幅、測点の左右

で測定する。 

厚さは、1,000 ㎡に１個

の割合でコアーを採取し

て測定する。 

 

 

（省略）。 （省略） （省略） 

（省略） （省略） 

区画線工 

（省略） （省略） （省略）  

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

 

コンクリート舗装工 （面管理の場合） 

～アンカーフレーム製作（仮組立時） （省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

塗装工 

 

工場塗装工 

現場塗装工 

塗装厚 

（省略） （省略）  

仮設工 

クレーン架設 

ｹｰﾌﾞﾙｸﾚｰﾝ架

設 

ｹｰﾌﾞﾙｴﾚｸｼｮﾝ

架設 

架設桁架設 

送出し架設 

ﾄﾗﾍﾞﾗｰｸﾚｰﾝ架

設 

全長、支間 

 

（省略） 
各桁毎に全数測定する。 

 

桁、トランスの

中心間距離 

（省略） 一連毎の両端及び支間

中央について各上下間を

測定する。 

そり 

（省略） （省略） 

（省略） 

現場継手工 

現場継手部の 

すき間 

δ1.δ2（㎜） 

（省略） （省略） 

（省略） 
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工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

床版工 

基準高 

（省略） 

（省略） 

床版の厚さは型枠の検査をもって代

える。 

 

コンクリート橋も準用する。 

 

測定箇所 

 

幅 Ｗ 

厚さ ｔ 

鉄筋の有効高 
１径間当たり３断面測定（両端

及び中央部）する。 

１断面の測定箇所は断面変化

ごとに１箇所とする。 

鉄筋のかぶり 

鉄筋間隔 

１径間当たり３箇所測定（両端

及び中央部）する。 

１箇所の測定は、橋軸方向の鉄

筋は全数、橋軸直角方向の鉄筋

は加工形状ごとに２ｍの範囲

を測定する。 

支承工 

（鋼製支承） 

（省略） 

支承工 

（ゴム支承） 
（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋面工 

～橋台下部工 ＲＣ橋脚 （省略） 

 

工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

橋台下部工 

 

ＲＣ橋脚 

（省略） 

基礎工 

 

オープンケ

ーソン基礎 

 

ニューマチ

ックケーソ

ン基礎 

（省略） （省略） 

各打設ロットごとに測定

する。 

（省略） 

 

 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

基礎工 

 

鋼管 

井筒基礎 

（省略） 

 

 

工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

床版工 

基準高 

（省略） 

（省略） 

床版の厚さは型枠の検査をもって代

える。 

 

コンクリート橋も準用する。 

 

 

幅 Ｗ 

厚さ ｔ 

鉄筋の有効高 
１径間当たり３断面測定（両端

及び中央部）する。 

１断面の測定箇所は断面変化

毎に１箇所とする。 

鉄筋のかぶり 

鉄筋間隔 

１径間当たり３箇所測定（両端

及び中央部）する。 

１箇所の測定は、橋軸方向の鉄

筋は全数、橋軸直角方向の鉄筋

は加工形状毎に２ｍの範囲を

測定する。 

支承工 

（鋼製支承） 

（省略） 

支承工 

（ゴム支承） 
（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋面工 

～橋台下部工 ＲＣ橋脚 （省略） 

 

工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

橋台下部工 

 

ＲＣ橋脚 

（省略） 

基礎工 

 

オープンケ

ーソン基礎 

 

ニューマチ

ックケーソ

ン基礎 

（省略） （省略） 

各打設ロット毎に測定す

る。 

（省略） 

 

 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

基礎工 

 

鋼管 

井筒基礎 

（省略） 
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工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

 

 

基礎工 

 

 

コンクリート

杭 

鋼管杭 

Ｈ形鋼杭 

  

（省略） 

場所打杭 

深礎杭 
  

ト 

 

ン 

 

ネ 

 

ル 

 

・ 

 

Ｎ 

 

Ａ 

 

Ｔ 

 

Ｍ 

吹 付 け

コ ン ク

リート 

 

吹付け厚さ 

（省略） 

施工延長２０ｍご

とに図に示す（１）～

（７）及び断面変化点

の検測孔を測定する。 

（注）良好な岩盤とは、道

路トンネル技術基準（構造

編）にいう地盤等級Ａ又は

Ｂに該当する地盤とする。 

（省略） 

ロ ッ ク

ボルト 

（省略） （省略） 

施工延長２０ｍごとに断

面全本数を測定する。 

 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

覆 工 コ

ン ク リ

ート 

 

側 壁 コ

ン ク リ

ート 

（省略） 

 

床版コンクリート （省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

 

 

基礎工 

 

 

コンクリート

杭 

鋼管杭 

Ｈ形鋼杭 

  

（省略） 

場所打杭 

深礎杭 
  

ト 

 

ン 

 

ネ 

 

ル 

 

・ 

 

Ｎ 

 

Ａ 

 

Ｔ 

 

Ｍ 

吹 付 け

コ ン ク

リート 

 

吹付け厚さ 

（省略） 

施工延長２０ｍ毎

に図に示す（１）～

（７）及び断面変化点

の検測孔を測定する。 

（注）良好な岩盤とは、道

路トンネル技術基準（構造

編）にいう地盤等級Ａ又は

Ｂに該当する地盤とする。 

（省略） 

ロ ッ ク

ボルト 

（省略） （省略） 

施工延長２０ｍ毎に断面

全本数を測定する。 

 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

覆 工 コ

ン ク リ

ート 

 

側 壁 コ

ン ク リ

ート 

（省略） 

 

床版コンクリート （省略） 
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工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

ト 

ン 

ネ 

ル 

・ 

Ｎ 

Ａ 

Ｔ 

Ｍ 

イ ン バ

ー ト 本

体工 

（省略） 

地下 

排水工 

（省略） （省略） 施工延長２０ｍにつき

１箇所の割合で測定する。 

延長４０ｍ以下は最低

２箇所測定する。 

延長は１施工箇所ごと

に測定する。 

（省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

 

以下５．道路工事 （省略） 

 

６．森林整備 

工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

植栽工 

施工面積 

（省略） 

植栽工 

コンテナ苗 

植栽工 

 山行用苗 

植樹工 

 

 大苗木 

 中苗木 

小苗木 

株物 

（省略） （省略） 全数測定する。 （省略） 

（省略） （省略） 植栽樹種ごとの、２０％以

上を測定する。 

（最低１０本を測定） 

（省略） 

（省略） （省略） 
植栽樹種ごとの、１０％以

上を測定する。 

（最低５本を測定） 

（省略） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

ト 

ン 

ネ 

ル 

・ 

Ｎ 

Ａ 

Ｔ 

Ｍ 

イ ン バ

ー ト 本

体工 

（省略） 

地下 

排水工 

（省略） （省略） 施工延長２０ｍにつき

１箇所の割合で測定する。 

延長４０ｍ以下は最低

２箇所測定する。 

延長は１施工箇所毎に

測定する。 

（省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

 

 

以下５．道路工事 （省略） 

 

６．森林整備 

工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

植栽工 

施工面積 

（省略） 

植栽工 

コンテナ苗 

植栽工 

 山行用苗 

植樹工 

 

 大苗木 

 中苗木 

小苗木 

株物 

（省略） （省略） 全数測定する。 （省略） 

（省略） （省略） 植栽樹種毎の、２０％以上

を測定する。 

（最低１０本を測定） 

（省略） 

（省略） （省略） 
植栽樹種毎の、１０％以上

を測定する。 

（最低５本を測定） 

（省略） 
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工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

植樹工 

 

 大苗木 

 中苗木 

小苗木 

株物 

（省略） （省略） 植栽樹種ごとの、１０％

以上を測定する。 

（最低５本を測定） 

 

 

 

 

（省略） 

 

 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

本数調整伐 （省略） （省略） （省略） （省略） 

枝落とし 
（省略） （省略） （省略） （省略） 

（省略） （省略） 

枝落とし B 

（省略） （省略） 標準地*1 内対象木の平均

枝下高 

*1 

・施工ブロックごと 1 箇所 

・2ha を超える場合は 1ha 増すご

とに 1 箇所追加 

・10m×10m 

（省略） 

防風工 

 （丸太柵） 

（省略） （省略） 施工延長２０ｍごとに

１スパン測定する。 

最低２スパン測定する。 

 

 

スパン延長 

     ±    ５０ 

（省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

防風工 

  （竹柵） 

（省略） （省略） 施工延長２０ｍごとに

１スパン測定する。 

最低２スパン測定する。 

 

 

（省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

※除伐の測定基準については枝落とし Bに準じる 

  

防風工（竹柵）～作業路 作業歩道 （省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 種 項 目 規格値（㎜） 測 定 基 準 摘  要 

植樹工 

 

 大苗木 

 中苗木 

小苗木 

株物 

（省略） （省略） 植栽樹種毎の、１０％以

上を測定する。 

（最低５本を測定） 

 

 

 

 

（省略） 

 

 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

本数調整伐 （省略） （省略） （省略） （省略） 

枝落とし 
（省略） （省略） （省略） （省略） 

（省略） （省略） 

枝落とし B 

（省略） （省略） 標準地*1 内対象木の平均

枝下高 

*1 

・施工ブロックごと 1 箇所 

・2ha を超える場合は 1ha 増す毎

に 1 箇所追加 

・10m×10m 

（省略） 

防風工 

 （丸太柵） 

（省略） （省略） 施工延長２０ｍ毎に１

スパン測定する。 

最低２スパン測定する。 

 

 

スパン延長 

     ±    ５０ 

（省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

防風工 

  （竹柵） 

（省略） （省略） 施工延長２０ｍ毎に１

スパン測定する。 

最低２スパン測定する。 

 

 

（省略） 

（省略） （省略） 

（省略） （省略） 

※除伐の測定基準については枝落とし Bに準じる 

  

防風工（竹柵）～作業路 作業歩道 （省略） 
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品質管理試験基準・規格値 

工

種 

種

別 

試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

セ 

 

 

メ 

 

 

ン 

 

 

ト 

 

 

・ 

 

 

コ 

 

 

ン 

 

 

ク 

 

 

リ 

 

 

｜ 

 

 

ト 

 

 

材 

 

 

 

 

 

料 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

須 

配合試験 （省略） 

塩化物総量 

アルカリ 

骨材反応対策 

（省略） 

骨材試験を行う場

合は、工事開始前、

工事中１回以上/6

ヶ月及び産地が変

わった場合。 

（省略）  

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

他 

 

骨材の 

ふるい分け 

試験 

JIS  A 1102 

JIS  A 5005 

JIS  A 5001-1～

4 JIS  A 5021 

工事開始前、工事中

1 回/月以上及び産

地が変わった場合。 

 

設計図書による。 

 
生コン使用の場合

は年１回または材

料の変化時に建設

技術情報センター

において施工の前

年度以降に実施し

た試験成績書によ

りで品質の適合を

確認すれぼ施工ご

との試験を省略で

きる。（注 1） 

骨材の密度 

及び吸水率 

試験 

JIS  A 1109 

JIS  A 1110 

JIS  A 5005 

JIS  A 5001-1～

4 JIS  A 5021 

工事開始前、工事中

1 回/月以上及び産

地が変わった場合。 

絶乾密度：2.5以上 

細骨材の吸収率：

3.5%以下 

粗骨材の吸収率：

3.0%以下 

粗骨材の 

すりへり 

試験 

JIS  A 1121 

JIS  A 5005 

 

工事開始前、工事中

1 回以上/か月及び

産地が変わった場

合。 

ただし、砂利の場合

は、工事開始前、工

事中 1回/月以上産

地が変わった場合。 

砕石 40%以下 

砂利 35%以下 

舗装ｺﾝｸﾘｰﾄは 35%以

下 

ただし、積雪寒冷地

の舗装ｺﾝｸﾘｰﾄの場

合は、25%以下 

 

骨材の 

微粒分量 

試験 

JIS  A 1103 

JIS  A 5005 

JIS  A 5308 

 

工事開始前、工事中

1 回以上/月以上及

び産地が変わった

場合。 

（山砂の場合は、工

事中 1回/週以上） 

粗骨材 

砕石 3.0%以下（ただし、粒形判断実積率

が 58%以上の場合は 5.0％以下） 

スラグ粗骨材 5.0%以下 

それ以外（砂利等）1.0%以下 

細骨材 

砕砂 9.0%以下（ただし、すりへり作用を

受ける場合は 5.0％以下） 

スラグ細骨材 7.0%以下（ただし、すりへ

り作用を受ける場合 5.0%以下） 

それ以外（砂等）5.0%以下（ただし、すり

へり作用を受ける場合 3.0%以下） 

砂の有機 

不純物試験 

JIS  A 1105 

 

工事開始前、工事中

1 回以上/12か月及

び産地が変わった

場合。 

 

標準色より淡いこ

と。 

濃い場合でも圧縮

強度が９０％以上

の場合は使用でき

る。 

濃い場合は、JIS 

A 1142「有機不純物

を含む細骨材のﾓﾙ

ﾀﾙ圧縮強度による

試験方法」による。 

モルタルの」圧縮

強度による砂の試

験 

JIS  A 1142 

試料となる砂の上

部における溶液の

色が標準色より濃

い場合。 

圧縮強度の 90%以

上 

 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

セ 

 

 

材 

 

 

そ 

 

 

骨材中の 

粘土塊量の

試験 

（省略） 

工事開始前、工事中 1

回以上/月及び産地

が変わった場合。 

（省略） （注 1） 

 

品質管理試験基準・規格値 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

セ 

 

 

メ 

 

 

ン 

 

 

ト 

 

 

・ 

 

 

コ 

 

 

ン 

 

 

ク 

 

 

リ 

 

 

｜ 

 

 

ト 

材 

 

 

 

 

 

料 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

須 

配合試験 （省略） 

塩化物総量 

アルカリ 

骨材反応 

対策 

（省略） 

年１回及び材料の変

化時に（財）建設技術

情報センターで品質

の確認を行う。 

（省略）  

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

他 

骨材の 

ふるい分け

試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０２ 

細骨材は３００㎥、 

粗骨材は５００㎥に

つき１回、又は１日

に１回の割合で行

う。 

 

設計図書による。 

 

絶乾密度 ２．５以上 
生コン使用の場

合は年１回また

は材料の変化時

に建設技術情報

センターで品質

確認を行ったも

の。 

骨材の密度

及び吸水率

試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０９ 

ＪＩＳ 

Ａ－１１１０ 

工事着手当初及び材

料の変動が認められ

る場合に行う。 

細骨材の吸水率 

    ３．５％以下 

粗骨材の吸水率 

    ３．０％以下 

粗骨材の 

すりへり 

試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１２１ 

工事着手当初及び材

料の変動が認められ

る場合に行う。 

４０％以下 

舗装コンクリート 

    ３５％以下 

積雪寒冷地の舗装 

コンクリート 

    ２５％以下 

骨材の 

微粒分量 

試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０３ 

工事着手当初及び材

料の変動が認められ

る場合に行う。 

粗骨材：１．０％以下 

細骨材：コンクリート

の表面がすりへり作用

を受ける場合は３．

０％ 

以下、その他の場合

は５．０％以下 

（砕石及びスラ

グ細骨材を用い

た場合、コンク

リートの表面が

すり減り作用を

受ける場合は 

５．０％以下、 

その他の場合は 

７．０％以下。） 

砂の有機 

不純物試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０５ 

工事着手当初及び材

料の変動が認められ

る場合に行う。 

標準色より淡いこと。 

濃い場合でも圧縮強度

が９０％以上の場合は

使用できる。 

「濃い場合は、ＪＩＳ

－Ａ－５３０８（モル

タルの圧縮強度による

砂の試験）付属書－３

による。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

骨材中の 

粘土塊量の 

試験 

（省略） 

工事着手当初及び材

料の変動が認められ

る場合に行う。 

（省略） （省略） 
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メ 

 

 

ン 

 

 

ト 

 

 

・ 

 

 

コ 

 

 

ン 

 

 

ク 

 

 

リ 

 

 

｜ 

 

 

ト 

 

 

 

料 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

他 

硫酸ナトリ

ウムによる

骨材の安定

性試験 

JIS-A-1122 

JIS-A-5005 

砂、砂利、砕砂、砕石： 

工事開始前、工事中 1

回以上/12 か月及び

産地が変わった場

合。 

細骨材：10%以下 

粗骨材：12%以下 

寒冷地で凍結のおそ

れがある地点に適用

する。 

ｾﾒﾝﾄの 

物理試験 

JIS-R-5201 

製造会社の試験成績

表 

JIS-R-5210(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ) 

JIS-R-5211(高炉) 

JIS-R-5212(ｼﾘｶ) 

JIS-R-5213(ﾌﾗｲｱｯｼｭ) 

JIS-R-5214(ｴｺｾﾒﾝﾄ) 

 

ｾﾒﾝﾄの化学

分析 

（省略） 

製造会社の試験成績

表 

JIS-R-5210(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ) 

JIS-R-5211(高炉) 

JIS-R-5212(ｼﾘｶ) 

JIS-R-5213(ﾌﾗｲｱｯｼｭ) 

JIS-R-5214(ｴｺｾﾒﾝﾄ) 

 

ｾﾒﾝﾄの水和

熱測定 
JIS-R-5203 

製造会社の試験成績

表 

JIS-R-5210(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ) 

JIS-R-5211(高炉) 

JIS-R-5213(ﾌﾗｲｱｯｼｭ) 
 

ｾﾒﾝﾄの蛍光

X 線分析方

法 

JIS-R-5204 
製造会社の試験成績

表 

JIS-R-5210(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ) 

JIS-R-5211(高炉) 

JIS-R-5213(ﾌﾗｲｱｯｼｭ) 
 

練混ぜ水の 

水質試験 

上水道水及び上

水道水以外の水

の場合： 

JIS-A-5308 付属

書 JC 

工事開始前、工事中

1 回以上/12 か月及

び水質が変わった場

合。 

懸濁物質の量：2g/ℓ 以下 

溶解性蒸発残留物の量： 

1g/ℓ以下 

塩化物イオン量： 

200 ㎎/ℓ以下 

ｾﾒﾝﾄの凝結時間の差：始

発は 30 分以内、終結は

60分以内 

ﾓﾙﾀﾙの圧縮強度比：材令

7及び 28 日で 90%以上 

（省略） 

回収水の場合： 

JIS-A-5308 付属

書 JC 

工事開始前、工事中 1

回以上/12 か月及び

水質が変わった場

合。 

スラッジ水の濃度は

1回/日 

塩化物イオン量： 

200㎎/ℓ以下 

ｾﾒﾝﾄの凝結時間の差：始

発は 30 分以内、終結は

60分以内 

ﾓﾙﾀﾙの圧縮強度比：材令

7及び 28日で 90%以上 

その源水は、上水道水

及び上水道水以外の

水の規定に適合する

こと。 

製造

ﾌﾟﾗﾝ

ﾄ 

そ 

の 

他 

計量設備の

計量精度 
 

工事開始前、工事中

1回/6か月以上。 

水   : ±１％以内 

セメント: ±１％以内 

骨材  : ±３％以内 

混和剤 : ±２％以内 

(高炉ｽﾗｸﾞ微粉末の場合: 

±１％以内) 

混和剤 : ±３％以内 

ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄの場

合、印字記録による確

認を行う｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

セ 

 

 

メ 

 

 

ン 

 

 

ト 

 

 

・ 

 

 

コ 

 

 

ン 

 

 

ク 

 

 

リ 

 

 

｜ 

 

 

ト 

材 

 

 

 

 

 

料 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

他 

骨材中の比

重 1.95の液

体に浮く粒

子の試験 

ＪＩＳ 

Ａ－５３０８ 

付属書－２ 

工事着手当初及び材

料の変動が認められ

る場合に行う。 

細骨材及び粗骨材 

コンクリートの外観が

重要な場合 

０．５％以下 

その他の場合 

    １．０％以下 

スラグ細骨材、

高炉スラグ粗骨

材には適用しな

い。 

硫酸ナトリ

ウムによる

骨材の安定

性試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１２２ 

工事着手当初及び材

料の変動が認められ

る場合に行う。 

細骨材 

    １０％以下 

粗骨材 

    １２％以下 

寒冷地で凍結の

恐れがある場合

には適用しな

い。 

セメントの 

物理試験 

ＪＩＳ 

Ｒ－５２１０ 
製造会社の試験 

JIS-R-5210(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ) 

JIS-R-5211(高炉) 

JIS-R-5212(ｼﾘｶ) 

JIS-R-5213(ﾌﾗｲｱｯｼｭ) 

 

ポルトラン

ドセメント

の化学分析 

（省略） 

製造会社の試験 

JIS-R-5210(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ) 

JIS-R-5211(高炉) 

JIS-R-5212(ｼﾘｶ) 

JIS-R-5213(ﾌﾗｲｱｯｼｭ) 

 

練混ぜ水の 

水質試験 

土木学会基準 

ＪＳＣＥ－Ｂ 

－１０１ 

工事着手当初及び材

料の変動が認められ

る場合に行う。 

懸濁物質の量 

    ２ｇ／１以下 

溶解性蒸発残留物の量 

    １ｇ／１以下 

塩化物イオン量 

    ２００㏙以下 

水素イオン濃度 

  PH 5.8～8.6以下 

モルタルの圧縮強度

比： 

材齢７日及び２８日

で 

９０％以上 

空気量の増分：±１％ 

（省略） 

回収水の場合 

ＪＩＳ 

Ａ－５３０８ 

付属書－９ 

６ヶ月に１回以上の 

頻度で実施する。 

塩化物イオン量 

    ２００㏙以下 

コンクリ－トの凝結 

時間の差： 

始発は３０分以内、 

終結は６０分以内。 

モルタルの圧縮強度

比： 

材齢７日及び２８日

で 

９０％以上 

空気量の増分：±１％ 

 

  
計量設備の 

計量精度 

任意の連続した 

１０バッチにつ

いて各計量器別、

材料別に行う。 

１ヶ月に１回以上の 

頻度で実施する。 

水    ±１％以内 

セメント ±１％以内 

骨材   ±３％以内 

混和剤  ±２％以内 

混和剤  ±３％以内 

セメント量の規

定がある場合に

適用する。 
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工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

セ 

 

メ 

 

ン 

 

ト 

 

・ 

 

コ 

 

 

ン 

 

ク 

 

リ 

｜ 

ト 

製 

 

 

造 

 

 

プ 

 

 

ラ 

 

 

ン 

 

 

ト 

 

 

試 

験 

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

他 

ミキサの 

練混ぜ性能

試験 

バッチミキサの

場合 

JIS-A-1119 

JIS-A-8603-1 

JIS-A-8603-2 

工事開始前、工事

中 1回以上/12か

月。 

コンクリートの練り

混ぜ量 

公称容量の場合: 

コンクリート内のモ

ルタル量の偏差率：

0.8%以下 

コンクリート内の粗

骨材量の偏差値：5%

以下 

圧縮強度の偏差率：

7.5%以下 

コンクリート内空気 

量の偏差率：10％以 

下 

コンステンシー（ス

ランプ）の偏差率： 

15%以下 

小規模工事※で 1種別当たりの

総使用量が 50 ㎥未満の場合は

1 種別 1 回以上の試験、または

ﾚﾃﾞｨﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ工場(JIS ﾏｰｸ表

示認証製品を製造する工場)の

品質証明書等のみとすること

ができる。 

※小規模工事とは、以下の工種

を除く工種とする。 

(橋台、橋脚、杭類(場所打杭、

井筒基礎等)、橋梁上部工(桁、

床版、高欄等)擁壁工(高さ 1m以

上)、函渠工、樋門、樋管、水門、

水路、（内幅 2.0m以上）護岸、

ダム及び堰、トンネル、舗装、

その他これらに類する工種及

び特記仕様書で指定された工

種 

連続ミキサの 

場合 

土木学会基準 

JSCE-I502-2013 

工事開始前、工事

中 1回以上/12か

月。 

（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

細骨材の表 

面水率試験 
（省略） 

2回/日以上 設計図書による。 
（省略） 

粗骨材の表

面水率試験 

（省略） 
１回/日 設計図書による。 

（省略） 

塩化物 

総量規制 
（省略）                                         

・荷卸し時 

鉄筋コンクリー

ト重要構造物に

適用する。 

コンクリートの

打設が午前・午後

にまたがる場合

は、午前 1回コン

クリート打設前

に行い、その試験

結果が塩化物総

量の 1/2 以下の

場合は、午後の試

験を省略するこ

とができる。(1試

験の測定回数は 3

回とする)試験の

判定は 3 回の測

定値の平均値。 

（省略） 

小規模工事※で 1種別当たりの

総使用量が 50 ㎥未満の場合は

1 種別 1 回以上の試験、または

ﾚﾃﾞｨﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ工場(JIS ﾏｰｸ表

示認証製品を製造する工場)の

品質証明書等のみとすること

ができる。 

1種別当たり総の使用量が 50m3

以上の場合は、50m3ごとに 1回

の試験を行う。 

・骨材に海砂を使用する場合

は、「海砂の塩化物イオン含有

率試験方法」（JSEC-C502,503）

または設計図書の規定により

行う。 

※小規模工事とは、以下の工種

を除く工種とする。 

(橋台、橋脚、杭類(場所打杭、

井筒基礎等)、橋梁上部工(桁、

床版、高欄等)擁壁工(高さ 1m以

上)、函渠工、樋門、樋管、水門、

水路、（内幅 2.0m以上）護岸、

ダム及び堰、ﾄﾝﾈﾙ、舗装、その

他これらに類する工種及び特

記仕様書で指定された工種 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

セ 

 

 

メ 

 

 

ン 

 

 

ト 

 

 

・ 

 

 

コ 

 

 

ン 

 

 

ク 

 

 

リ 

 

 

｜ 

 

 

ト 

製 

 

 

造 

 

 

プ 

 

 

ラ 

 

 

ン 

 

 

ト 

 

 

試 

 

 

験 

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

他 

ミキサの 

練混ぜ性能

試験 

バッチミキサの 

場合 

ＪＩＳ 

Ａ－１１１９ 

Ａ－８６０３ 

工事着手前に１回、 

工事中は６ヶ月に１

回以上の頻度で実施

する。 

コンクリートの練り混ぜ

量 

公称容量の場合 

コンクリート中のモルタ

ル単位容積質量差：０．

８％以下 

コンクリート中の単位粗

骨材量の差：５．０％以下 

圧縮強度平均値からの

差：７．５％以下 

空気量平均値からの差： 

  １０％以下 

スランプ平均値からの

差：    １５％以下 

公称容量の１／２の場合

コンクリート中のモルタ

ル単位容積質量差：０．

８％以下 

コンクリート中の単位粗

骨材量の差：５．０％以下 

レディーミクスコン

クリートの場合、印字

記録により確認を行

う。 

連続ミキサの 

場合 

土木学会基準 

ＪＳＣＥ－１ 

－５０２ 

工事着手前に１回、 

工事中は６ヶ月に１

回以上の頻度で実施

する。 

（省略） 
レディーミクスコン

クリートの場合、印字

記録により確認を行

う。 

細骨材の 

表面水率 

試験 

（省略） 
１日に２回以上実施

する。 

設計図書による。 

（但し、偏差は 

   ０．３％以下） 

（省略） 

粗骨材の 

表面水率 

試験 

（省略） 

１日に１回以上実施

する。 

設計図書による。 

（但し、偏差は 

   ０．３％以下） 

（省略） 

 

工

種 

種

別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

セ 

 

 

メ 

 

 

ン 

 

 

ト 

 

 

・ 

施 

 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

試 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

塩化物 

総量規制 
（省略） 

鉄筋コンクリート重要

構造物に適用する。 

測定回数は、打設が午

前・午後にまたがるとき

は１日に２回以上（午

前・午後）、半日の場合は

１回とする。コンクリー

トの種類（材料・配合）

等や工場が変わる場合

は、その都度１回以上測

定する。 

１試験の測定回数は３

回とし、試験の判定は３

回の測定値の平均値で

行う。 

（省略）  
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工

種 

種

別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

セ 

 

 

メ 

 

 

ン 

 

 

ト 

 

 

・ 

 

 

コ 

 

 

ン 

 

 

ク 

 

 

リ 

 

 

｜ 

 

 

ト 

施 

 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

単位水量 

測定 

（省略） （省略） 1)測定した単位水量

が、配合設計±

15kg/m3の範囲にある

場合はそのまま施工

してよい。 

2)測定した単位水量

が、配合設計±

15kg/m3を超え±

20kg/m3の範囲にある

場合は、水量変動の

原因を調査し、生コ

ン製造者に改善を指

示し、その運搬車の

生コンは打設する。

その後、配合設計±

15kg/m3以内で安定す

るまで、運搬車の3台

毎に1回、単位水量の

測定を行う。 

3)配合設計±20kg/m3

の指示値を越える場

合は、生コンを打込

まずに、持ち帰ら

せ、水量変動の原因

を調査し、生コン製

造業者に改善を指示

しなければならな

い。その後の全運搬

車の測定を行い、配

合設計±20kg/m3以内

になることを確認す

る。更に、運配合設

計±15kg/m3以内で安

定するまで、運搬車

の3台毎に1回、単位

水量の測定を行う。 

なお、測定値が管理

値または指示値を超

えた場合は1回に限り

再試験を実施できる｡ 

再試験を実施したい

場合は2回の測定結果

のうち、配合設計と

の差の絶対値の小さ

い方で評価してよ

い。 

示方配合の単位水量の

上限値は、粗骨材最大

寸法が 20 ㎜～25 ㎜の

場合は 175㎏/m3、40㎜

の場合は 165 ㎏/m3 を

基本とする。 

【対象工種】 

1鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ擁壁（H≂5m

以上） 

2 ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ（内空断

面積 25㎡以上） 

3橋梁（上・下部・床板） 

4トンネル 

5 治山ダム（H≂10m 以

上） 

6 その他測定が必要と

認められる重要構造物 

※1.ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ製品を除

く 

※2.1 日当たりｺﾝｸﾘ-ﾄ

使用量が 100m3 未満の

場合でも、上記 1～6に

該当する場合は、単位

水量測定を実施するも

のとする。 

 

 

コ 

 

 

ン 

 

 

ク 

 

 

リ 

 

 

｜ 

 

 

ト 

 

 

 

 

 

験 

単位水量 

測定 

（省略） （省略） 1)測定した単位水量が、

配合設計±15kg/m3の範囲

にある場合はそのまま施

工してよい。 

2)測定した単位水量が、

配合設計±15kg/m3を超え

±20kg/m3の範囲にある場

合は、水量変動の原因を

調査し、生コン製造者に

改善を指示し、その運搬

車の生コンは打設する。

その後、配合設計±

15kg/m3以内で安定するま

で、運搬車の3台毎に1

回、単位水量の測定を行

う。 

3)配合設計±20kg/m3の指

示値を越える場合は、生

コンを打込まずに、持ち

帰らせ、水量変動の原因

を調査し、生コン製造業

者に改善を指示しなけれ

ばならない。その後の全

運搬車の測定を行い、配

合設計±20kg/m3以内にな

ることを確認する。 

更に、配合設計±

15kg/m3以内で安定するま

で,、運搬車の3台毎に1

回、単位水量の測定を行

う。 

なお、管理値または指

示値を超える場台は1回に

限り試験を実施すること

ができる。 

再試験を実施したい場合

は 2回の測定結果のうち、

配合設計との差の絶対値

の小さい方で評価してよ

い。 

示方配合の単

位水量の上限

値は、粗骨材

の最大寸法が

20㎜～25㎜の

場合は

175kg/m3、40

㎜の場合は

165kg/m3を基

本とする。
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スランプ 

試験 
（省略） 

・荷卸し時 

・圧縮強度、曲げ強

度試験用供試体及び

打ち込み中に品質の

変化が認められた

時。ただし、道路橋

鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ床版にﾚ

ﾃﾞｨﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘ-ﾄを用

いる場合は原則とし

て全運搬車測定を行

う。 

・道路床版の場合、

全運搬車測定を行う

がスランプ試験の結

果が安定し良好な場

合はその後スランプ

試験の頻度について

監督員と協議し低減

することができる。 

 

（省略） 

小規模工事※で 1 種別

当たりの総使用量が 50

㎥未満の場合は 1 種別

1回以上の試験、または

ﾚﾃﾞｨﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ工場

(JIS ﾏｰｸ表示認証製品

を製造する工場)の品

質証明書等のみとする

ことができる。 

1 種別当たり総の使用

量が 50m3 以上の場合

は、50m3ごとに 1回の

試験を行う。 

・骨材に海砂を使用す

る場合は、「海砂の塩化

物イオン含有率試験方

法」（JSEC-C502,503）ま

たは設計図書の規定に

より行う。 

※小規模工事とは、以

下の工種を除く工種と

する。 

(橋台、橋脚、杭類(場

所打杭、井筒基礎等)、

橋梁上部工(桁、床版、

高欄等)擁壁工(高さ

1m 以上)、函渠工、樋

門、樋管、水門、水路、

（内幅 2.0m 以上）護

岸、ダム及び堰、ﾄﾝﾈﾙ、

舗装、その他これらに

類する工種及び特記

仕様書で指定された

工種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スランプ 

試験 
（省略） 

圧縮強度試験用供試体

の採取時及びコンクリ

ートの打ち込み中に品

質の変化が認められた

ときに行う。 

 

（省略） 

小規模工種※は

圧縮強度試験に

準ずる。 
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工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

セ 

 

 

メ 

 

 

ン 

 

 

ト 

 

 

・ 

 

 

コ 

 

 

ン 

 

 

ク 

 

 

リ 

 

 

｜ 

 

 

ト 

 

施 

 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

須 

コンクリ

ートの圧

縮強度試

験 

（省略） 

・荷卸し時又は工場

出荷時に運搬車から

採取した試料。 

１回／日以上、原則

として１５０㎥（構

造物の重要度と工事

規模に応じて打設量

２０㎥～１５０㎥）

毎に１回、及び荷卸

し時に品質変化が認

められた時。 

 但し、道路橋鉄筋

コンクリート床版に

レディーミクストコ

ンクリートを用いる

場合は、原則として

全運搬車測定を行

う。 

・道路橋床版の場

合、全運搬車を行う

が、スランプ試験の

結果が安定し良好な

場合は、その後スラ

ンプ試験の頻度につ

いて監督員と協議し

低減できる。 

・早強セメントの場

合は必要に応じて１

回に付き３個（３日

強度）を追加で採取

できる。 

・鉄筋コンクリート

の重要構造物（注：

参照）については、

打設日１日につき２

回（午前・午後）とす

る。 

（省略） （省略） 

空気量測

定 
（省略） 

そ 

 

の 

 

他 

コンクリ

ートの曲

げ 

強度試験 

（省略） 

コアによ

る 

強度試験 

（省略） 

コンクリ

ートの洗

い分析試

験 

（省略） 

施 

工 

後 

試 

験 

必 

 

 

須 

ひび割れ 

調  査 

スケールによる

測定 

本数、総延長、ひび

割れ幅等 
0.2㎜  

シュミッ

トハンマ

ーによる

試験 

（省略） 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

セ 

メ 

ン 

ト 

・ 

コ 

ン 

リ 

｜ 

ト 

施 

 

工 

 

試 

 

験 

必 

 

須 

コンクリ

ートの圧

縮強度試

験 

（省略） 

・荷卸し時１回／日

以上、原則として１

５０㎥（構造物の重

要度と工事規模に応

じて打設量２０㎥～

１５０㎥）毎に１回、

及び荷卸し時に品質

変化が認められた

時。 

 但し、道路橋鉄筋

コンクリート床版に

レディーミクストコ

ンクリートを用いる

場合は、原則として

全運搬車測定を行

う。 

・道路橋床版の場合、

全運搬車を行うが、

スランプ試験の結果

が安定し良好な場合

は、その後スランプ

試験の頻度について

監督員と協議し低減

できる。 

・早強セメントの場

合は必要に応じて１

回に付き３個（３日

強度）を追加で採取

できる。 

・鉄筋コンクリート

の重要構造物（注：参

照）については、打設

日１日につき２回

（午前・午後）とす

る。 

（省略） （省略） 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

セ 

メ 

ン 

ト 

・ 

コ 

ン 

ク 

リ 

｜ 

ト 

施 

 

 

工 

 

 

試 

 

 

験 

必 

 

 

須 

空気量測定 （省略） 

シュミット 

ハンマーに 

よる試験 

（省略） 

そ 

 

の 

 

他 

コンクリー

トの曲げ 

強度試験 

（省略） 

コンクリー

トから切り

取ったコア

による 

強度試験 

（省略） 

コンクリー

トの洗い 

分析試験 

（省略） 
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 附図―１ （省略） 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

鋼 

材 

・ 

棒 

鋼 

材 

料 

試 

験 

必 

 

 

須 

降伏点 

引張強さ 

伸び 

（省略） 

寸 法 （省略） 

鋼 

 

 

 

材 

 

 

 

ガ 

 

 

 

ス 

 

 

 

圧 

 

 

 

接 

施 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

前 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

外観検査 

・目 視 

 圧接面の研磨

状況 

 たれ下がり 

 焼き割れ等 

 

・ノギス等に 

よる計測 

（詳細外観検査） 

 軸心の偏心 

 ふくらみ 

 ふくらみの長

さ 

 圧接部のずれ

折れ曲がり等 

（省略） 

 

 

 

 

熱間押抜方法以外の場

合。 

①軸心の偏心が鉄筋径 

（径が異なる場合は細 

い方の鉄筋）の 1/5以下。 

②ふくらみが鉄筋径の 

（径が異なる場合は細い

方の鉄筋）1.4倍以上。 

ただし、ＳＤ490の場合は

１1.5倍以上。 

③ふくらみの長さが 

1.1倍以上。 

ただし、ＳＤ490 の場合

は１1.2倍以上。 

④ふくらみの頂点と圧接

部のずれが 1/4以下。 

⑤折れ曲がりの角度が

2°以下。 

⑥片ふくらみの差が鉄筋

径（径が異なる場合は細

い方の鉄筋）の 1/5 倍以

下。 

⑦垂れ下がり、へこみ、

焼き割れが著しくない。 

⑧その他有害と認められ

る欠陥があってはならな

い。 

 

熱間押抜方法の場合。 

①ふくらみを押抜いた後

の圧接面に対応する位置

の割れ、へこみがない。 

②ふくらみの長さが鉄筋

径の 1.1倍以上。ただし、

ＳＤ490 の場合は 1.2 倍

以上。 

③鉄筋表面にオーバーヒ

ートによる表面不整があ

ってはならない。 

④その他有害と認められ

る欠陥があってはならな

い。 

（省略） 

引張試験 
JIS-Z-3120 

JIS-Z-2241 
JIS G 3112 

手動ガス圧接の場合は、

工事着手前に作成した試

験片 5 本により、自動ガ

ス圧接の場合は同様に作

成した試料片 2 本により

実施する。 

 

 

 

 附図―１ （省略） 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

鋼 

材 

・ 

棒 

鋼 

材 

料 

試 

験 

必 

 

 

須 

降伏点 

引張強さ 

伸び 

（省略） 

寸 法 （省略） 

鋼 

 

 

 

材 

 

 

 

ガ 

 

 

 

ス 

 

 

 

圧 

 

 

 

接 

施 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

前 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

外観検査 

目 視 

 

ノギス等に 

よる計測 

（詳細外観検査） 

（省略） 

 

熱間押抜方法以外の場

合。 

①軸心の偏心が鉄筋径 

（径が異なる場合は細 

い方の鉄筋）のＤ／５ 

以下。 

②ふくらみが鉄筋径の 

（径が異なる場合は細

い方の鉄筋）１．４Ｄ

以上。 

ただし、ＳＤ４９０の

場合は１．５Ｄ以上。 

③ふくらみの長さが 

１．１Ｄ以上。 

ただし、ＳＤ４９０の

場合は１．２Ｄ以上。 

④ふくらみの頂点と圧

接部のずれがＤ／４以

下。 

⑤著しいたれ下がり、

焼割れ、折れ曲がりが

ない。 

熱間押抜方法の場合。 

①ふくらみを押抜いた

後の圧接面に対応する

位置の割れ、線状きず、

へこみがない。 

②ふくらみの長さが 

１．１Ｄ以上。 

③著しい折れ曲がりが

ない。ただし、ＳＤ４

９０の場合は１．２Ｄ

以上。 

④軸心の偏心が 

Ｄ／１０以下。 

⑤オーバーヒート等に

よる表面不整がない。 

（省略） 

引張試験 
ＪＩＳ 

Ｚ－３１２０ 

全数がＪＩＳ－Ｇ－３

１１２に規定する母材

強度以上であること。 
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工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

鋼 

 

 

 

材 

 

 

 

ガ 

 

 

 

ス 

 

 

 

圧 

 

 

 

接 

 

 

 

工 

施 

 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

後 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

外観検査 

・目 視 

 圧接面の研

磨状況 

 たれ下がり 

 焼き割れ等 

 

・ノギス等に 

よる計測 

（詳細外観検

査） 

 軸心の偏心 

 ふくらみ 

 ふくらみの

長さ 

 圧接部のず

れ折れ曲がり

等 

（省略） 

①熱間押抜方法以外の

場合。 

軸心の偏心が鉄筋径

（径が異なる場合は細

い方の鉄筋 

の 1/5以下。 

②ふくらみが鉄筋径の

（径が異なる場合は

細い方）1.4倍以上。 

ただし、ＳＤ490 の場

合は 1.5倍以上。 

③ふくらみの長さが鉄

筋径の 1.1倍以上。 

ただし、ＳＤ490 の場

合は 1.2倍以上。 

④ふくらみの頂点と圧

接部のずれが鉄筋径の

1/4以下。 

⑤折れ曲がりの角度が

2°以下。 

⑥片ふくらみの差が鉄

筋径（径が異なる場合

は細い方の鉄筋）の

1/5以下。 

⑦垂れ下がり、へこみ、

焼き割れが著しくな

い。 

⑧その他有害と認めら

れる欠陥があってはな

らない。 

熱間押抜方法の場合。 

①ふくらみを押抜いた

後の圧接面に対応する

位置の割れ、線状きず、

へこみがない。 

②ふくらみの長さが鉄

筋径の 1.1 倍以上。た

だし、ＳＤ490 の場合

は 1.2倍以上。 

③鉄筋表面にオーバー

ヒートによる表面不整

があってはならない。 

④その他有害と認めら

れる欠陥があってはな

らない。 

 

熱間押抜方法以外の場

合。 

・規格値を外れた場合は

下記による。いずれの場

合も監督員の承諾を得

るものとし、処置後は外

観検査及び超音波探傷

検査を行う。 

①は、圧接部を切り取っ

て再圧接する。 

②③は、再加熱し、圧力

を加えて所定のふくら

みに修正する。 

④⑥⑦は、圧接部を切り

取って再圧接する。 

⑤は、再加熱して修正す

る。 

 

熱間押抜方法の場合。 

・規格値を外れた場合は

下記による。いずれの場

合も監督員の承諾を得

る。 

①②③は、再加熱、再加

工、再加圧、押抜きを行

って修正し、後外観検査

を行う。 

④は、再加熱して修正

し、修正後外観検査を行

う。 

 

超音 波探

傷検査 
（省略） 

 

 

 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

鋼 

 

 

 

材 

 

 

 

ガ 

 

 

 

ス 

 

 

 

圧 

 

 

 

接 

 

 

 

工 

施 

 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

後 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

外観検査 

目 視 

ノギス等に 

よる計測 

（詳細外観検査） 

（省略） 

熱間押抜方法以外の場

合。 

①軸心の偏心が鉄筋径 

（径が異なる場合は細 

い方の鉄筋）のＤ／５ 

以下。 

②ふくらみが鉄筋径の 

（径が異なる場合は細

い方）１．４Ｄ以上。 

ただし、ＳＤ４９０

の場合は１．５Ｄ以上。 

③ふくらみの長さが 

１．１Ｄ以上。 

ただし、ＳＤ４９０

の場合は１．２Ｄ以上。 

④ふくらみの頂点と圧

接部のずれがＤ／４以

下。 

⑤著しいたれ下がり、

焼割れ、折れ曲がりが

ない。 

 

熱間押抜方法の場合。 

①ふくらみを押抜いた

後の圧接面に対応する

位置の割れ、線状きず、

へこみがない。 

②ふくらみの長さが 

１．１Ｄ以上。 

③著しい折れ曲がりが

ない。ただし、ＳＤ４

９０の場合は１．２Ｄ

以上。 

④軸心の偏心が 

Ｄ／１０以下。 

⑤オーバーヒート等に

よる表面不整がない。 

熱間押抜方法以外

の場合。 

規格値を外れた場

合は下記による。

いずれの場合も監

督員の承諾を得

る。 

①は、圧接部を切

り取って再圧接

し、外観検査及び

超音波探傷検査を

行う。 

②③は、再加熱し、

圧力を加えて所定

のふくらみに修正

し、外観検査を行

う。 

④は、圧接部を切

り取って再圧接修

正し、外観検査及

び超音波探傷検査

を行う。 

⑤は、著しい折れ

曲がりが生じた場

合は、再加熱して

修正し、外観検査

を行う。又、著しい

焼き割れ及び垂れ

下がりなどが生じ

た場合は、圧接部

を切り取って再圧

接し、外観検査及

び超音波探傷検査

を行う。 

熱間押抜方法の場

合。 

①②⑤は、再加熱、

再加工、再加圧、押

抜きを行って修正

後外観検査を行

う。 

③は、再加熱して

修正し、修正後外

観検査を行う。 

④は、圧接部を切

り取って再圧接

し、外観検査を行

う。 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

   超音波 

探傷検査 
（省略） 
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工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

ガ 

 

 

ス 

 

 

切 

 

 

断 

 

 

工 

施 

 

 

 

工 

 

 

 

試 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

須 

表面粗さ 目 視  

主要部材：50㎛以下 

二次部材：100㎛以下。 

（ただし、切削による

場合は 50㎛以下） 

表面粗さとは、JIS-B0601

（2013）に規定最大高さ

粗さ RZとする。 

ノッチ深さ （省略） 

スラグ （省略） 

上縁の溶け （省略） 

そ 

 

の 

 

他 

平面度 （省略） 

ベヘル精度 （省略） 

真直度 （省略） 

溶 

 

 

 

 

 

 

 

 

接 

 

 

 

 

 

 

 

工 

 

施 

 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

引張試験：

開先溶接 
（省略） 

試験片の形状： 

JIS Z 3121 1

号 

試験片の個数：2 

（省略） 

溶接方法は「日本道路協

会道路橋示方書・同解説」

Ⅱ鋼橋・鋼部材編 20.8.4

溶接施工 図 20.8.1 開

先溶接施工試験方法によ

る。 

・なお、過去に同等もし

くはそれ以上の条件で溶

接施工試験を行い、かつ

施工経験をもつ工場で

は、その時の報告書によ

って溶接施工試験を省略

することができる。 

 

（非破壊検査を行う者の

資格） 

・磁粉探傷試験または浸

透探傷試験を行う者は、

それぞれの試験の種類に

対応した JIS Z 2305

（非破壊試験―技術者の

資格及び認証）に規定す

るレベル 2以上の資格を

有していなければならな

い。 

・放射線透過試験を行う

場合は、放射線透過試験

におけるレベル 2以上の

資格とする。 

・超音波自動探傷試験を

行う場合は、超音波自動

探傷試験レベル 3の資格

とする。 

・手探傷による超音波探

傷試験を行う場合は、超

音波探傷試験におけるレ

ベル 2 以上の資格とす

る。 

型曲げ試験 

（ 19 ㎜未

満 の 裏 曲

げ）・（19㎜

以上の側曲

げ） 

：開先溶接 

（省略） 

試験片の形状： 

JIS Z 3122 

 

試験片の個数：2 

（省略） 

衝撃試験： 

開先溶接 

（省略） 試験片の形状： 

JIS Z 2242 V ﾉ

ｯﾁ 

試験片の採取位置：

「日本道路協会道路

橋示方書・同解説」Ⅱ

鋼 橋 ･ 鋼 部 材 編

20.8.4溶接施工法図

20.8.2衝撃試験片 

試験片の個数： 

各部位につき 3 

（省略） 

マ ク ロ 試

験： 

開先溶接 

（省略） 試験片の個数：1 
欠陥があってはなら

ない。 

非 破 壊 試

験： 

開先溶接 

「日本道路協会

道路橋示方書・同

解説」Ⅱ鋼橋･鋼

部材編 20.8.6 外

部 き ず 検 査

20.8.7 内部きず

検査規定による。 

（省略） 

「日本道路協会道路

橋示方書・同解説」Ⅱ

鋼橋･鋼部材編 20.8.6

外部きず検査 20.8.7

内部きず検査規定に

よる。 

 

 

 

 

ガ 

 

 

ス 

 

 

切 

 

 

断 

 

 

工 

施 

 

 

 

工 

 

 

 

試 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

須 

表面粗さ 目 視  

主要部材： 

５０㎛ Ry以下 

二次部材： 

１００㎛ Ry以下。 

表面粗さとは、

ＪＩＳ－Ｂ－０

６０１に規定す

る表面の粗度を

表し、５０㎛ Ry

とは表面粗さ５

０／１０００㎜

k凹凸を示す。 

ノッチ深さ （省略） 

スラグ （省略） 

上縁の溶け （省略） 

そ 

 

の 

 

他 

平面度 （省略） 

ベヘル精度 （省略） 

真直度 （省略） 

 

 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

溶 

 

 

 

 

 

 

 

 

接 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 

施 

 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

引張試験 

 

グループ 

試験 

（省略） 

試験片の形状： 

ＪＩＡ－Ｚ－ 

  ３１２５－１号 

試験片の個数：２個 

（省略） 

溶接方法は「日

本道路協会道路

橋示方書・同解

説」Ⅱ鋼橋編

15.3.3 溶 接 

図 15.3.1 グル

ープ溶接施工試

験方法による。 

なお、過去に同

等もしくはそれ

以上の条件で溶

接施工試験を行

い、かつ施工経

験をもつ工場で

は、その時の報

告書を提出する

ことにより溶接

施工試験を省略

することができ

る。 

型曲げ試験 

（19 ㎜未満

の裏曲げ）・

（19 ㎜以上

の側曲げ） 

：グループ 

溶接 

（省略） 

試験片の形状： 

ＪＩＡ－Ｚ－ 

  ３１２５－１号 

試験片の個数：２個 

（省略） 

衝撃試験 

グループ 

溶接 

（省略） （省略） 

（省略） 

マクロ試験 

グループ 

溶接 

ＪＩＳ 

Ｇ－０５５３ 

に準ずる。 

試験片の個数：１個 （省略） 

放射線 

透過試験 

グループ 

溶接 

ＪＩＳ 

Ｚ－３１０４ 
（省略） 

引張側：２類以上 

圧縮側：３類以上 
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工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

溶 

 

 

 

 

 

 

 

 

接 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 

施 

 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

マクロ試験 

すみ肉溶接 
（省略） 

試験片の形状： 

「日本道路協会道路

橋示方書・同解説」Ⅱ

鋼 橋 ・ 鋼 部 材 編

20.8.4溶接施工法図

20.8.3すみ肉溶接試

験（マクロ試験）溶接

方法および試験片の

形状 

試験片の個数：1 

欠陥があってはなら

ない。 

過去に同等もしくはそれ

以上の条件で溶接施工試

験を行い、かつ施工経験

をもつ工場では、その時

の報告書によって溶接施

工試験を省略することが

できる。 

引張試験 

ｽﾀｯﾄﾞ溶接 
（省略） 

試験片の形状： 

JIS B 1198 

試験片の個数：3 

降伏点は 235N/㎜ 2 以

上 

引 張 強 さ は 400 ～

550N/㎜ 2、 

伸びは 20%以上とす

る。ただし溶接で切れ

てはいけない。 

 

（省略） 

曲げ試験 

ｽﾀｯﾄﾞ溶接 
（省略） 

突合せ継手

の内部欠陥

に対する検

査 

JIS Z 3104 

JIS Z 3060 

放射線透過試験の場

合は JIS Z 3104

による。 

超音波探傷試験（手

探傷） 

の 場 合 は JIS  Z 

3060による。 

試験で検出されたき

ず寸法は、設計上許容

される以下でなけれ

ばならない。 

ただし、寸法によらず

表面の開口した割れ

等の面状きずはあっ

てはならない。 

なお、放射線透過試験

による場合において、

板厚が 25 ㎜以下の試

験の結果については、

以下を満たす場合は

合格としてよい。 

・引張応力を受ける溶

接部、JIS Z 3014付

属書 4（透過写真によ

るきずの像の分類方

法）に示す 2類以上と

する。 

・圧縮応力を受ける溶

接部、JIS Z 3014付

属書 4（透過写真によ

るきずの像の分類方

法）に示す 3類以上と

する。 

・なお、板厚が 25㎜を

超える場合は、内部き

ず寸法の許容値を板

厚の 1/3とする。ただ

し、疲労の影響が考え

られる継手では、所定

の強度等級を満たす

上で許容できるきず

の寸法はこの値より

小さい場合があるの

で注意する。 

・「日本道路協会道路橋示方

書・同解説」Ⅱ鋼橋・鋼部材

編表‐解 20.8.6及び表‐解

20.8.7溶接施工 図 20.8.7

に各継手の強度等級を満た

す上での内部きず寸法の許

容値が示されている。なお、

表‐解 20.8.6 及び表‐解

20.8.7 示されていない強度

等級を低減させた場合など

の内部きず寸法の許容値

は、「日本道路協会道路橋示

方書・同解説」Ⅱ鋼橋・鋼部

材編 8.3.2 継手の強度等級

に示されている。 

(非破壊検査を行う者の資

格） 

・磁粉探傷試験または浸透

探傷試験を行う者は、それ

ぞれの試験の種類に対応し

た JIS Z 2305（非破壊試

験―技術者の資格及び認

証）に規定するレベル 2 以

上の資格を有していなけれ

ばならない。 

・放射線透過試験を行う場

合は、放射線透過試験にお

けるレベル 2 以上の資格と

する。 

・超音波自動探傷試験を行

う場合は、超音波自動探傷

試験レベル 3の資格とする。 

・手探傷による超音波探傷

試験を行う場合は、超音波

探傷試験におけるレベル 2

以上の資格とする。 

マクロ試験 

すみ肉溶接 
（省略） 

試験片の形状： 

「日本道路協会道路

橋示方書・同解説」Ⅱ

鋼橋編 15.3.3溶接図

15.3.3 すみ肉溶接試

験（マクロ試験）溶接

方法および試験片の

形状 

試験片の個数：１個 

 

引張試験 

スタッド 

溶接 

（省略） 

試験片の形状： 

ＪＩＳ 

Ｂ－１１９８ 

試験片の個数：３個 

道路橋示方書・同解説

による。 

（省略） 

曲げ試験 

スタッド 

溶接 

（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

溶 

 

 

 

 

 

 

施 

 

 

 

 

 

工 

必 

 

 

 

 

 

 

突合せ継手

の内部欠陥

に対する検

査 

ＪＩＳ 

Ｚ－３１０４ 

ＲＴの場合は： 

ＪＩＳ－Ｚ－ 

 ３１０４による。 

ＵＴの場合は： 

 ＪＩＳ－Ｚ－ 

 ３０６０による。 

引張側：２類以上 

圧縮側：３類以上 

確認ができる十

分な資料を有す

る場合は、放射

線透過試験に替

えて超音波探傷

試験とすること

ができる。 
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外観検査 

（割れ） 
・目視 

検査体制、検査方法

を明確にしたうえ

で、目視検査する。目

視は全延長実施す

る。ただし、疑わし場

合は磁粉探傷試験ま

たは浸透探傷試験を

もちいる。 

あってはならない。 

 

 

 

工

種 

種

別 

試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

 

溶 

 

 

 

 

 

 

 

 

接 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 

施 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

外観形状検

査 

(ビード表

面 の ピ ッ

ト) 

・目視及びノギ

ス等による計測 

検査体制、検査方法

を明確にした上で、

目視により疑わしい

箇所を測定する。 

目視は全延長実施す

る。 

断面に考慮する突合せ溶

接継手、十字溶接継手、T

溶接継手、角溶接継手に

は、ビード表面にピット

があってはならない。そ

の他のすみ肉溶接及び部

分溶け込み開先溶接に

は、1 継手につき 3 個ま

で許容する。ただし、ピッ

トの大きさが 1 ㎜以下の

場合は、3 個を 1 個とし

て計算する。 

 

外観形状検

査 

(余盛高さ) 

・目 視 

・ノギス等に 

よる計測 

検査体制、検査方法

を明確にした上で、

目視により疑わしい

箇所を測定する。 

目視は全延長実施す

る。 

設計図書による。 

設計図書に特に仕上げの

指定のない開先溶接は、

以下に示す範囲内の余盛

りは仕上げなくてよい。

余盛高さが以下に示す値

を超える場合は、ビード

形状、特に止端部を滑ら

かに仕上げるものとす

る。 

ビード幅 （B［㎜］） 

余盛り高さ（h［㎜］） 

  B＜15：h≦3 

15≦B＜25：h≦4 

25≦B  ：h≦（4/25）・

B 

 

外観形状検

査 

(すみ肉溶

接サイズ) 

・目 視 

・ノギス等に 

よる計測 

検査体制、検査方法

を明確にしたうえ

で、目視により疑わ

しい箇所を測定す

る。 

目視は全延長実施す

る。 

すみ肉溶接サイズ及びの

ど厚は、指定すみ肉サイ

ズ及びのど厚を下回って

はならない。ただし、１溶

接線の両端各 50 ㎜を除

く部分では、溶接長さの

10%までの範囲で、サイズ

及びのど厚ともに-1.0㎜

の誤差を認めるものとす

る。 

 

外観形状検

査 

(アンダー 

カット) 

・目 視 

・ノギス等に 

よる計測 

検査体制、検査方法

を明確にしたうえ

で、目視により疑わ

しい箇所を測定す

る。 

目視は全延長実施す

る。 

「日本道路協会道路橋示

方書・同解説」Ⅱ鋼橋・鋼

部材編 20.8.6 外部きず

検査の規定による。 

「日本道路協会道路橋示

方書・同解説」Ⅱ鋼橋・

鋼部材編表- 20.8.4 及

び表-20.8.5 に各継手の

強度等級を満たすうえで

ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄの許容値が示さ

れている。表-20.8.4 及

び表-20.8.5 に示されて

いない継手のｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄの

許容値は「日本道路協会

道路橋示方書・同解説」

鋼橋・鋼部材編 8.3.2 継

手の強度等級に示されて

 

 

接 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

外観検査 

(余盛高さ) 

目 視 

ノギス等に 

よる計測 

目視により疑わしい

箇所を測定する。 

目視は全延長実施す

る。 

道路橋示方書・同解説

による。 
 

外観検査 

(すみ肉溶

接サイズ) 

目 視 

ノギス等に 

よる計測 

目視により疑わしい

箇所を測定する。 

目視は全延長実施す

る。 

すみ肉溶接サイズ及び

のど厚は、指定すみ肉

サイズ及びのど厚を下

回ってはならない。た

だし、１溶接線の両端

各５０㎜を除く部分で

は、溶接長さの１０％

までの範囲で、サイズ

及びのど厚ともに１．

０㎜の誤差を認めるも

のとする。 

 

外観検査 

(アンダー 

カット) 

目 視 

ノギス等に 

よる計測 

目視により疑わしい

箇所を測定する。 

目視は全延長実施す

る。 

主要部材の材片に働く

一次応力に直交するﾋﾞ

ｰﾄの止端部：許容深さ

０.３㎜以下。また、一

次応力に平行するﾋﾞｰﾄ

の止端部：許容深さ０.

５㎜以下。 

二次のﾋﾞｰﾄ止端部：許

容深さ０．８㎜以下。 

 

外観検査 

(オーバー 

ラップ) 

目 視 

 

目視は全延長実施す

る。 
あってはならない。  

外観検査 

(ビート表

面 

の 不

整) 

目 視 

ノギス等に 

よる計測 

目視により疑わしい

箇所を測定する。 

目視は全延長実施す

る。 

ビート表面の凹凸は、

ヒート長さ２５㎜の範

囲で３㎜以下。 

 

外観検査 

(アークス 

タッド) 

  

余盛り形状不整：余盛りは全周にわたり

包囲してはならない。なお、余盛り高さ

１．０㎜幅０．５㎜以上。 

ｸﾗｯｸ及びｽﾗｸﾞ巻込み：あってはならない。 

アンダーカット：するどい切欠状のアン

ダーカットがあってはならない。ただし、

グラインダー仕上げ量が０．５㎜以内に

納まるものは仕上げて合格とする。 

スタッドジベルの仕上り高さ：設計値±

２㎜を越えてはならない。 

そ 

 

の 

 

他 

ハンマー 

打撃試験 
（省略） 
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いる。 

外観検査 

(オーバー 

ラップ) 

・目 視 

 

検査体制、検査方法

を明確にしたうえ

で、目視検査する。 

あってはならない。  

外観形状検

査 

(ビート表

面の凸凹) 

・目 視 

・ノギス等に 

よる計測 

検査体制、検査方法

を明確にしたうえ

で、目視により疑わ

しい箇所を測定す

る。 

目視は全延長実施す

る。 

ビート表面の凹凸は、ヒ

ート長さ 25㎜の範囲で 3

㎜以下。 

 

外観形状検

査 

(アークス 

タッド) 

・目 視 

・ノギス等に 

よる計測 

 

余盛り形状不整：余盛り

は全周にわたり包囲して

はならない。なお、余盛り

高さ 1㎜幅 0.5㎜以上。･

ｸﾗｯｸ及びｽﾗｸﾞ巻込み：あ

ってはならない。 

ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ：するどい切欠

状のｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄがあっては

ならない。ただし、ｸﾞﾗｲﾝ

ﾀﾞｰ仕上げ量が 0.5 ㎜以

内に納まるものは仕上げ

て合格とする。 

ｽﾀｯﾄﾞｼﾞﾍﾞﾙの仕上り高

さ：設計値±２㎜を越え

てはならない。 

 

 

 

工

種 
種別 

試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

溶 

 

接 

 

工 

施 

 

工 

そ 

 

の 

 

他 

ハンマー 

打撃試験 
（省略） 

治 

 

山 

 

土 

 

工 

材 

料 

必 

須 

突固めによ

る土の締固

め試験 

（省略） 

施 

 

工 

必 

 

須 

現場密度の

測定 

最大粒径≦53㎜ 

砂置換法（JIS A 

1214） 

最大粒径＞53㎜ 

舗装調査・試験法

便覧 

［4］－256 

突砂法 

1,000ｍ3に１回の割合、

又は設計図書に示され

た値。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最大乾燥密度の 85%

以上。又は、設計図書

に示された値。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・左記の規格値を満

たしていても、規格

値を著しく下回って

いる点が存在した場

合は、監督員と協議

の上で、（再）転圧を

行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

治 

 

山 

 

土 

 

工 

材 

料 

必 

須 

突固めによ

る土の締固

め試験 

（省略） 

施 

 

工 

必 

 

須 

現場密度の

測定 

最大粒径 

≦５３㎜ 

ＪＩＳ 

Ａ－１２１８ 

  Ａ・Ｂ法 

最大粒径 

＞５３㎜ 

舗装調査・試験法

便覧 

［４］－１８２ 

1,000 ㎥につき１回

の割合で実施する。 

 

 

500 ㎥につき１回の

割合で実施する。 

 

 

最大乾燥密度の 

８５％以上 

 

最大乾燥密度の 

    ９０％以上 

その他 

設計図書による。 

（ＪＩＳ－Ａ 

－１２１８ 

Ａ・Ｂ法） 
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河 

 

 

川 

 

 

・ 

 

 

海 

 

 

岸 

 

 

土 

 

 

工 

材 

 

 

料 

 

 

試 

 

 

験 

必 

須 

突固めによ

る土の締固

め試験 

（省略） 

そ 

 

 

の 

 

 

他 

土の 

粒度試験 
（省略） 

土粒子の 

密度試験 

（省略） 

土の含水比

試験 

（省略） 

土の液性 

限界・塑性

限界試験 

（省略） 

土の一軸 

圧縮試験 

（省略） 

土の三軸 

圧縮試験 

（省略） 必要に応じて （省略） 

土の 

圧密試験 

（省略） 必要に応じて （省略） 

土のせん断

試験 

（省略） 必要に応じて （省略） 

土の 

透水試験 

（省略） 必要に応じて （省略） 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

河 

川 

・ 

海 

岸 

土 

工 

施 

 

 

工 

必 

 

 

須 

現場密度の

測定 

最大粒径≦53㎜ 

砂置換法（JIS A 

1214） 

最大粒径＞53㎜ 

舗装調査・試験法

便覧 

［4］－256 

突砂法 

1,000ｍ3に１回の割

合、土量が 5,000ｍ3

未満の工事は 1 工事

当たり 3回、 

1､000 未満の工事は

1回。 

 

1 回の試験につき 3

孔の平均値で測定を

行う。 

・1000ｍ3未満：1回 

・1000ｍ3 以上 5000

ｍ3未満：3回 

・5000ｍ3 以上 6000

ｍ3未満：6回 

・6000ｍ3 以上 7000

ｍ3未満：7回 

最大乾燥密度の

90%以上。ただし上

記により難い場合

は、飽和度または空

気間隙率の規定に

よりことができる。 

【 砂 質 土

(25%≦75µm ふるい

通過分＜50%)】 

空気間隙率VaがVa

≦ 15% 【 粘 性 土

(50%≦75µm ふるい

通過分)】 

飽和度 Sr が 85%≦

Sr≦95%または空気

間隙率Vaが2%≦Va

≦10% 

または、設計図書に

よる。 

・左記の規格値を満たし

ていても、規格値を著しく

下回っている点が存在し

た場合は、監督員と協議の

上で、（再）転圧を行うも

のとする。 

河 

 

 

川 

 

 

・ 

 

 

海 

 

 

岸 

 

 

土 

 

 

工 

材 

 

 

料 

 

 

試 

 

 

験 

必 

須 

突固めによ

る土の締固

め試験 

（省略） 

そ 

 

 

の 

 

 

他 

土の 

粒度試験 
（省略） 

土粒子の 

密度試験 

（省略） 

土の 

含水比試験 

（省略） 

土の液性 

限界・塑性

限界試験 

（省略） 

土の一軸 

圧縮試験 

（省略） 

土の三軸 

圧縮試験 

（省略） 当初及び土質の変化した

時。 

（省略） 

土の 

圧密試験 

（省略） 当初及び土質の変化した

時。 

（省略） 

土の 

剪断試験 

（省略） 当初及び土質の変化した

時。 

（省略） 

土の 

透水試験 

（省略） 当初及び土質の変化した

時。 

（省略） 

施 

 

 

工 

必 

 

 

須 

現場密度の 

測定 

最大粒径 

≦５３㎜ 

ＪＩＳ 

Ａ－１２１４ 

Ａ－１２１０ 

   Ａ・Ｂ法 

最大粒径 

＞５３㎜ 

舗装調査・試験法

便覧 

［４］－１８２ 

1,000 ㎥につき１回

の割合で実施する。 

 

 

500 ㎥につき１回の

割合で実施する。 

 

 

最大乾燥密度の 

８５％以上 

 

最大乾燥密度の 

    ９０％以上 

その他 

設計図書による。 
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捨 

 

 

石 

 

 

工 

施 

 

 

 

 

 

工 

必 

 

 

 

 

 

須 

岩石の 

見掛比重 

（省略） ・500ｍ3 以下は監督員承

諾を得て省略できる。 

・参考値 

・硬石：約 2.7～2.5ｇ/㎤ 

・準硬石：約 2.5～2ｇ/㎤ 

・軟石：約 2ｇ/㎤未満 

岩石の 

吸水率 

（省略） ・500ｍ3 以下は監督員承

諾を得て省略できる。 

・参考値 

・硬石：5%未満 

・準硬石：5%以上 15%未満 

・軟石：15％以上 

岩石の 

圧縮強さ 

（省略） ・500ｍ3 以下は監督員承

諾を得て省略できる。 

・参考値 

・硬石：4903 N/㎠以上 

・準硬石：980.66N/㎠以上 

4903N/ ㎠ 未

満 

・軟石：980.66N/㎠未満 

そ 

の 

他 

岩石の形状 

（省略） ・500ｍ3 以下は監督員承

諾を得て省略できる。 

 

吹 

付 

工 

・ 

現 

場 

吹 

付 

法 

枠 

工 

材 

 

 

料 

 

 

試 

 

 

験 

必 

 

須 

アルカリ 

シリカ反応

制御対策 

アルカリ骨材反

応制御対策につ

いて 

骨材試験を行う場合

は、工事開始前、工事

中 1回/6ヶ月以上及

び産地が変わった場

合。 

「アルカリ骨材反

応制御対策につい

て」による。 

 

そ 

の 

他 

骨材の 

ふるい分け 

試験 

JIS A 1102  

JIS A 5005 

JIS A 5011-1～4 

JIS A 5021 

工事開始前、工事中 1

回/月以上及び産地

が変わった場合。 

（省略） 

生コン使用の場合は年１

回又は材料の変化時（公

財）福岡県建設技術センタ

ーにおいて施工の前年度

以降に実施した試験成績

表により品質の適合を確

認すれば施工ごとの試験

を省略できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

捨 

 

 

石 

 

 

工 

材 

 

 

 

 

 

料 

必 

 

 

 

 

 

須 

岩石の 

見掛比重 
（省略）  

岩石の 

吸水率 
（省略）  

岩石の 

圧縮強さ 
（省略）  

岩石の形状 （省略）  

吹 

 

付 

 

工 

 

・ 

 

現 

 

場 

 

吹 

 

付 

 

法 

 

枠 

 

工 

材 

 

 

料 

 

 

試 

 

 

験 

必 

 

須 

塩化物総量

アルカリ 

骨材反応 

対策 

「コンクリート

の耐久性向上対

策」による 

工事着手前、工事施

工中１回以上。 

及び材料の産地が変

わった場合に行う。 

「コンクリートの耐久

性向上対策」による 
無害の場合 

そ 

 

 

の 

 

 

他 

骨材の 

ふるい分け 

試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０２ 

工事着手前、工事施

工中１回以上。 

及び材料の産地が変

わった場合に行う。 

（省略）  
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工種 
種

別 

試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

吹 

 

 

付 

 

 

工 

 

 

・ 

 

 

現 

 

 

場 

 

 

吹 

 

 

付 

 

 

法 

 

 

枠 

 

 

工 

材 

 

 

 

 

料 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

験 

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

他 

骨材の 

密度及び 

吸水率試験 

JIS A 1109 

JIS A 1110 

JIS A 5005 

JIS A 5011-1～5 

JIS A 5021 

工事開始前、工事中

1 回/月以上及び産

地が変わった場合。 

絶乾密度：2.5%以上 

細骨材の吸水率：3.5％

以下 

粗骨材の吸水率：3.0%

以下 

（砕砂・砕石、高炉ｽﾗ

ｸﾞ骨材、ｲｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ細

骨材、銅ｽﾗｸﾞ､細骨材の

規格値については適用

を参照） 

JIS A 5005（ｺﾝｸﾘｰﾄ用砕

石及び細砂） 

JIS A 5011-1（ｺﾝｸﾘｰﾄ用

ｽﾗｸﾞ骨材-第 1部:高炉ｽﾗ

ｸﾞ骨材） 

JIS A 5011-2（ｺﾝｸﾘｰﾄ用

ｽﾗｸﾞ骨材-第 2 部: ｲｪﾛﾆ

ｯｹﾙｽﾗｸﾞ骨材） 

JIS A 5011-3（ｺﾝｸﾘｰﾄ用

ｽﾗｸﾞ骨材－第 3 部: 銅ｽ

ﾗｸﾞ骨材） 

JIS A 5011-4（ｺﾝｸﾘｰﾄ用

ｽﾗｸﾞ骨材－第 4部: 電気

炉酸化ｽﾗｸﾞ骨材）JIS A 

5011-5（ｺﾝｸﾘｰﾄ用ｽﾗｸﾞ骨

材－第 5 部: 石炭ｶﾞｽ化

ｽﾗｸﾞ骨材）JIS A 5021（ｺ

ﾝｸﾘｰﾄ用再生骨材 H） 

生コン使用の場合は年

１回又は材料の変化時

（公財）福岡県建設技術

センターにおいて施工

の前年度以降に実施し

た試験成績表により品

質の適合を確認すれば

施工ごとの試験を省略

できる。 

 

骨材の微粒

分量試験 

JIS A 1103 

JIS A 5005  

JIS A 5308 

工事開始前、工事中1

回/月以上及び産地

が変わった場合。 

（山砂の場合は、工

事中 1回/週以上） 

粗骨材 

砕石 3.0%以下（ただ

し、粒径判定実績率が

58%以上の場合は 5.0%

以下） 

・スラグ粗骨材 5.0%

以下 

・それ以外（砂利等）

1.0%以下 

細骨材 

砕砂 9.0%以下（ただ

し、すりへり作用を受

ける場合は 5.0%以下） 

・スラグ細骨材 7.0%以

下（ただし、すりへり

作用を受ける場合は

5.0%以下） 

・それ以外（砂等）5.0%

以下（ただし、すりへ

り作用を受ける場合は

3.0%以下） 

 

砂の有機 

不純物試験 
（省略） 

工事開始前、工事施

工中１回以上/12 か

月。及び材料の産地

が変わった場合。 

（省略） 

濃い場合は、 JIS  A 

1142「有機不純物を含む

細骨材のﾓﾙﾀﾙ圧縮強度

による試験方法」によ

る。ただし（公財）福岡

県建設技術センターに

おいて実施した試験成

績表により品質の適合

を確認すれば施工ごと

の試験を省略できる。 

 

 

骨材の 

密度及び 

吸水率試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０９ 

Ａ－１１１０ 

工事着手前、工事施

工中１回以上。 

及び材料の産地が変

わった場合に行う。 

絶乾密度：２．５以上 

細骨材の吸水率： 

３．５％以下 

粗骨材の吸水率： 

    ３．０％以下 

 

骨材の微粒

分量試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０３ 

工事着手前、工事施

工中１回以上。 

及び材料の産地が変

わった場合に行う。 

粗骨材：１．０％以上 

細骨材：ｺﾝｸﾘｰﾄの表面

がすりへり作用を受け

る場合３％以下、その

他の場合は５％以下 

（砕砂及びｽﾗｸﾞ細骨材

を用いた場合はｺﾝｸﾘｰﾄ

の表面がすりへり作用

を受ける場合５％以

下、その他の場合は

７％以下） 

 

砂の有機 

不純物試験 
（省略） 

工事着手前、工事施

工中１回以上。 

及び材料の産地が変

わった場合に行う。 

（省略） 

濃い場合は、

JIS-A-5308「ﾓﾙ

ﾀﾙの圧縮強度に

よる砂の試験」

付属書３ 
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モルタルの

圧縮強度に

よる砂の 

試験 

JIS A 1142 （省略） 

骨材中の 

粘土塊量 

の試験 

（省略） 

工事開始前、工事中1

回/月以上及び産地

が変わった場合。 

細骨材：1.0%以下 

粗骨材：0.25％以下 

生コン使用の場合は年

１回又は材料の変化時。

（公財）福岡県建設技術

センターにおいて施工

の前年度以降に実施し

た試験成績表により品

質の適合を確認すれば

施工ごとの試験を省略

できる。 

 

工

種 
種別 

試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

吹 

 

 

付 

 

 

工 

 

 

・ 

 

 

現 

 

 

場 

 

 

吹 

 

 

付 

 

 

法 

 

 

枠 

 

 

工 

 

 

材 

 

 

 

 

 

料 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

他 

硫酸ナトリウムに

よる骨材の 

安定性試験 

JIS A 1122  

JIS A 5005 

砂、砂利、細砂、

砕石： 

工事開始前、工事

中１回以上/12か

月。及び材料の産

地が変わった場

合。 

（省略） 

寒冷地で凍結の恐れ

がある地点に適用す

る。生コン使用の場

合は年１回又は材料

の変化時。（公財）福

岡県建設技術センタ

ーにおいて施工の前

年度以降に実施した

試験成績表により品

質の適合を確認すれ

ば施工ごとの試験を

省略できる。 

セメントの物理試

験 
（省略） 

製造会社の試験成

績書 

JIS-R-5210(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝ

ﾄﾞ) 

JIS-R-5211(高炉) 

JIS-R-5212(ｼﾘｶ) 

JIS-R-5213(ﾌﾗｲｱｯｼ

ｭ) 

JIS-R-5214( ｴ ｺｾ ﾒﾝ

ﾄ) 

 

ポルトランドセメ

ントの化学分析 
（省略） 

製造会社の試験成

績書 

JIS-R-5210(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝ

ﾄﾞ) 

JIS-R-5211(高炉) 

JIS-R-5212(ｼﾘｶ) 

JIS-R-5213(ﾌﾗｲｱｯｼ

ｭ) 

JIS-R-5214( ｴ ｺｾ ﾒﾝ

ﾄ) 

 

練混ぜ水の水質試

験 

上水道水及び上

水道水以外の水

の場合： 

JIS-A-5308 付属

書 JC 

工事開始前、工事

中 1 回以上/12 か

月及び水質が変わ

った場合。 

懸濁物質の量：2g/ℓ

以下 

溶解性蒸発残留物

の量： 

1g/ℓ以下 

塩化物イオン量： 

200㎎/ℓ以下 

ｾﾒﾝﾄの凝結時間の

差：始発は 30 分以

内、終結は 60 分以

内 

ﾓ ﾙ ﾀ ﾙの圧縮強度

比：材令 7 及び 28

日で 90%以上 

 

上水道を使用してい

る場合は試験に換え、

上水道を使用してい

ることを示す資料に

より確認を行う。 

モルタルの

圧縮強度に

よる砂の 

試験 

ＪＩＳ 

Ａ－５３０８ 

  付属書３ 

（省略） 

骨材中の 

比重 1.95の

液体に浮く

粒子の試験 

ＪＩＳ 

Ａ－５３０８ 

  付属書２ 

工事着手前、工事施

工中１回以上。 

及び材料の産地が変

わった場合に行う。 

細骨材及び粗骨材 

ｺﾝｸﾘｰﾄの外観が重要な

場合０．５％以下。 

その他の場合は 

１．０％以下 

ｽﾗｸﾞ細骨材、高

炉ｽﾗｸﾞ粗骨材に

は適用しない。 

 

 

 

 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

吹 

 

 

付 

 

 

工 

 

 

・ 

 

 

現 

 

 

場 

 

 

吹 

 

 

付 

 

 

法 

 

 

枠 

 

 

工 

材 

 

 

 

 

 

料 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

他 

骨材中の 

粘土塊量 

の試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１３７ 

工事着手前、工事施工

中１回以上。 

及び材料の産地が変

わった場合に行う。 

細骨材： 

    １．０％以下 

粗骨材： 

   ０．２５％以下 

 

硫酸ナトリ

ウムによる

骨材の 

安定性試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１２２ 

工事着手前、工事施工

中１回以上。 

及び材料の産地が変

わった場合に行う。 

（省略） 

寒冷地で凍結の

恐れがある地点

に適用する。 

セメントの

物理試験 

（省略） 
工事着手前、工事施工

中月に１回以上。 

製造会社の試験 

JIS-R-5210(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ) 

JIS-R-5211(高炉) 

JIS-R-5212(ｼﾘｶ) 

JIS-R-5213(ﾌﾗｲｱｯｼｭ) 

 

ポルトラン

ドセメント

の化学分析 

（省略） 
工事着手前、工事施工

中月に１回以上。 

製造会社の試験 

JIS-R-5210(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ) 

JIS-R-5211(高炉) 

JIS-R-5212(ｼﾘｶ) 

JIS-R-5213(ﾌﾗｲｱｯｼｭ) 

 

セメントの

水和熱測定 

ＪＩＳ 

Ｒ－５２０３ 

工事着手前、工事施工

中月に１回以上。 

製造会社の試験 

JIS-R-5210(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ) 

JIS-R-5211(高炉) 

JIS-R-5212(ｼﾘｶ) 

JIS-R-5213(ﾌﾗｲｱｯｼｭ) 

 

急結剤の 

品質 
 製造会社の試験 

土木学会基準 

「吹付コンクリート用

急結剤品質規格」 

 

練混ぜ水の

水質試験 

回収水以外の 

場合： 

ＪＩＳ 

Ａ－５３０８ 

付属書－９ 

土木学会基準 

ＪＳＣＥ－ 

Ｂ－１０１ 

工事着手前、工事施工

中１回以上。 

及び水質が変わった

場合に行う。 

懸濁物質の量： 

    ２ｇ／ℓ以下 

溶解性蒸発残留物の

量： 

    １ｇ／ℓ以下 

塩化物イオン量： 

    ２００㏙以下 

水素イオン濃度： 

    PH 5.8～8.6 

モルタルの圧縮強度

比： 

材齢７日及び２８日

で９０％以上 

空気量の増分：±１％ 

上水道を使用す

る場合は試験に

換え、上水道を

使用しているこ

とを示す資料に

より確認を行

う。 
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回収水の場合： 

JIS-A-5308 付属

書 JC 

工事開始前、工事

中 1 回以上/12 か

月及び水質が変わ

った場合。 

塩化物イオン量： 

200㎎/ℓ以下 

ｾﾒﾝﾄの凝結時間の

差：始発は 30 分以

内、終結は 60 分以

内 

ﾓﾙﾀﾙの圧縮強度比：

材令 7 及び 28 日で

90%以上 

その源水は、上水道

水及び上水道水以外

の水の規定に適合す

ること。 

製 

造 

プ 

ラ 

ン 

ト 

必 

 

 

須 

細骨材の 

表面水率 

試験 

（省略） 

２回/日以上 設計図書による。 
（省略） 

粗骨材の 

表面水率 

試験 

（省略） 

１回/日以上 設計図書による。 

（省略） 

そ 

の 

他 

計量設備の計量精

度 
（省略） 

レディーミクスコン

クリートの場合、印字

記録による確認を行

う。 

・急結材は適用外 

 

工種 
種

別 

試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

吹 

 

 

付 

 

 

工 

 

 

・ 

 

 

現 

 

 

場 

 

 

吹 

 

 

付 

 

 

法 

 

 

枠 

 

 

工 

製 

 

造 

 

プ 

 

ラ 

 

ン 

 

ト 

そ 

 

 

の 

 

 

他 

ミキサの 

練混ぜ性能

試験 

バッチミキサの

場合 

JIS A 1119  

JIS A 8603-1 

JIS A 8603-2 

工事開始前、工事中、１

回/12か月以上 

 

コンクリートの練混ぜ量 

公称容量の場合： 

コンクリート内のモルタ

ルの偏差率：0.8%以下 

コンクリート内の粗骨材

量の偏差率：  5%以下 

圧縮強度の偏差率：7.5%

以下 

コンクリート内の空気量

の偏差率  ：10%以下 

スランプの偏差率：15%以

下 

小規模工事※で 1 種別当たりの総

使用量が 50 ㎥未満の場合は 1 種

別 1 回以上の試験、またはﾚﾃﾞｨﾐｸ

ｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ工場(JIS ﾏｰｸ表示認証製

品を製造する工場)の品質証明書

等のみとすることができる。 

※小規模工事とは、以下の工種を

除く工種とする。 

橋台、橋脚、杭類(場所打杭、井筒

基礎等)、橋梁上部工(桁、床版、高

欄等)擁壁工(高さ 1m 以上)、函渠

工、樋門、樋管、水門、水路、（内

幅 2.0m 以上）護岸、ダム及び堰、

トンネル、舗装、その他これらに

類する工種及び特記仕様書で指定

された工種 

 

 

連続ミキサの場

合 

土木学会基準 

JSCE-I502-2013 

コンクリート中のモルタ

ル単位容積質量差：  

0.8%以下 

コンクリート中の単位粗

骨材量の差：  5.0%以下 

圧縮強度差：7.5%以下 

空気量の差：1％以下 

スランプの差:3㎝以下 

施 

 

 

 

工 

 

 

 

試 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

須 

塩化物の 

総量規制 
（省略） 

・荷卸し時 

鉄筋コンクリート重要

構造物に適用する。 

コンクリートの打設が

午前・午後にまたがる

場合は、午前 1 回コン

クリート打設前に行

い、その試験結果が塩

化物総量の 1/2 以下の

場合は、午後の試験を

省略することができ

る。(1 試験の測定回数

は3回とする)試験の判

定は 3 回の測定値の平

均値。 

 

 

 

（省略） 

小規模工事※で 1 種別当たりの総

使用量が 50 ㎥未満の場合は 1 種

別 1 回以上の試験、またはﾚﾃﾞｨﾐｸ

ｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ工場(JIS ﾏｰｸ表示認証製

品を製造する工場)の品質証明書

等のみとすることができる。1 種

別当たりの総使用量が 50m3 ごと

に 1 回の試験を行う。 

・骨材に海砂を使用する場合は、

「海砂の塩化物イオン含有率試験

方法」（JSCE-C502,503）または設計

図書の規定により行う。 

・用心鉄筋等を有さない無筋構造

物の場合は省略できる。 

※小規模工種については、ミキサ

の練混ぜ性能試験の項目参照 

回収水の場合 

ＪＩＳ 

Ａ－５３０８ 

付属書－９ 

年に１回以上の頻度 

塩化物イオン量： 

    ２００㏙以下 

セメントの凝結時間の

差：始発は３０分以内、 

終結は６０分以内 

モルタルの圧縮強度

比： 

材齢７日及び２８日

で９０％以上 

 

製 

造 

プ 

ラ 

ン 

ト 

必 

 

 

須 

細骨材の 

表面水率 

試験 

（省略） 

１日に２回以上 

設計図書による。 

（但し、偏差０．３％ 

       以下） 

（省略） 

粗骨材の 

表面水率 

試験 

（省略） 

１日に１回以上 

設計図書による。 

（但し、偏差０．３％ 

       以下） 

（省略） 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

吹 

 

 

付 

 

 

工 

 

 

・ 

 

 

現 

 

 

場 

 

 

吹 

 

 

付 

 

 

法 

 

 

枠 

 

 

工 

製 

 

造 

 

プ 

 

ラ 

 

ン 

 

ト 

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

他 

計量設備の

計量精度 
（省略） 

セメント量の規

定がある場合に

適用する。 

ミキサの 

練混ぜ性能

試験 

バッチミキサの 

場合 

ＪＩＳ 

Ａ－１１１９ 

Ａ－８６０３ 

工事着手前、工事施

工中、年に１回以上 

コンクリートの練混ぜ量 

公称容量の場合コンクリ

ート中のモルタル単位容

積質量差：  0.8％以下 

コンクリート中単位粗骨

材量の差：  5.0％以下 

圧縮強度の差：7.5％以下 

空気量の差  ：10％以下 

スランプの差：15％以下 

 

連続ミキサの 

場合 

土木学会基準 

ＪＳＣＥ－１ 

－５０２ 

工事着手前、工事施

工中、年に１回以上 

コンクリート中のモルタ

ル単位容積質量差：  

0.8％以下 

コンクリート中単位粗骨

材量の差：  5.0％以下 

圧縮強度の差：2.5％以下 

空気量の差：1.0％以下 

スランプの差:3㎝以下 

施 

 

 

 

工 

 

 

 

試 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

須 

塩化物の 

総量規制 
（省略） 

ｺﾝｸﾘｰﾄの打設が午

前と午後にまたが

る場合は、午前に１

回打設前に行い、そ

の試験結果が塩化

物総量の 1/2以下の

場合は、午後の試験

を省略することが

できる。（試験の測

定回数は３回とす

る）試験の判定は３

回の測定値の平均

値。 

 

 

 

 

（省略）  
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スランプ 

試験 

（ﾓ ﾙ ﾀ ﾙ除

く） 

（省略） 

・荷卸し時 

・圧縮強度、曲げ強度試

験用供試体採取時及び

打ち込み中に品質の変

化が認められたとき。 

ｽﾗﾝﾌﾟ 5㎝以上 8㎝未満 

：許容差±1.5㎝ 

ｽﾗﾝﾌﾟ 8㎝以上 18㎝以下 

：許容差±2.5㎝ 

 

コンクリー

トの圧縮 

強度試験 

JIS A 1107 
JIS A 1108 

土 木 学 会 基 準

JSCE-F561 

 

吹付１日につき１回行

う。なお、ﾃｽﾄﾋﾟｰｽは現

場に配置された型枠に

工事で使用するのと同

じｺﾝｸﾘｰﾄ(ﾓﾙﾀﾙ)を吹付

け、現場で２８日養生

し、直径 50 ㎜のｺｱｰを

切取りｷｬｯﾋﾟﾝｸﾞを行

う。１回に 3本とする。 

（省略） 

※「4-1公的試験機関での品質

管理試験を義務付ける項目に

ついて」参照すること。 

空気量測定 

（ﾓ ﾙ ﾀ ﾙ除

く） 

（省略） 

・荷卸し時 

・圧縮強度、曲げ強度試

験用供試体採取時及び

打ち込み中に品質の変

化が認められたとき。 

（省略）  

そ 

の 

他 

ｺｱによる強

度試験 
（省略） 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

既 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 

材 

料 

試 

験 

必 

 

須 

外観検査 目視 （省略） 

施 

 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

須 

外観検査 

(鋼管杭） 
JIS A 5525 

原則として全溶接個

所で行う。ただし、施

工方法や施工順序か

ら全数量の実施が困

難な場合は現場状況

に応じた数量とする

ことができる。 

【円周溶接部の目違

い】 

外周 700㎜未満：許容

値 2㎜以下 

外周 700 ㎜以上 1016

㎜以下：許容値 3㎜以

下 

外周 1016 ㎜以上 2000

㎜以下：許容値 4㎜以

下 

外周 700㎜未満：上ぐいと

下ぐいの外周長の差で表

し、その差を 2 ㎜×π 以

下とする。 

外周 700 ㎜以上 1016 ㎜以

下：上ぐいと下ぐいの外周

長の差で表し、その差を 3

㎜×π以下とする。 

外周 1016㎜を超え 2000㎜

以下：上ぐいと下ぐいの外

周長の差で表し、その差を

4㎜×π以下とする。 

鋼管杭・ｺﾝｸ

ﾘ-ﾄ杭･H 鋼

杭の現場溶

接浸透探傷

試験（溶剤

除去性染色

浸透探傷試

験） 

JIS Z 2343-

1,2,3,4,5,6 

原則として全溶接個

所で行う。ただし、施

工方法や施工順序か

ら全数量の実施が困

難な場合は監督員と

の協議により、現場

状況に応じた数量と

することができる。

なお、全溶接個所の

10%以上は、JIS Z 

2343-1,2,3,4,5,6に

より定められた認定

技術者が行うものと

する。 

試験箇所は杭の全周

とする。 

 

 

われ及び有害な欠陥

がないこと 

。 

 

スランプ 

試験 
（省略） 

圧縮強度試験用供

試体採取時及び打

ち込み中に品質の

変化が認められた

とき。 

ｽﾗﾝﾌﾟ 3㎝以上 8㎝未満 

：許容差±１．５㎝ 

ｽﾗﾝﾌﾟ 8 ㎝以上 18 ㎝以

下 

：許容差±２．５㎝ 

 

コンクリー

トの圧縮 

強度試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０８ 

土木学会基準 

ＪＳＣＥＦ 

－５６１ 

－１９９４ 

吹付１日につき１回行

う。なお、ﾃｽﾄﾋﾟｰｽは現

場に配置された型枠に

工事で使用するのと同

じｺﾝｸﾘｰﾄ(ﾓﾙﾀﾙ)を吹付

け、現場で２８日養生

し、直径５０㎜のｺｱｰを

切取りｷｬｯﾋﾟﾝｸﾞを行

う。１回に６本（１週、

４週各３本）とする。 

（省略）  

空気量測定 

ＪＩＳ 

Ａ－１１１６ 

Ａ－１１１８ 

Ａ－１１２８ 

圧縮強度試験用供

試体採取時及び打

ち込み中に品質の

変化が認められた

とき。 

許容差：±１．５％  

そ 

の 

他 

ｺﾝｸﾘｰﾄから

切り取った

ｺｱによる強

度試験 

（省略） 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

既 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 

材 

 

料 

 

試 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

須 

外観検査 

ＪＩＳ 

Ａ－５５２５ 

Ａ－５３３７ 

Ａ－５５２６ 

Ａ－５５２８ 

（省略） 

寸法 

化学成分 

強度試験 

ＪＩＳ 

Ａ－５５２５ 

Ａ－５３３７ 

Ａ－５５２６ 

Ａ－５５２８ 

設計図書による。 

製造会社の試験 
 

ミルシート等に

よる確認 

施 

 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

鋼管杭現場 

円周溶接 

外観検査 

ＪＩＳ 

Ａ－５５２５ 

原則として全溶接箇

所で行う。但し、施工

方法や施工順序等か

ら全箇所の実施が困

難な場合は現場状況

に応じた数量とす

る。 

外周 700㎜未満： 

許容値２㎜以下 

外周 700㎜以上 

1016㎜以下： 

許容値３㎜以下 

外周 1016㎜を超え 

2000㎜以下： 

許容値４㎜以下 

外周 700㎜未満： 

上杭と下杭の外

周長で表し、その

差を２㎜×π以

下とする。 

700㎜以上1016㎜

以下：３㎜×π以

下とする。 

1016 ㎜ を 超 え

2000㎜以下：４㎜

×π以下とする。 

鋼管杭 

コンクリー

ト杭 

Ｈ鋼杭の現

場溶接浸透

探傷試験 

ＪＩＳ 

Ｚ－２３４３ 

原則として全溶接箇所

で行う。但し、施工方法

や施工順序等から全数

量の実施が困難な場合

は現場状況に応じた数

量とする。なお、全溶接

箇所の１０％以上は、

（社）日本非破壊検査協

会（浸透検査）の認定技

術者が行うものとする。 

検査箇所は杭の全周と

する。 

 

割れ及び有害な欠陥が

ないこと。 
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鋼管杭・H

鋼杭の現場

の溶接 

放射線透過

試験 

JIS A 3104 

（省略） 

JIS Z 3104の 1類から

3類であること。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工

種 
種別 

試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

既 

 

 

 

 

 

 

 

製 

 

 

 

 

 

 

 

杭 

 

 

 

 

 

 

工 

 

施 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

そ 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

他 

鋼管杭の 

現場溶接 

超音波 

探傷試験 

（省略） 
JIS Z 3104の 1類から

3類であること。 

中堀り工法等で、放射線透

過試験が不可能な場合は、

放射線透過試験に替えて

超音波探傷試験とするこ

とができる。 

鋼管杭･ｺﾝｸ

ﾘｰﾄ杭(根固

め)水ｾﾒﾝ ﾄ

比 

比重の測定によ

る 

水ｾﾒﾝﾄ比の測定 

試料の採取回数は一

般的に単杭では 30本

に 1 回、継杭では 20

本に 1 回とし、採取

本数は 1 回につき 3

本とする。 

設計図書による。 

また、設計図書に記載

されていない場合は

60%～70% 

( 中堀 り杭工 法 ) 、

60%(ﾌﾟﾚﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ杭及び

鋼管ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ杭工法)と

する｡ 

 

鋼管杭･ｺﾝｸ

ﾘｰﾄ杭(根固

め)ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ

の圧縮強度

試験 

ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ工法に

用いる固定液の

圧縮強度試験 

JIS A 1108 

設計図書による。 

供試体採取回数は一般

に単杭では 20本に1回

につき 3 本とすること

が多い。 

なお、供試体はｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ

の供試体の作成方法に

従 っ て 作 成 し た

φ5×10 ㎝の円柱供試

体によって求めるもの

とする。 

 

参考値：20N/㎜ 2 

鋼管杭 

Ｈ鋼杭の現

場溶接放射

線透過試験 

ＪＩＳ 

Ｚ－３１０４ 
（省略） 

ＪＩＳ－Ｚ－３１０４

の３類以上 

（社）日本非破

壊検査協会（浸

透検査）の認定

技術者が行うも

のとする。 

鋼管杭 

Ｈ鋼杭の現

場溶接引張

試験 

ＪＩＳ 

Ｚ－２３４３ 

Ｚ－３１２１ 

工事着手前に、使用

と同一材料で試験片

２本のモデル供試体

を作成し行う。但し、

１工事に溶接２０箇

所未満は放射線透過

試験に換えることが

できる。 

 

試験片の作成

は、溶接者、溶

接装置、溶接時

間等実際の作業

と同一条件で行

うものとする。 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

既 

 

 

 

 

 

製 

 

 

 

 

 

杭 

 

 

 

 

 

工 

施 

 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

そ 

 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

 

他 

鋼管杭の 

現場溶接 

超音波 

探傷試験 

（省略） 
ＪＩＳ－Ｚ－３０６０

の３類以上 

（社）日本非破

壊検査協会（浸

透検査）の認定

技術者が行うも

のとする。 

鋼管杭 

コンクリー

ト杭・外周

モルタルの

配合試験 

 

工事着手当初及び 

施工中の材料変化時

に行う。 

設計図書による。  

杭・外周モ

ルタルの圧

縮強度試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０８ 

工事着手当初及び施

工中の材料変化時毎

に供試体を６個作製

し（１週及び４週強

度用各３本）現場養

生の後、公認の試験

機関またはＪＩＳ認

定の工場で行う。 

設計基準強度以上。  

鋼管杭 

中詰めコン

クリートの

品質管理 

 

セメント・コンクリ

ートの品質管理基準

に準ずる。 

セメント・コンクリー

トの品質管理基準に準

ずる。 

 

ア 

 

 

ン 

 

 

カ 

 

 

｜ 

 

 

工 

材 

 

 

料 

 

 

試 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

主要 

テンドンの

外観・形状

寸法 

（社）地盤 

工学会基準 

製造会社の検査 

（ミルシート等に 

よる品質証明） 

（社）地盤工学会基準

グランドアンカー工法

による。 

特に検査を必要

とする場合は、

監督員の指示に

より行う。 

主要 

テンドンの

引張試験 

（社）地盤 

工学会基準 

製造会社の試験 

（試験成績書等に 

よる品質証明） 

（社）地盤工学会基準

グランドアンカー工法

による。 

特に試験を必要

とする場合は、

監督員の指示に

より行う。 

先端定着体

シース・ 

定着具等の

形状・寸法 

 

製造会社の検査 

（ミルシート等に 

よる品質証明） 

  

受圧版鉄筋

引張強さ 

降伏点 

伸び試験 

ＪＩＳ 

Ｇ－３１１２ 

製造会社の試験 

（試験成績書等に 

よる品質証明） 

ＪＩＳ－Ｇ－ 

３１１２による。 

特に試験を必要

とする場合は、

監督員の指示に

より行う。 

受圧版鉄筋

形状・寸法 

ＪＩＳ 

Ｇ－３１１２ 

製造会社の検査 

（ミルシート等に 

よる品質証明） 

ＪＩＳ－Ｇ－ 

３１１２による。 
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ア 

 

 

ン 

 

 

カ 

 

 

｜ 

 

 

工 

施 

 

工 

 

試 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

須 

ﾓﾙﾀﾙの圧縮

強度試験 
JIS A 1108 

2 回（午前・午後）/

日 
設計図書による。  

ﾓﾙﾀﾙの 

フロー値 

試験 

JSCF-F  521-

2018 

練りまぜ開始前に試

験は 2 回行い、その

平均値をフロー値と

する。 

10～18 秒 

ｐロート 
 

適 正 試 験

(多ｻｲｸﾙ確

認試験） 

ｸﾞﾗﾝﾄﾞｱﾝｶ-設

計・施工基準、

同解説 

(JGS4101-

2012） 

・施工数量の 5%かつ

3本以上 

・初期荷重は計画最

大荷重の約 0.1 倍と

し、引き抜き試験に

準じた方法で載荷と

除荷を繰り返す。 

設計アンカー力に対し

て安全であること。 

ただし、モルタルの必要強

度の確認後に実施するこ

と。 

確認試験 

(1 ｻｲｸﾙ確認

試験)） 

ｸﾞﾗﾝﾄﾞｱﾝｶ-設

計・施工基準、

同解説 

(JGS4101-2012） 

・多サイクル確認試

験に用いたアンカー

を除くすべて。 

・初期荷重は計画最

大荷重の約 0.1 倍と

し、計画最大荷重ま

で載荷した後、初期

荷重まで除荷する 1

サイクル方式とす

る。 

設計アンカー力に対し

て安全であること。 

ただし、モルタルの必要強

度の確認後に実施するこ

と。 

その

他 

その他の試

験 

ｸﾞﾗﾝﾄﾞｱﾝｶ-設

計・施工基準、

同解説 

(JGS4101-2012） 

 
所定の緊張力が導入さ

れていること。 

・定着時緊張力確認試験 

・残存引抜力確認試験 

・リフトオフ試験 

等があり、多サイクル確認

試験、1サイクル確認試験

の試験結果をもとに、監督

員と協議し行う必要性の

有無を判断する。 

 

 

工

種 

種

別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

ロ 

ッ 

ク 

ボ 

ル 

ト 

工 

材 

料 

試 

験 

そ 

の 

他 

異形棒鋼の

形状・寸法

及び質量の

測定 

（省略） 

異形棒鋼の

降伏点 

引張強さ 

伸びの試験 

（省略） 

施 

工 

試 

験 

必 

 

 

須 

セメント 

ミルクの 

塩化物 

総量規制 

（省略） 

セメント 

ミルクの 

フロー値 

試験 

（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

ア 

 

 

ン 

 

 

カ 

 

 

｜ 

 

 

工 

施 

 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

受圧版コン

クリートの

品質 

 
セメント・コンクリート

の品質管理基準に準ず

る。 

セメント・コンクリー

トの品質管理基準に準

ずる。 

 

セメント 

ミルクの 

塩化物 

総量規制 

ＪＩＳ 

Ａ－６２０４ 

   附－３ 

注入開始当初及び注入

約１０孔毎に１試験行

う。１試験の測定回数は

３回とし、試験の判定は

３回の測定値の平均値

で行う。 

０．３㎏／㎥以下。  

セメント 

ミルクの 

フロー値 

試験 

ＪＩＳ 

Ｒ－５２０１ 

注入開始当初及び注入

約１０孔毎に練混ぜ完

了時に２回行い、平均値

をフロー値とする。 

１０秒～１８秒  

セメント 

ミルクの 

圧縮強度 

試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０８ 

注入開始当初及び注入

約１０孔毎及び、材料の

変化時毎に供試体６個

を作製し（１週・４週用

各３本）現場養生の後、

公認の試験機関または

ＪＩＳ認定工場で行う。 

長期－σck≧24N/㎟ 

（240㎏ f/㎠） 

短期－σck≧18N/㎟ 

（180㎏ f/㎠） 

早強セメント

を使用する場

合の強度試験

は、３日・７日

の材齢による

試験に替える

ことができる。 

緊張定着 

適正試験 

（社）地盤 

工学会基準 

施工本数の５％以上か

つ１施工地で最低３本

以上。 

設計荷重に対して十分

安全であること。 
 

緊張定着 

確認試験 

（社）地盤 

工学会基準 

適正試験に用いられた

アンカーを除く全本数

について行う。 

①１０本ごとに１本の 

アンカーについて、初

期荷重は計画最大荷重

の０．１倍とし、計画最

大試験荷重までの載荷

と初期荷重までの除荷

を行う。 

②その他のアンカーは 

計画最大荷重まで載荷

する。 

適正試験と比較して設

計荷重に対して十分安

全であること。 

 

ロ 

ッ 

ク 

ボ 

ル 

ト 

工 

材 

料 

試 

験 

そ 

の 

他 

異形棒鋼の

形状・寸法

及び質量の

測定 

（省略） 

異形棒鋼の

降伏点 

引張強さ 

伸びの試験 

（省略） 

施 

工 

試 

験 

必 

 

 

須 

セメント 

ミルクの 

塩化物 

総量規制 

（省略） 

セメント 

ミルクの 

フロー値 

試験 

（省略） 
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セメント 

ミルクの 

圧縮強度 

試験 

（省略） 

緊張定着 

確認試験 

（省略） 

 

工種 種別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

集 

水 

井 

工 

（省略） 

落 ロ

石 ｜

防 プ

止 ネ

ネ ッ

ッ ト

ト工 

張 

工 

（省略） 

路 

 

床 

 

路 

 

体 

 

盛 

 

土 

 

工 

材 

 

 

料 

 

 

試 

 

 

験 

（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工種 
種

別 

試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

ロ 

ッ 

ク 

ボ 

ル 

ト 

工 

施 

 

工 

 

試 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

須 

セメント 

ミルクの 

圧縮強度 

試験 

（省略） 

緊張定着 

確認試験 

（省略） 

集 

水 

井 

工 

（省略） 

落 ロ

石 ｜

防 プ

止 ネ

ネ ッ

ッ ト

ト工 

張 

工 

（省略） 
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工

種 
種別 

試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

 

 

 

 

路 

 

 

 

 

 

 

床 

 

 

 

 

 

 

路 

 

 

 

 

 

 

体 

 

 

 

 

 

 

盛 

 

 

 

 

 

土 

 

 

 

 

 

工 

材 

料 

試 

験 

（省略） 

施 

 

 

工 

 

 

試 

 

 

験 

必 

 

 

須 

現場密度の

測定 

 

最大粒径≦ 53

㎜：（砂置換法）

JIS A 1214 

最大粒径≧ 53

㎜： 

舗装調査・試験

法便覧［4］-256 

突砂法 

路体 

土量 5000ｍ3以上の場

合は、1000ｍ3 につき

１回 

5000ｍ3 未満の場合

は、延長 200mにつき１

回 

測定箇所は横方向に 3

点とする。 

路床 

延長 200m毎に１回 

測定箇所は横方向に 3

点とする。 

【砂質土】 

・路体：次の密度への

締固めが可能な範囲の

含水率比において、最

大乾燥密度の 90%以上

(突固め試験 JIS A 

1210) A・B法）。 

・路床及び構造物取付

け部：次の密度への締

固めが可能な範囲の含

水比において、最大乾

燥密度の 95%以上(突

固 め 試 験 JIS A 

1210)A・B法）。もしく

は 90%以上(締固め試

験(JIS A 1210)C・D・

E法) 

【粘性土】 

・路体：自然含水比ま

たはトラフィカビリテ

ィーが確保できる含水

比において、空気間隙

率 Vaが 2％≦Va≦10％

または飽和度 Sr が

85％≦Sr≦95％。 

・路床及び構造物取付

け部：トラフィカビリ

ティーが確保できる含

水比において、空気間

隙率 Va が 2％≦Va≦

8％ 

ただし、締固め管理が

可能な場合は、砂質土

の基準を適用すること

ができる。 

その他、設計図書によ

る。 

 

 

左記の規格値を満たし

ていても、規格値を著し

く下回っている点が存

在した場合は、監督員と

協議の上で、(再)転圧を

行うものとする。 

プルー 

フロー 

リング 

舗装調査・試験

法便覧［4］-288 

 

路床仕上げ後に全幅全

区間について実施す

る。 

ただし、現道打換工事、

仮設用道路維持工事は

除く。 

 

・確認試験である。 

・但し、荷重車について

は、施工時に用いた転圧

機械と同等以上の締固

め効果を持つローラや

トラック等を用いるも

のとする。 

そ 

 

 

平板 

載荷試験 
（省略） 

・確認試験である。 

・ｾﾒﾝﾄｺﾝｸﾘｰﾄの路盤に適

用する。 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

路 

 

 

 

 

 

床 

 

 

 

 

・ 

 

 

 

 

路 

 

 

 

 

体 

 

 

 

 

盛 

 

 

 

 

土 

 

 

 

 

工 

材 

料 

試 

験 

（省略） 

施 

 

 

工 

 

 

試 

 

 

験 

必 

 

 

須 

現場密度の 

測定 

最大粒径 

≦５３㎜ 

ＪＩＳ 

Ａ１２１４ 

（砂置換法） 

Ａ１２１０Ａ・

Ｂ法 

 

最大粒径 

＞５３㎜ 

舗装調査・試験法

便覧［4］-182 

（突砂法） 

路体 

1,000 ㎥につき１

回の割合で実施する 

※１回の試験につき

３個（孔）で測定し、

その平均値で判定す

る。 

路床 

500 ㎥につき１回の

割合で実施する。※

１回の試験につき３

個（孔）で測定し、そ

の平均値で判定す

る。 

路体 

最大乾燥密度の 

８５％以

上 

 

 

 

路床 

最大乾燥密度の 

    ９０％以

上 

 

その他 

設計図書による。 

 

プルー 

フロー 

リング 

舗装調査・試験法

便覧［4］-210 

 

目視 

路床仕上げ後に全幅

全区間について実施

する。 

 

荷重車で行う場合

は、施工時に用い

た転圧機械と同等

以上の締固め効果

を持つローラやト

ラック等を用いる

ものとする。 

そ 

の 

他 

平板 

載荷試験 
（省略） 

不良箇所について

は、土の含水量、Ｐ

Ｉなどを測定し、

適切な処置を行

う。 
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の 

 

 

他 

現場ＣＢＲ

試験 

（省略） 
・確認試験である。 

土の 

含水比試験 

（省略） 
・確認試験である。 

 

工

種 
種別 

試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

   

コーン指数

の測定 

舗装調査・試験法

便覧［1］-273 

必要に応じて実施 

(例)トラフィカビリ

ティが悪い時に実施

する。 

（省略） ・確認試験である。 

たわみ量 

舗装調査・試験法

便覧［1］-284 

(ﾍﾞﾝｹﾞﾙﾏﾝﾋﾞｰﾑ) 

プルーフローリング

の不良箇所について

実施。 

設計図書による。 ・確認試験である。 

路 

 

 

 

 

床 

 

 

 

 

 

置 

 

 

 

 

 

換 

 

 

 

 

 

工 

材 

料 

試 

験 

必 

 

須 

土の 

締固め試験 
JIS A 1210 

当初及び土質が変化

したとき。 
設計図書による。  

ＣＢＲ試験 

舗装調査・試験法

便覧［4］-227 

［4］-230 

当初及び土質が変化

したとき。 
設計図書による。  

 

施 

 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

現場密度の

測定 

 

最大粒径≦53㎜：

（砂置換法）JIS 

A 1214 

最大粒径≧53㎜： 

舗装調査・試験法

便覧［4］-256 

突砂法 

延長 200m毎に１回 

測定箇所は横方向に

3点とする。 

【砂質土】 

次の密度への締固めが

可能な範囲の含水比に

おいて、最大乾燥密度

の 95%以上(突固め試

験JIS A 1210)A・B法）。

もしくは 90%以上(締

固 め 試 験 (JIS A 

1210)C・D・E法) 

【粘性土】 

トラフィカビリティー

が確保できる含水比に

お 

いて、空気間隙率 Vaが

2％≦Va≦8％ 

ただし、締固め管理が

可能な場合は、砂質土

の基準を適用すること

ができ 

る。 

その他、設計図書によ

る。 

左記の規格値を満たして

いても、規格値を著しく下

回っている点が存在した

場合は、監督員と協議の上

で、(再) 

転圧を行うものとする。 

プルーフロ

ーリング 

舗装調査・試験法

便覧［4］-288 

路床仕上げ後、全幅、

全区間で実施する。 
設計図書による。 

・確認試験である。 

・但し、荷重車について

は、施工時に用いた転圧機

械と同等以上の締固め効

果を持つローラやトラッ

ク等を用いるものとする。 

そ 

の 

他 

含水比試験 （省略） 

500m3 につき 1 回の

割合で行う。ただし、

1500m3 未満の工事は

1工事に 3回以上。 

（省略） ・確認試験である。 

土の 

粒度試験 
（省略） ・確認試験である。 

路

床

土

処

理

工 

材 

料 

試 

験 

必 

 

須 

配合設計 

ＣＢＲ 

（省略） 

処理土の 

ＣＢＲ 

（省略） 

施工 必須 
現場密度の

測定 

（省略） 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

   

現場ＣＢＲ

試験 

（省略） 
 

土の 

含水比試験 

（省略） 
 

コーン指数

の測定 

舗装調査・試験法

便覧［1］-216 

トラフィカビリティ

が悪い時に実施す

る。 

（省略）  

たわみ量の

測定 

舗装調査・試験法

便覧［1］-227 

プルーフローリング

の不良箇所について

実施する。 

  

路 

 

 

 

床 

 

 

 

置 

 

 

 

換 

 

 

 

工 

材 

料 

試 

験 

必 

 

須 

突固めに 

よる土の 

締固め試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１２１０ 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

１工事に１回実施す

る。 
 

置換材料の

修正ＣＢＲ

試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１２１１ 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

１工事に１回実施す

る。 
 

施 

 

 

工 

 

 

試 

 

 

験 

必 

 

 

 

須 

現場密度の 

測定 

ＪＩＳ 

Ａ－１２１４ 

舗装調査・試験法

便覧［4］-182 

 

1,500㎡に１回 

実施する 

 

最大乾燥密度の 

    ９０％以上 
 

プルー 

フロー 

リング 

舗装調査・試験法

便覧［4］-210 

目視 

仕上げ後に全幅・全

区間について実施す

る。 

１工事につき１回実施

する。 

荷重車で行う場

合は、施工時に

用いた転圧機械

と同等以上の締

固め効果を持つ

ローラやトラッ

ク等を用いるも

のとする。 

そ 

の 

他 

含水比試験 （省略） 

降雨後又は、含水比

の変化が認められた

ときに実施する。 

（省略）  

土の 

粒度試験 
（省略）  

路 

床 

土 

処 

理 

工 

材 

料 

試 

験 

必 

 

 

須 

配合設計 

ＣＢＲ 

（省略） 

処理土の 

ＣＢＲ 

（省略） 

施工 必須 
現場密度の

測定 

（省略） 
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工

種 

種

別 

試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

下 

 

 

 

 

 

 

 

層 

 

 

 

 

 

 

 

路 

 

 

 

 

 

 

 

盤 

 

 

 

 

 

 

 

工 

材 

 

 

 

料 

 

 

 

試 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

須 

修 正 Ｃ Ｂ

Ｒ試験 

舗装調査・試験

法便覧［4］-68 

当初及び材料変更

等 

粒 状 路 盤 : 修 正

CBR20%以上 

(クラッシャラン鉄

鋼スラグは修正 CBR 

30％以上） 

ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ再生材

を含む再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

を用いる場合で、上

層路盤、基層、表層の

合計厚が 40㎝より小

さい場合は 30%以上

とする。 

 

骨材の 

ふ る い 分

け試験 

（省略） 
当初及び材料変更

等 

（省略） 

 

土の液性 

限界・塑性 

限界試験 

（省略） 
当初及び材料変更

等 

（省略） 
・鉄鋼スラグには適用

しない。 

鉄鋼ｽﾗ ｸ ﾞ

の 水 浸 膨

張性試験 

舗装調査・試験

法便覧［4］-80 

当初及び材料変更

等 

（省略） 
・CS：ｸﾗｯｼｬﾗﾝ鉄鋼ｽﾗｸﾞ

に適用する。 

道路用 ｽ ﾗ

ｸ ﾞの呈色

判定試験 

（省略） 
当初及び材料変更

等 

（省略） 

 

その

他 

粗骨材の 

すりへり 

試験 

（省略） 
当初及び材料変更

等 
（省略）  

施 

 

工 

 

試 

 

験 

必 

 

 

 

 

須 

現 場 密 度

の測定 

舗装調査・試験

法便覧［4］-256 

 

砂置換法（JIS A 

1214) 

最大粒径53㎜以

下の場合のみ適

用できる。 

（省略） 

締固め度及び粒度は、

10孔の測定値の平均値

X10 が規格値を満足す

るものとする。また、10

孔の測定値が得難い場

合は 3 孔の測定値の平

均値 X3 が規格値を満

足するものとするが、

X3が規格値をはずれた

場合は、さらに 3 孔の

データを加えた平均値

X6が規格値を満足して

いればよい。 

※締固め度は、監督員

が承認した最大乾燥密

度に対する百分率で表

した値 

プ ル ー フ

ロ ー リ ン

グ 

舗装調査・試験

法便覧［4］-288 

１工事につき１回 

仕上げ後全区間に

ついて実施する。 

 

 

・確認試験である。 

・但し、荷重車につい

ては、施工時に用いた

転圧機械と同等以上の

締固め効果を持つロー

ラやトラック等を用い

るものとする。 

 

 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

下 

 

 

 

 

 

 

 

層 

 

 

 

 

 

 

 

路 

 

 

 

 

 

 

 

盤 

 

 

 

 

 

 

 

工 

材 

 

 

 

料 

 

 

 

試 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

須 

突固めに 

よる材料の

締固め試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１２１０ 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 
 

 

路盤材料の

修正ＣＢＲ

試験 

舗装調査・試験法

便覧［4］-5 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

粒状路盤 

修正ＣＢＲ２０％以上 

（クラッシャラン鉄鋼 

スラグは修正 CBR 30％

以上） 

骨材の 

ふるい分け

試験 

（省略） 
工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

（省略） 

土の液性 

限界・塑性 

限界試験 

（省略） 
工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

（省略） 

鉄鋼スラグ

の水浸膨張

性試験 

舗装調査・試験法

便覧［4］-16 

工事着手当初及び材

料が変化した場合 

（省略） 

鉄鋼スラグ

の呈色判定

試験 

ＪＩＳ 

Ａ－５０１５ 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

（省略） 

そ 

の 

他 

骨 材 の 比

重、 

吸水量の 

測定 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０９ 

Ａ－１１１０ 

必要と認められる 

とき随時 
  

粗骨材の 

すりへり 

試験 

（省略） 
必要と認められる 

とき随時 
（省略）  

施 

 

 

工 

 

 

試 

 

 

験 

必 

 

 

須 

現場密度の 

測定 

舗装調査・試験法

便覧［4］-182 

 

砂置換法（JIS A 

1214) 

最大粒径 53 ㎜以

下に適用出来る。 

（省略） 

締固め度及び粒

度は、１０個の測

定値の平均値×

１０が規格値を

満足しなければ

ならない。 

１０個の測定値

が得難い場合は

３個の測定値の

平均値×３が規

格値を満足しな

ければならない

が、×３が規格値

をはずれた場合

は、さらに３個の

データを加えた

平均値×６が規

格値を満足して

いればよい。 

プルー 

フロー 

リング 

舗装調査・試験法

便覧［4］-210 

目 視 

路盤仕上げ後全幅・

全区間について実施

する。 

１工事につき 

１回実施する。 

荷重車で行う場

合は、施工時に用

いた転圧機械と

同等以上の締固

め効果を持つロ

ーラやトラック

等を用いるもの

とする。 
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そ 

 

 

の 

 

 

他 

平板載荷 

試験 

（省略） ・確認試験である。 

・ｾﾒﾝﾄｺﾝｸﾘｰﾄの路盤に

適用 

骨材の 

ふ る い 分

け試験 

（省略） 
 

土の液性 

限界・塑性 

限界試験 

（省略） 
 

含 水 比 試

験 

（省略） 
・確認試験である。 

 

 

 

 

工

種 
種別 

試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

粒 

 

度 

 

調 

 

整 

 

・ 

 

再 

 

生 

 

粒 

 

度 

 

調 

 

整 

 

路 

 

盤 

 

工 

材 

 

 

 

 

 

料 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

修 正 Ｃ Ｂ

Ｒ試験 

舗装調査・試験法

便覧［4］-68 

当初及び材料の

変更時 

修正 CBR 80%以上 

ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄの再生

資材を含む場合 90%

以上 

40℃で行った場合

80%以上 

 

 

 

骨 材 の ふ

る い 分 け

試験 

（省略） 
当初及び材料の

変更時 

JIS A 5001 

表 2参照 

 

 

 

土 の 液 性

限界・塑性

限界試験 

（省略） 
当初及び材料の

変更時 

（省略）  

 

 

鉄 鋼 ス ラ

グの修正 

Ｃ Ｂ Ｒ 試

験 

舗装調査・試験法

便覧［4］-68 

当初及び材料の

変更時 

（省略） ・MS 粒度調整鉄鋼スラ

グ及びHMS水硬性粒度調

整鉄鋼スラグに適用す

る。 

 

 

鉄 鋼 ス ラ

グ の 水 浸

膨 張 性 試

験 

舗装調査・試

験法便覧［4］-80 

当初及び材料の

変更時 

（省略） ・MS：粒度調整鉄鋼スラ

グ及び HMS：水硬性粒度

調整鉄鋼スラグに適用

する。 

 

 

鉄 鋼 ス ラ

グ の 呈 色

判定試験 

JIS A 5015 

舗装調査・試験法

便覧［4］-73 

当初及び材料の

変更時 

（省略） ・MS：粒度調整鉄鋼スラ

グ及び HMS：水硬性粒度

調整鉄鋼スラグに適用

する。 

 

 

鉄 鋼 ス ラ

グ の 単 位

容 積 質 量

試験 

舗装調査・試験法

便覧［4］-131 

当初及び材料の

変更時 

（省略） ・MS：粒度調整鉄鋼スラ

グ及び HMS：水硬性粒度

調整鉄鋼スラグに適用

する。 

 

鉄 鋼 ス ラ

グ の 一 軸

圧縮試験 

舗装調査・試験法

便覧［4］-75 

当初及び材料の

変更時 

（省略） （省略） 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

下 

 

層 

 

路 

 

盤 

 

工 

施 

 

工 

 

試 

 

験 

そ 

 

 

の 

 

 

他 

平板載荷 

試験 

（省略） ｾﾒﾝﾄｺﾝｸﾘｰﾄの路

盤に適用 

骨材の 

ふるい分け

試験 

（省略） 

 

土の液性 

限界・塑性 

限界試験 

（省略） 

 

含水比試験 （省略）  

粒 

 

度 

 

調 

 

整 

 

・ 

 

再 

 

生 

 

粒 

 

度 

 

調 

 

整 

 

路 

 

盤 

 

工 

材 

 

 

 

 

 

料 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

突固めに 

よる材料の

締固め試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１２１０ 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 
 

 

路盤材料の

修正ＣＢＲ

試験 

舗装調査・試験法

便覧［4］-5 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

修正ＣＢＲ 

 ８０以上 

ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄの再生資

材を含む場合 

９０以上 

４０℃で行った場合 

    ８０以上 

骨材の 

ふるい分け

試験 

（省略） 
工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

（省略） 

土の 

液性限界・

塑性限界 

試験 

（省略） 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

（省略） 

鉄鋼スラグ

の修正 

ＣＢＲ試験 

舗装調査・試験法

便覧［4］-5 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

（省略） 

ＭＳ 

粒度調整鉄鋼ス

ラグ 

ＨＭＳ 

水硬性粒度調整

鉄鋼スラグに適

用する。 

鉄鋼スラグ

の水浸膨張

性試験 

舗装調査・試

験法便覧［4］-16 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

（省略） 

鉄鋼スラグ

の呈色判定

試験 

ＪＩＳ 

Ａ－５０１５ 

舗装調査・試験法

便覧［4］-10 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

（省略） 

鉄鋼スラグ

の単位容積

質量試験 

舗装調査・試験法

便覧［4］-106 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

（省略） 

鉄鋼スラグ

の一軸圧縮

試験 

舗装調査・試験法

便覧［4］-12 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

（省略） 

（省略） 

 

骨 材 の 比

重、吸水量

の測定 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０９ 

Ａ－１１１０ 

必要と認められる 

とき随時 
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そ 

 

の 

 

他 

粗 骨 材 の

す り へ り

試験 
（省略）  

硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

に よ る 骨

材 の 安 定

性試験 

（省略） 20%以下 

 

 

 

 

施 

 

工 

 

試 

 

験 

 

必 

 

 

 

須 

 

現 場 密 度

の測定 

舗装調査・試験法

便覧［4］-256 

 

砂置換法（ JIS 

A1214) 

最大粒径 53 ㎜以

下の場合に適用

出来る。 

1,000㎡に１孔 

１工事につき最

低 3孔 

 

（省略） 

・締固め度及び粒度は、

10 孔の測定値の平均値

×10 が規格値を満足す

るものとする。また10孔

の測定値が得難い場合

は3孔の測定値の平均値

×3が規格値を満足する

ものとするが、×3が規

格値をはずれた場合は、

さらに3孔のデータを加

えた平均値×6 が規格値

を満足していればよい。 

※締固め度は、監督員が

承認した最大乾燥密度

の値との差を求めた値 

必 

 

須 

粒度測定 

（2.36㎜ 

フルイ） 

舗装調査・試験

法便覧［2］-16 

1,000㎡に１回の

割合で行う。 

ただし、2,000ｍ3

未満の工事は、

省略できる。 

2.36㎜フルイ：±

15%以内 
（省略） 

粒度測定 

（ ７ ５ μ

ｍフルイ） 

舗装調査・試験

法便覧［2］-16 

75μｍフルイ：±6%

以内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工

種 
種別 

試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

  
その

他 

土の液性限

界・塑性限

界試験 

（省略） 

平板載荷 

試験 

（省略） 

含水比試験 （省略） 

セ

メ

ン

ト 

・ 

材 

 

料 

必 

 

須 

骨材の修正

ＣＢＲ試験 

舗装調査・試験

法便覧［4］-68 

当初及び材料の

変更時 

セメント安定処理 

下層路盤 10%以上 

上層路盤 20％以上 

石灰安定処理 

下層路盤 10％以上 

上層路盤 20％以上 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

粒 

 

度 

 

調 

 

整 

 

・ 

 

再 

 

生 

 

粒 

 

度 

 

調 

 

整 

 

路 

 

盤 

 

工 

 

そ 

の 

他 

粗骨材の 

すりへり 

試験 

（省略）  

硫酸ナトリ

ウムによる

骨材の 

安定性試験 

（省略） ２０以下  

施 

 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

現場密度の 

測定 

舗装調査・試験法

便覧［4］-182 

 

砂置換法（JIS A 

1214) 

最大粒径 53 ㎜以

下に適用出来る。 

1,000㎡に１個・ 

１工事につき最低 

３個以上実施す

る。 

（省略） 

締固め度及び粒

度は、１０個の測

定値の平均値×

１０が規格値を

満足しなければ

ならない。 

１０個の測定値

が得難い場合は

３個の測定値の

平均値×３が規

格値を満足しな

ければならない

が、×３が規格値

をはずれた場合

は、さらに３個の

データを加えた

平均値×６が規

格値を満足して

いればよい。 

粒度測定 

（2.36㎜ 

フルイ） 

舗装調査・試験法

便覧［2］-14 
1,000㎡に１回 

２．３６㎜フルイ 

    ±１５％以内 

×１０：１０．０％以

上 

× ６：  ９．５％以

上 

× ３：  ８．５％以

上 
（省略） 

粒度測定 

（７５μｍ 

フルイ） 

舗装調査・試験法

便覧［2］-14 
1,000㎡に１回 

７５μｍフルイ 

    ±６％以内 

×１０： ４．０％以

上 

× ６： ４．０％以

上 

× ３： ３．５％以

上 

そ 

の 

他 

土の 

液性限界・

塑性限界 

試験 

（省略） 

平板載荷 

試験 

（省略） 

含水比試験 （省略） 

セメ

ント 

・ 

石灰

安定

処理

工 

材 

 

料 

必 

 

須 

骨材の修正

ＣＢＲ試験 

舗装調査・試験法

便覧［4］-5 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

セメント安定処理 

下層路盤 １０％以上 

上層路盤 ２０％以上 

石灰安定処理 

下層路盤 １０％以上 

上層路盤 ２０％以上 
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石

灰

安

定

処

理

工 
一軸圧縮 

試験 

舗装調査・試験

法便覧［4］-102 

当初及び材料の

変更時 

セメント安定処理 

下層路盤：一軸圧縮強

さ 

［７日間］0.98㎫ 

上層路盤：一軸圧縮強

さ 

［７日間］2.9㎫ 

石灰安定処理 

下層路盤：一軸圧縮強

さ 

［10日間］0.70㎫ 

上層路盤：一軸圧縮強

さ 

［10日間］2.98㎫ 

安定処理材に適用す

る。 

土の 

液性限界・

塑性限界 

試験 

JIS A 1205 

舗装調査・試験

法便覧［4］-167 

当初及び材料の

変更時 
（省略）  

施 

 

工 

 

試 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

須 

粒度測定 

(2.36 ㎜ﾌﾙ

ｲ） 

（省略） 
2.36 ㎜ふるい：±15%

以内 
（省略） 

粒度測定 

(75µm ﾌﾙｲ） 

（省略） 75μｍふるい：±6％以

内 

現場密度の 

測定 

舗装調査・試験

法便覧［4］-256 

 

砂置換法（JIS A 

1214) 

最大粒径53㎜以

下 に適用出来

る。 

１日１回（3孔） 

１工事に最低３

回 

 

 

最大乾燥密度の 

    ９３％以上 

 

×10：95%％以上 

×6 ：95.5%以上 

×3 ：96.5%％以上 

締固め度及び粒度は、

10 孔の測定値の平均

値×10 が規格値を満

足するものとする。ま

た、10 

孔の測定値が得難い場

合は 3 孔の測定値の平

均値×3 が規格値を満

足するものとするが、 

×3 が規格値をはずれ

た場合は、さらに 3個

のデータを加えた平均

値×6 が規格値を満足

していればよい。 

・締固め度は、監督員

が承認した最大乾燥密

度に対する百分率で表

した値。 

施工

試験 

そ 

の 

他 

含水比試験 （省略） 

（省略） 
セメント量

試験 

舗装調査・試験

法便覧［4］-293、

［4］-297 
（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

セ 

 

メ 

 

ン 

 

ト 

 

・ 

 

石 

 

灰 

 

安 

 

定 

 

処 

 

理 

 

工 

材 

 

料 

 

試 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

須 

一軸圧縮 

試験 

舗装調査・試験法

便覧［4］-38 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

セメント安定処理 

下層路盤：圧縮強さ 

（７日間）0.98Mpa以上 

 

           上層路盤：圧縮強さ 

（７日間）2.94Mpa以上 

            石灰安定処理 

      下層路盤：圧縮強さ（１０日間） 

0.70Mpa以上 

      上層路盤：圧縮強さ（１０日間） 

0.98Mpa以上 

土の 

液性限界・

塑性限界 

試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１２０５ 

舗装調査・試験法

便覧［4］-103 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 
（省略） 

施 

 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

粒度測定 

（2.36㎜ 

フルイ） 

（省略） ２．３６㎜ふるい 

    ±１５％以内 

×１０：１０．０％以上 

× ６： ９．５％以上 

× ３： ８．５％以上 
（省略） 

粒度測定 

（75μｍ 

フルイ） 

（省略） ７５μｍふるい 

    ±６％以内 

×１０： ４．０％以上 

× ６： ４．０％以上 

× ３： ３．５％以上 

現場密度の 

測定 

舗装調査・試験法

便覧［4］-182 

 

砂置換法（JIS A 

1214) 

最大粒径 53 ㎜以

下に適用出来る。 

１日１回 

１工事に最低３回 

 

 

最大乾燥密度の 

    ９３％以上 

 

×１０：９５．０％以

上 

× ６：９５．５％以

上 

× ３：９６．５％以

上 

締固め度及び粒

度は、１０個の

測定値の平均値

×１０が規格値

を満足しなけれ

ばならない。 

１０個の測定値

が得難い場合は

３個の測定値の

平均値×３が規

格値を満足しな

ければならない

が、×３が規格

値をはずれた場

合は、さらに３

個のデータを加

えた平均値×６

が規格値を満足

していればよ

い。 

そ 

の 

他 

含水比試験 （省略） 

（省略） セメント量

試験 

舗装調査・試験法

便覧［4］-213、 

［4］-218 

（省略） 

 

 

 

 

 

 



 

令和７年１０月 １日 

〇 R7.10_工事施工管理基準・実施要領（新旧対照表） 
改   正   後 現       行 

 

工種 
種

別 

試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

ア 

 

 

 

 

ス 

 

 

 

 

フ 

 

 

 

 

ァ 

 

 

 

 

ル 

 

 

 

 

ト 

 

 

 

 

舗 

 

 

 

 

装 

材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

須 

骨材の 

ふ る い 分

け試験 

（省略） 
当初及び材料の変

更時 
（省略） 

（省略） 

骨 材 の 密

度 及 び 吸

水率試験 

（省略） 
当初及び材料の変

更時 

表層・基層 

表乾密度： 2.45ｇ

/cm3以上 

吸水率 ：3%以下 

骨材中の 

粘 土 魂 量

の試験 

（省略） 
当初及び材料の変

更時 

（省略） 

粗骨材の 

形状試験 

舗装調査・試験

法便覧［2］-51 

当初及び材料の変

更時 

（省略） 

フ ィ ラ ー

の(舗装用

石灰石粉)

粒度試験 

（省略） 
当初及び材料の変

更時 

（省略） 

フィラー

の(舗装用

石灰石粉)

水分試験 

（省略） 
当初及び材料の変

更時 

（省略） 

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

他 

フ ィ ラ ー

の 塑 性 指

数試験 

（省略） 
当初及び材料の変

更時 

（省略） （省略） 

フ ィ ラ ー

の フ ロ ー

試験 

舗装調査・試験

法便覧［2］-83 

当初及び材料の変

更時 

（省略） 

フ ィ ラ ー

の 水 浸 膨

張試験 

舗装調査・試験

法便覧［2］-74 

当初及び材料の変

更時 

（省略） 

フ ィ ラ ー

の 剥 離 抵

抗性試験 

舗装調査・試験

法便覧［2］-78 

 

当初及び材料の変

更時 

（省略） 

製 鋼 ス ラ

グ の 水 浸

膨 張 性 試

験 

舗装調査・試験

法便覧［2］-94 

 

当初及び材料の変

更時 
水浸膨張比：2%以下 

（省略） 

製 鋼 ス ラ

グ の 密 度

及 び 吸 水

率試験 

（省略） 

当初及び材料の変

更時 

SS  

表乾密度： 2.45ｇ

/cm3以上 

吸水率 ：3%以下 

粗骨材の 

すりへり 

試験 

（省略） 
当初及び材料の変

更時 

（省略） 

硫 酸 ナ ト

リ ウ ム に

よ る 骨 材

の 安 定 性

試験 

（省略） 

当初及び材料の変

更時 

（省略） 

 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

ア 

 

 

 

 

ス 

 

 

 

 

フ 

 

 

 

 

ァ 

 

 

 

 

ル 

 

 

 

 

ト 

 

 

 

 

舗 

 

 

 

 

装 

材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

須 

骨材の 

ふるい分け

試験 

（省略） 
着手前１回及び 

材料が変わった場合 
（省略） 

（省略） 

骨材の密度

及び吸水率

試験 

（省略） 

着手前１回及び 

材料が変わった場合 

表層・基層 

表乾比重 

   ２．４５以上 

吸水率 

   ３％以下 

骨材中の 

粘土魂量の

試験 

（省略） 
着手前１回及び 

材料が変わった場合 

（省略） 

粗骨材の 

形状試験 

舗装調査・試験法

便覧［2］-45 

着手前１回及び 

材料が変わった場合 

（省略） 

フィラーの

粒度試験 

（省略） 着手前１回及び 

材料が変わった場合 

（省略） 

フィラーの

水分試験 

（省略） 着手前１回及び 

材料が変わった場合 

（省略） 

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

他 

フィラーの

塑性指数 

試験 

（省略） 
着手前１回及び 

材料が変わった場合 

（省略） （省略） 

フィラーの

フロー試験 

舗装調査・試験法

便覧［2］-65 

着手前１回及び 

材料が変わった場合 

（省略） 

フィラーの

水浸膨張 

試験 

舗装調査・試験法

便覧［2］-59 

着手前１回及び 

材料が変わった場合 

（省略） 

フィラーの

剥離抵抗性

試験 

舗装調査・試験法

便覧［2］-61 

 

着手前１回及び 

材料が変わった場合 

（省略） 

製鋼スラグ

の水浸膨張

性試験 

舗装調査・試験法

便覧［2］-77 

 

着手前１回及び 

材料が変わった場合 
膨張比２％以下 

（省略） 

製鋼スラグ

の比重及び

吸水率試験 

（省略） 

着手前１回及び 

材料が変わった場合 

ＳＳ 表乾比重 

２．４５以上 

ＳＳ 吸水率 

   ３％以下 

粗骨材の 

すりへり 

試験 

（省略） 
着手前１回及び 

材料が変わった場合 

（省略） 

硫酸ナトリ

ウムによる

骨材の 

安定性試験 

（省略） 

着手前１回及び 

材料が変わった場合 

（省略） 
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工

種 

種

別 

試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

ア 

 

 

 

 

ス 

 

 

 

 

フ 

 

 

 

 

ァ 

 

 

 

 

ル 

 

 

 

 

ト 

 

 

 

 

舗 

 

 

 

 

装 

材 

 

 

 

 

料 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

験 

そ 

 

 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

 

他 

粗骨材中

の軟石量

試験 

（省略） 

（省略） 

針入度試

験 
JIS K 2207 

当初及び材料の変

更時 

舗装工施工便覧参照 

･舗装用石油ｱｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ表

3.3.1 

･ﾎﾟﾘﾏ ｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄ 表

3.3.3 

･ｾﾐﾌﾞﾛｰﾝｱｽﾌｧﾙﾄ 表 3.3.4 

伸度試験 JIS  K  2207 
当初及び材料の変

更時 

舗装施工便覧参照･ 

･舗装用石油ｱｽﾌｧﾙﾄ表

3.3.1 

･ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄ 表

3.3.3 

引 火 点 試

験 

JIS K 2265-1  

JIS K 2265-2 

JIS K 2265-3 

JIS K 2265-4 

当初及び材料の変

更時 

舗装施工便覧参照･ 

･舗装用石油ｱｽﾌｧﾙﾄ表

3.3.1 

･ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄ 表

3.3.3 

･ｾﾐﾌﾞﾛｰﾝｱｽﾌｧﾙﾄ 表 3.3.4 

軟 化 点 試

験 
JIS K 2207 

当初及び材料の変

更時 

舗装施工便覧参照 

･舗装用石油ｱｽﾌｧﾙﾄ表

3.3.1 

･ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄ 表

3.3.3 

蒸発後の 

針入度比 

試験 

（省略） 
当初及び材料の変

更時 
（省略） 

トルエン 

可 溶 分 試

験 

（省略） 
当初及び材料の変

更時 
（省略） 

密度試験 

（省略） 
当初及び材料の変

更時 

（省略） 

高 温 動 粘

土試験 

舗装調査・試験

法便覧［2］-212 

 

当初及び材料の変

更時 

（省略） 

60℃ 

粘度試験 

舗装調査・試験

法便覧［2］-224 

 

当初及び材料の変

更時 

（省略） 

タフネス・ 

テ ナ シ テ

ィ試験 

舗装調査・試験

法便覧［2］-289 

 

当初及び材料の変

更時 

（省略） 

薄膜加熱 

試験 
JIS K 2207 

当初及び材料の変

更時 

舗装施工便覧参照 

･舗装用石油ｱｽﾌｧﾙﾄ表

3.3.1 

･ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄ 表

3.3.3 

･ｾﾐﾌﾞﾛｰﾝｱｽﾌｧﾙﾄ  表

3.3.4 

 

 

 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

ア 

 

 

 

 

ス 

 

 

 

 

フ 

 

 

 

 

ァ 

 

 

 

 

ル 

 

 

 

 

ト 

 

 

 

 

舗 

 

 

 

 

装 

材 

 

 

 

 

料 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

験 

そ 

 

 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

 

他 

粗骨材中の

軟石量試験 

（省略） 

 

 

（省略） 

針入度試験

引火点試験

薄膜加熱 

試験 

ＪＩＳ 

Ｋ－２２０７ 

Ｋ－２２６５ 

着手前１回及び 

材料が変わった場合 

舗装施工便覧参照 

・舗装用石油ｱｽﾌｧﾙﾄ 

     表 3.3.1 

・ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄ 

 表 3.3.3 

・ｾﾐﾌﾞﾛｰﾝｱｽﾌｧﾙﾄ 

     表 3.3.4 

 

 

軟化点試験

伸度試験 

ＪＩＳ 

Ｋ－２２０７ 

着手前１回及び 

材料が変わった場合 

舗装施工便覧参照 

・舗装用石油ｱｽﾌｧﾙﾄ 

     表 3.3.1 

・ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄ 

 表 3.3.3 

 

 

蒸発後の 

針入度比 

試験 

（省略） 

着手前１回及び 

材料が変わった場合 

（省略） 

 

 

 

 

トルエン 

可溶分試験 

（省略） 

着手前１回及び 

材料が変わった場合 

（省略） 

 

 

 

 

密度試験 

（省略） 

着手前１回及び 

材料が変わった場合 

（省略） 

 

 

 

 

高温動粘土

試験 

舗装調査・試験法

便覧［2］-180 

 

着手前１回及び 

材料が変わった場合 

 

（省略） 

 

 

 

 

６０℃ 

粘度試験 

舗装調査・試験法

便覧［2］-192 

 

着手前１回及び 

材料が変わった場合 

（省略） 

 

 

 

 

タフネス・ 

テナシティ

試験 

舗装調査・試験法

便覧［2］-244 

 

着手前１回及び 

材料が変わった場合 

（省略） 

 

 

 

 

石油アスフ

ァルト乳剤

の品質試験 

ＪＩＳ 

Ｋ－２２０８ 

着手前１回及び 

材料が変わった場合 
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工

種 

種

別 

試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

ア 

 

ス 

 

フ 

 

ァ 

 

ル 

 

ト 

 

舗 

 

装 

プ 

 

 

ラ 

 

 

ン 

 

 

ト 

 

 

試 

 

 

験 

 

必 

 

 

 

 

須 

配合試験 （省略） 

粒度測定 

（2.36㎜ 

フルイ） 

舗装調査・試験

法便覧［2］-16 

 

（省略） 

（省略） 

粒度測定 

（75μｍ 

フルイ） 

舗装調査・試験

法便覧［2］-16 

 

（省略） 

ア ス フ ァ

ル ト 量 抽

出 粒 度 分

析試験 

（省略） 

温度測定 

(ｱｽﾌｧﾙﾄ・

骨材・混合

物） 

（省略） 

そ 

 

の 

 

他 

水浸ﾎｲｰﾙﾄ

ﾗｯｷﾝｸﾞ試

験 

舗装調査・試験

法便覧［3］-65 
1工事 1回  

アスファルト混合物

の耐剥離性の確認 

ﾎｲｰﾙﾄﾗｯｷﾝ

ｸﾞ試験 

舗装調査・試験

法便覧［3］-44 

 

1工事 1回  

アスファルト混合物

の耐流動性の確認   

（注）アスファルト

混合物事前審査制度

の認定を受けた混合

物については、種別

の「材料」、「プラン

ト」に係る試験を省

略できる。 

 

工

種 

種

別 

試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

ア 

 

 

 

 

ス 

 

 

 

 

フ 

 

 

 

 

ァ 

 

 

 

 

ル 

施 

 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

現場密度の

測定 

舗装調査・試験

法便覧［3］-218 

 

･締固め度は、個々の

測定値が基準密度の

94%以上を満足するも

のとし、かつ平均値に

について以下を満足

するものとする。 

･締固め度は、10 孔の

測定値の平均値 X10が

規格値を満足するも

のとする。また、10孔

の測定値が得がたい

場合は 3孔の測定値の

平均値 X3 が規格値を

満足するものとする

が、X3が規格値をはず

れた場合は、さらに 3

孔のデータを加えた

平均値 X6 が規格値を

満足していればよい。 

･1工事あたり3,000㎡

を 超 え る 場 合 は

10,000㎡以下を1ロッ

トとし、1 ロットあた

り 10孔で測定する。 

 

基準密度の 94%以

上 

X10 96%以上 

X6  96%以上 

X3  96.5%以上 

･複数層を施工する場合

各層毎 

 

(試験基準例) 

3,001～10,000㎡：10孔 

10,001 ㎡以上の場合、

10,000㎡毎に 10孔追加

し、測定箇所が均等にな

るように設定すること。 

例えば 12,000 ㎡の場

合：6､000㎡/1ロット毎

に 10孔､合計 20孔 

なお、50t 未満または

400 ㎡以下の場合は､3

孔で測定する。ただし、

点在する維持工事は監

督員と協議の上、省略す

ることができる。 

また、400 ㎡以上 3,000

㎡以下の場合は、6孔で

測定する。 

プ 

ラ 

ン 

ト 

試 

験 

必 

 

 

 

 

須 

配合試験 （省略） 

粒度測定 

（2.36㎜ 

フルイ） 

舗装調査・試験法

便覧［2］-14 

 

（省略） 

（省略） 
粒度測定 

（75μｍ 

フルイ） 

舗装調査・試験法

便覧［2］-14 

 

（省略） 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

ア 

 

 

 

 

ス 

 

 

 

 

フ 

 

 

 

 

ァ 

 

 

 

 

ル 

 

 

 

 

ト 

 

 

 

 

舗 

 

 

 

 

装 

プ 

ラ 

ン 

ト 

試 

験 

必 

 

 

 

 

須 

アスファル

ト量抽出粒

度分析試験 

（省略） 

（省略） 

温度測定 

（アスファ

ルト・骨材 

・混合物） 

（省略） 

施 

 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

現場密度の 

測定 

舗装調査・試験法

便覧［3］-91 

 

 

1,500㎡に 1回 

コアー３個 

１工事につき最低

1回 

 

基準密度の 

    ９４％以上 

×１０：９６．０％以

上 

× ６：９６．０％以

上 

× ３：９６．５％以

上 

複数層を施工の

場合、各層ごと。

５０ｔ未満は省

略することがで

きる。 

締固め度、監督

員が承認した基

準密度に百分率

で表した値。 

アスファルト量

は、資料の測定

値と監督員が承

認した現場配合

の値との差を求

めた値。 

粒度は資料の測

定値と監督員が

承認した現場配

合の値との差を

求めた値。 

混合物のア

スファルト

量抽出試験 

（省略） アスファルト量 

    ± 0.90％以

内 

×１０：± 0.55％以内 

× ６：± 0.50％以内 

× ３：± 0.50％以内 

混合物の 

粒度分析 

試験 

（省略） ２．３６㎜ふるい 

±12.0％以内基準粒度 

×１０：± 8.0％以内 

× ６：± 7.5％以内 

× ３：± 7.0％以内 

７５μｍふるい 

± 5.0％以内基準粒度 

×１０：± 3.5％以内 

× ６：± 3.5％以内 

× ３：± 3.0％以内 

温度測定 

(敷均し時) 

（省略） （省略） 
１１０℃以上  

     

外観検査 

（混合物） 
（省略） 

そ 

の 

他 

すべり抵抗

試験 

舗装調査・試験法

便覧［1］-84 

 

（省略）  （省略） 
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ト 

 

 

 

 

舗 

 

 

 

 

装 

温度測定 

(初転圧前) 

（省略） （省略） １１０℃以上 

※ただし、混合物の

種類によって敷均

しが困難な場合や、

中温化技術により

施工性を改善した

混合物を使用する

場合などは、所定の

締固め度が得られ

る範囲で、適切な温

度を設定する。 

測定値の記録は、1日 4

回（午前・午後各 2回） 

外観検査 

（混合物） 
（省略） 

混合物のア

スファルト

抽出 

（省略） 

・複数層を施工の場合

は各層毎 

・アスファルト量は試

料の測定値と監督員が

承認した現場配合との

差を求めた値。 

・粒度は試料の測定値

と監督員が承認した現

場配合との差を求めた

値。 

（注）アスファルト混合

物事前審査制度の認定

を受けた混合物につい

ては試験を省略できる。 

混合物の 

粒度分析 

試験 

（省略） 

そ 

の他 

すべり抵抗

試験 

舗装調査・試験

法便覧［1］-101 
（省略）  （省略） 

 

注意 （省略） 

 

附表－１ 「Ｆｅ石灰工法の品質管理」 

施工面積（㎡） 

処理土の品質管理 
5,000以下 5,000～10,000 10,000～15,000 15,000～20,000 摘  要 

 

１）配合設計 

    ＣＢＲ 

 

２）処理土の 

    ＣＢＲ 

   水浸直後 

   水浸４日 

   水浸７日 

   水浸１４日 

 

 

 

１工事に１回 

 

 

１，０００㎡ 

   に１回 

 

 

１工事に１回 

 

 

１，５００㎡ 

   に１回 

 

 

１工事に２回 

 

 

１，５００㎡ 

   に１回 

 

 

１工事に３回 

 

 

２，０００㎡ 

   に１回 

注 1）構造物基礎地

盤の補強等に、Ｆｅ

石灰処理土を適用

する時の品質管理

も左記を基本とす

るが層厚が 50 ㎝以

上の場合は、仕上り

全層の中間部でも

単位体積重量試験

を実施する。 

注２）材料品質管

理 

(1)､(2)は、Ｆｅ石

灰工法の適正な試

験方法により行

う。 

３）現場における 

処理土の乾燥単 

位体積質量試験 

１孔/１，０００㎡に１回（但し、１工事に３孔以上） 

４）使用数量の 

管理 
Ｆｅ石灰混合物あるいはＦｅ石灰単体の使用数量伝票で提出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 （省略） 

 

 

附表－１ 「Ｆｅ石灰工法の品質管理」 

施工面積（㎡） 

処理土の品質管理 
5,000以下 5,000～10,000 10,000～15,000 15,000～20,000 摘  要 

 

１）配合設計 

    ＣＢＲ 

 

２）処理土の 

    ＣＢＲ 

   水浸直後 

   水浸４日 

   水浸７日 

   水浸１４日 

 

 

 

１工事に１回 

 

 

１，０００㎡ 

   に１回 

 

 

１工事に１回 

 

 

１，５００㎡ 

   に１回 

 

 

１工事に２回 

 

 

１，５００㎡ 

   に１回 

 

 

１工事に２回 

 

 

２，０００㎡ 

   に１回 

 

３）現場における 

処理土の乾燥単 

位体積質量試験 

１，０００㎡に１回（但し、１工事に３回以上） 

４）使用数量の 

管理 
Ｆｅ石灰単体の使用数量伝票で管理・確認する。 

 

注）１．Ｆｅ石灰工法は長年の施工実績により確立された工法であり、処理土の品質管理１）、２）は、Ｆｅ石灰 

工法の過去の実績に基づく試験方法により実施すること。 

  ２．構造物基礎地盤の補強等に、Ｆｅ石灰処理を適用する時の品質管理も上記を基本とするが、層厚が５０㎝ 

以上の場合は、仕上がり全層の中間部でも単位体積質量試験を実施すること。 
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附表－２ 「（3）現場における処理土の乾燥単位体積重量試験」規格値 

工  種 項  目 × １０ × ６ × ３ 

 

路床処理工（Ｆe石灰） 

路盤工（粒調 Fe処理材） 

 

締固め度 ％ ９５．０以上 ９５．５以上 ９６．５以上 

締固め度は、１０孔の測定値の平均値×10が規格値を満足しなければならない。 

 また、１０孔の測定値が得がたい場合は、３孔の測定値の平均値×3 が規格値を満足しなけれ

ばならないが、×3 が規格値をはずれた場合はさらに３孔のデータを加えた平均値×6 が規格値

を満足していればよい。 

 

工

種 

種

別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

転 

 

 

 

圧 

 

 

 

コ 

 

 

 

ン 

 

 

 

ク 

 

 

 

リ 

 

 

 

｜ 

 

 

 

ト 

材 

 

 

 

 

 

料 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

須 

コンシステンシ

ーＶＣ試験 
 当初 （省略） 

 

マーシャル突き

固め試験 

転圧ｺﾝｸﾘｰﾄ舗

装 技 術 指 針

（案） 

※いずれかの

1方法 

当初 

（省略） 

ランマー突き固

め試験 

転圧ｺﾝｸﾘｰﾄ舗

装 技 術 指 針

（案） 

※いずれかの

2方法 

当初 

（省略） 

含水比試験 （省略） 

コンクリートの

曲げ強度試験 
（省略） 

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

他 

骨材のふるい分

け試験 

（省略） 

骨材の単位容積

質量試験 

（省略） 

骨材の密度及び

吸水率試験 

（省略） 

粗骨材のすりへ

り試験 

（省略） 

骨材の微粒分量

試験 

JIS A 1103 

JIS A 5005 

JIS A 5308 

工事開始前及び 

材料の変更時 

粗骨材 

･砕石 3.0%以下(ただし、粒

径判定実績率が 58%以下の場

合は、5.0%以下) 

･ｽﾗｸﾞ粗骨材 5.0%以下それ

以外(砂利等) 1%以下 

細骨材 

･砕砂、ｽﾗｸﾞ細骨材 5.0以下 

それ以外(砂等) 3.0%以下 

(ただし、砕砂で粘土、ｼﾙｸ等

を含まない場合は 5.0%以下) 

 

砂の有機 

不純物試験 

（省略） 

モルタルの圧縮

強度による砂の

試験 

（省略） 

骨材中の粘土塊

量の試験 

（省略） 

附表－２ Ｆｅ石灰工法の品質規格値 

工  種 項  目 × １０ × ６ × ３ 

路床土処理（Ｆe石灰） 締固め度 ％ ９５．０以上 ９５．５以上 ９６．５以上 

 

締固め度は、１０個の測定値の平均値×１０が規格値を満足しなければならない。 

 また、１０個の測定値が得がたい場合は、３個の測定値の平均値×３が規格値を満足しなけれ

ばならないが、×３が規格値をはずれた場合はさらに３個のデータを加えた平均値×６が規格値

を満足していればよい。 

 締固め度は、監督員が承認した最大乾燥密度に対する百分率であらわした値。 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

転 

 

 

 

圧 

 

 

 

コ 

 

 

 

ン 

 

 

 

ク 

 

 

 

リ 

 

 

 

｜ 

 

 

 

ト 

材 

 

 

 

 

 

料 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

須 

コンシステン

シーＶＣ試験 
転圧コンクリ

ート舗装技術

指針（案） 

※のいずれか 

１方法 

工事着手当初 

（省略） 

 
マーシャル突

き固め試験 

（省略） 

ランマー突き

固め試験 

（省略） 

含水比試験 

（省略） 

 

 

コンクリート

の曲げ強度試

験 

（省略） 

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

他 

骨材の 

ふるい分け 

試験 

（省略） 

骨材の 

単位容積 

質量試験 

（省略） 

骨材の密度 

及び吸水率 

試験 

（省略） 

粗骨材のすり

へり試験 

（省略） 

粗骨材中の 

軟石量試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１２６ 

工事着手前及び 

材料の変更時 
軟石量：５％以下 

観察で問題なけ

れば省略でき

る。 

砂の有機 

不純物試験 

（省略） 

 

 

モルタルの圧

縮強度による 

砂の試験 

（省略） 

 

 

骨材中の粘土

塊量の試験 

（省略） 

骨材中に含ま

れる密度

1.95g/㎝ 3の

液体に浮く粒

子の試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１４１ 

 

工事着手前及び 

材料の変更時 
０．５０％以下  

硫酸ナトリウ

ムによる骨材

の安定性試験 

（省略） 
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工

種 
種別 

試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

転 

 

圧 

 

コ 

 

ン 

 

ク 

 

リ 

 

｜ 

 

ト 

材 

 

 

 

料 

 

 

 

試 

 

 

 

験 

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

他 

硫酸ナトリウムに

よる骨材の安定性

試験 

（省略） 

セメントの 

物理試験 
（省略） 

セメントの化学分

析 
（省略） 

練混ぜ水の 

水質試験 

上水道水及び上

水道水以外の水

の場合： 

JIS-A-5308 付属

書 JC 

工事開始前、工事

中 1 回以上/12 か

月及び水質が変わ

った場合。 

（省略） 

 

回収水の場合： 

JIS-A-5308 付属

書 JC 

工事開始前、工事

中 1 回以上/12 か

月及び水質が変わ

った場合。 

（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

工

種 

種

別 

試験

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

転 

 

 

 

圧 

 

 

 

コ 

 

 

 

ン 

 

 

 

ク 

 

 

 

リ 

 

 

 

｜ 

 

 

 

ト 

 

 

製 

 

造 

 

プ 

 

ラ 

 

ン 

 

ト 

 

試 

 

験 

そ 

 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

 

他 

計量設備の 

計量精度 
 

工事開始前、 

工事中  

１回／6ヵ月以上 

水   ：±１％以内 

セメント：±１％以内 

骨材  ：±３％以内 

混和剤 ：±２％以内 

（高炉スラグ微粉末の

場合は±1％以内） 

混和剤 ：±３％以内 

（省略） 

ミキサの 

練混ぜ性能 

試験 

（省略） 工事開始前及び 

工事中１回／12 ヵ

月以上 

 

（省略） （省略） 

（省略） 

工事開始前及び 

工事中１回／12 ヵ

月以上 

 

ｺﾝｸﾘｰﾄ中のﾓﾙﾀﾙ単位容

積質量差：  0.8 ％

以下 

ｺﾝｸﾘｰﾄ中の単位粗骨材 

量の差：  5.0 ％以下 

圧縮強度の差： 

7.5 ％以下 

空気量の差：1.0％以下 

ｽﾗﾝﾌﾟの差：３㎝以下 

（省略） 

細骨材の表面水率

試験 
JIS A 1111 2回／日以上 設計図書による 

ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽｺﾝｸﾘｰﾄ以外

の場合に適用する。 

粗骨材の表面水率

試験 
JIS A 1125 1回／日以上 設計図書による 

ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽｺﾝｸﾘｰﾄ以外

の場合に適用する。 

施 

 

 

 

工 

必 
 
 
 

須 

コンシステンシー

ＶＣ試験 
 

（省略） 

（省略） 
 

マーシャル突き固

め試験 

舗装調査・試験法

便覧［3］-344 

※いずれか方法 

（省略） 

 

ランマー突き固め

試験 
 

（省略） 
 

 

工種 種別 
試験

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

転 

 

 

 

圧 

 

 

 

コ 

 

 

 

ン 

 

 

 

ク 

 

 

 

リ 

 

 

 

｜ 

 

 

 

ト 

材 

 

 

 

料 

 

 

 

試 

 

 

 

験 

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

他 

セメントの 

物理試験 

（省略） 

ポルトラン

ドセメント

の化学分析 

（省略） 

練混ぜ水の 

水質試験 

上水道水及び上

水道水以外の水

の場合： 

Ａ－５３０８ 

付属書－C 

工事着手前及び工事

施工中１回／年以上

及び水質が変わった

場合 

（省略） 

 

回収水の場合 

ＪＩＳ 

Ａ－５３０８ 

付属書－C 

１回／６ヶ月以上 

の頻度 

（省略） 

 

製 

 

造 

 

プ 

 

ラ 

 

ン 

 

ト 

 

試 

 

験 

そ 

 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

 

他 

計量設備の 

計量精度 
 

工事開始前、 

工事施工中  

１回／6ヵ月以上 

水   ：±１％以内 

セメント：±１％以内 

骨材  ：±３％以内 

混和剤 ：±２％以内 

混和剤 ：±３％以内 

（省略） 

ミキサの 

練混ぜ性能 

試験 

（省略） 工事着手前及び工事 

施工中１回／年 

以上 

（省略） （省略） 

（省略） 

工事着手前及び工事

施工中１回／年 

以上 

ｺﾝｸﾘｰﾄ中のﾓﾙﾀﾙ単位容

積質量差：  0.8 ％

以下 

ｺﾝｸﾘｰﾄ中の単位粗骨材 

量の差：  5.0 ％以下 

圧縮強度の差： 

7.5 ％以下 

空気量の差：1.0％以下 

ｽﾗﾝﾌﾟの差：３㎝以下 

（省略） 

骨材の表面 

水率試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１１１ 

Ａ－１１２５ 

２回／日以上 設計図書による 

ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽｺﾝｸﾘｰﾄ

以外の場合に適

用する。 

 

 

 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

転 

 

圧 

 

コ 

 

ン 

 

ク 

 

施 

 

 

 

工 

 

 

 

試 

 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンシス 

テンシー 

ＶＣ試験 

舗装調査・試験法

便覧［3］-290 

※いずれか 

１方法 

（省略） （省略） 

 

マーシャル

突き固め 

試験 

（省略） 

ランマー 

突き固め 

試験 

 

（省略） 
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コンクリートの曲

げ強度試験 
（省略） 

2 回/日(午前・午

後)で、3個 1組/回

（材令 28日） 

･試験回数が 7回以上(1

回は 3 個以上の供試体

の平均値)の場合は､全

部の平均値が所定の合

格判断強度を上まわる

ものとする。 

･試験回数が 7回未満と

なる場合は、①1回の試

験結果は配合基準値強

度の 85%以上 

②3 回の試験結果の平

均値は配合基準強度以

上。 

 

 

温度測定(コンク

リート) 
（省略） 

2 回/日(午前・午

後)以上 
  

現場密度の測定 （省略） 

コアによる密度測

定 

舗装調査・試験法

便覧［3］-353 
（省略）   

 

工

種 

種

別 

試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

グ 

 

 

｜ 

 

 

ス 

 

 

ア 

 

 

ス 

 

 

フ 

 

 

ァ 

 

 

ル 

 

 

ト 

 

 

舗 

 

 

装 

材 

 

 

料 

 

 

試 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

須 

骨材の 

ふるい分け試験 

（省略） 当初及び材料の変

更時 

（省略） 

 

骨材の 

密度及び 

吸水率試験 

（省略） 
当初及び材料の変

更時 

（省略） 

骨材中の 

粘土塊量の試験 

（省略） 当初及び材料の変

更時 

（省略） 

粗骨材の 

形状試験 

舗装調査・試験法

便覧［2］-51 

当初及び材料の変

更時 

（省略） 
 

フィラー（舗装用

石灰石粉）の 

粒度試験 

（省略） 
当初及び材料の変

更時 

（省略） 

 

フィラー（舗装用

石灰石粉）の水分

試験 

（省略） 
当初及び材料の変

更時 

（省略） 

 

そ 

の 

他 

粗骨材のすりへ

り試験 

（省略） 当初及び材料の変

更時 

（省略） 
 

硫酸ナトリウムに

よる骨材の 

安定性試験 

（省略） 
当初及び材料の変

更時 

（省略） 

（省略） 
針入度試験 

（省略） 当初及び材料の変

更時 

（省略） 

軟化点試験 
（省略） 当初及び材料の変

更時 

（省略） 

伸度試験 
（省略） 当初及び材料の変

更時 

（省略） 

トルエン 

可溶分試験 

（省略） 当初及び材料の変

更時 

（省略） 
 

引火点試験 

JIS K 2265-1 

JIS K 2265-2 

JIS K 2265-3 

JIS K 2265-4 

当初及び材料の変

更時 

（省略） 

 

蒸発質量 

変化率試験 

（省略） 当初及び材料の変

更時 

（省略） 
 

密度試験 
（省略） 当初及び材料の変

更時 

（省略） 
 

リ 

 

｜ 

 

ト 

 

 

験 

 

 

須 コンクリー

トの曲げ 

強度試験 

（省略） 

１日２回(午前、午

後)以上で３本１組

／１回（材令２８日）

により実施する。 

・１回の試験結果は、 

配合基準強度の 

８５％以上。 

・３回の試験結果の平

均値は、配合基準強度

以上。 

 

 

温度測定 （省略） 
１日２回 

（午前、午後）以上 
  

現場密度の

測定 
（省略） 

コアによる

密度測定 

舗装調査・試験法

便覧［3］-300 
（省略）   

グ 

｜ 

ス 

ア 

ス 

フ 

ァ 

ル 

ト 

舗 

装 

材 

 

 

料 

 

 

試 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

須 

骨材の 

ふるい分け

試験 

（省略） 
工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

（省略） 

（省略） 

骨材の 

密度及び 

吸水率試験 

（省略） 
工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

（省略） 

骨材中の 

粘土塊量の

試験 

（省略） 
工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

（省略） 

粗骨材の 

形状試験 

舗装調査・試験法

便覧［2］-45 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

（省略） 
 

フィラーの

粒度試験 

（省略） 工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

（省略） 
 

フィラーの

水分試験 

（省略） 工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

（省略） 
 

そ 

の 

他 

粗骨材のす

りへり試験 

（省略） 工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

（省略） 
 

硫酸ナトリ

ウムによる

骨材の 

安定性試験 

（省略） 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

（省略） 

 

粗骨材中の 

軟石量試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１２６ 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 
軟石量：５％以下  

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

グ 

 

｜ 

 

ス 

 

ア 

 

ス 

 

フ 

 

ァ 

 

ル 

 

ト 

 

材 

 

 

料 

 

 

試 

 

 

験 

そ 

 

 

 

の 

 

 

 

他 

針入度試験 
ＪＩＳ 

Ｋ－２２０７ 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

針入度１５～３０ 

（１／１０㎜） 
（注）アスファ

ルト混合物事前

審査制度の認定

を受けた混合物

については、種

別の「材料」、「プ

ラント」に係る

試験を省略でき

る。 

 

・規格値は、 

石油アスファル

ト（針入度２０

～４０）にトリ

ニダットレイク

アスファルトを

混合したものの

性状値である。 

軟化点試験 
ＪＩＳ 

Ｋ－２２０７ 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

軟化点 

 ５８～６８℃ 

伸度試験 
ＪＩＳ 

Ｋ－２２０７ 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

伸度 

１０㎝以上（２５℃） 

トルエン 

可溶分試験 

ＪＩＳ 

Ｋ－２２０７ 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

トルエン可溶分 

８６～９１％ 

引火点試験 
ＪＩＳ 

Ｋ－２２６５ 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

引火点 

 ２４０℃以上 

蒸発質量 

変化率試験 

ＪＩＳ 

Ｋ－２２０７ 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

変化率 

 ０．５％以下 

密度試験 
ＪＩＳ 

Ｋ－２２０７ 

工事着手当初及び 

材料が変化した場合 

密度 

 1.07～1.13ｇ／㎤ 
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工

種 

種

別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グ 

｜ 

ス 

ア 

ス 

フ 

ァ 

ル 

ト 

舗 

装 

プ 

 

ラ 

 

ン 

 

ト 

 

試 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

須 

貫入試験 

（４０℃） 

舗装調査・試験

法便覧［3］-402 

（省略） 

（省略） 

（省略）。 

リュエル 

流動性試験

(２４０℃) 

舗装調査・試験

法便覧［3］-407 

（省略） 

ホイールト

ラッキング

試験 

舗装調査・試験

法便覧［3］-44 
 

（省略） 

曲げ試験 
舗装調査・試験

法便覧［3］-79 
 

（省略） 

粒 度 

（2.36 ㎜ 

  フルイ） 

舗装調査・試験

法便覧［2］-16 

印字記録の場合：全

数または抽出・ふる

い分け試験 

1～2回/日 

（省略） 

粒 度 

（75μm 

  フルイ） 

舗装調査・試験

法便覧［2］-16 

（省略） 

アスファル

ト量抽出粒

度分析試験 

舗装調査・試験

法便覧［4］-318 

（省略） 

温度測定 

（アスファ

ルト、骨材、 

混合物） 

（省略） 

舗

設

現

場 

必

須 

温度測定 

（ 初 転 圧

前） 

（省略） 

路 

 

 

床 

 

 

安 

 

 

定 

 

 

処 

 

 

理 

 

 

工 

材

料

試

験 

必 

 

須 

土の締固め

試験 
（省略） 

当初及び土質の変

化したとき。 

（省略） 
 

ＣＢＲ試験 

舗装調査・試験

法便覧［4］-227 

［4］-230 

当初及び土質の変

化したとき。 

（省略） 

 

施 

 

 

工 

 

 

試 

 

 

験 

 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

現 場 密 度

の測定 

 

最大粒径≦ 53

㎜：砂置換法

(JIS A 1214) 

最大粒径＞ 53

㎜：舗装調査・試

験法便覧 [4]-

185 

突砂法 

500m3につき1回の

割合で行う。ただ

し、1,500m3未満の

工事は1工事当た

り3回以上。 

1 回の試験につき 3

孔で測定し、3孔の

最低値で判定を行

う。 

設計図書による 

左記の規格値を満た

していても、規格値

を著しく下回ってい

る点が存在した場合

は、監督員との協議

の上で、（再）転圧

を行うものとする。 

 

 

 

 

 

舗 

 

装 

プ 

 

ラ 

 

ン 

 

ト 

 

試 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

貫入試験 

（４０℃） 

舗装調査・試験法

便覧［3］-315 

（省略） （省略） 

（省略） 

リュエル 

流動性試験

(２４０℃) 

舗装調査・試験法

便覧［3］-320 

（省略） 

ホイールト

ラッキング

試験 

舗装調査・試験法

便覧［3］-39 

（省略） 

曲げ試験 
舗装調査・試験法

便覧［3］-69 

（省略） 
 

粒 度 

（2.36㎜ 

  フルイ） 

舗装調査・試験法

便覧［2］-14 抽出ふるい分け試験

の場合： 

１～２回／日 

 

印字記録の場合： 

      全数 

２．３６㎜フルイ 

±１２％以内 

基準粒度 

 

粒 度 

（75μm 

  フルイ） 

舗装調査・試験法

便覧［2］-14 

７５μｍフルイ 

   ±５％以内 

   基準粒度 

 

アスファル

ト量抽出粒

度分析試験 

舗装調査・試験法

便覧［4］-238 

アスファルト量 

   ±０．９％以内 
 

温度測定 

（アスファ

ルト、骨材、 

混合物） 

（省略） 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

 

施 

工 

試 

験 

必 

 

 

須 

温度測定 

（ 初 転 圧

前） 

（省略） 

路 

 

 

床 

 

 

安 

 

 

定 

 

 

処 

 

 

理 

 

 

工 

材 

料 

試 

験 

必 

 

 

須 

土の締固め

試験 
（省略） 

工事着手当初及び 

土質が変化した時 

（省略） 
 

ＣＢＲ試験 

舗装調査・試験法

便覧［4］-155 

［4］-158 

工事着手当初及び 

土質が変化した時 

（省略） 

 

施 

 

 

工 

 

 

試 

 

 

験 

必 

 

 

 

須 

現場密度の 

測定 

最大粒度 

≦５３㎜ 

ＪＩＳ 

Ａ－１２１４ 

Ａ－１２１０ 

  Ａ・Ｂ法 

最大粒度 

＞５３㎜ 

舗装調査・試験法

便覧［4］-182 

 

 

 

 

 

 

 

１，０００㎡に１回 

１工事につき 

最低３回実施する。 

最大乾燥密度の 

    ９０％以上 
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工

種 

種

別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

  

 
プルーフロ

ーリング 

舗装調査・試験

法便覧［4］-288 
（省略）  

・確認試験である。 

・但し、荷重車について

は、施工時に用いた転圧

機械と同等以上の締固効

果を持つローラやトラッ

ク等を用いるものとす

る。 

そ 

の 

他 

平板載荷 

試験 

（省略） 延長 40ｍにつき１

箇所の割合で実施

する。 

 

･確認試験である。 

ｾﾒﾝﾄｺﾝｸﾘｰﾄの路盤に適

用する。 

現場ＣＢＲ 

試験 

（省略） 
（省略） 設計図書による 確認試験である。 

含水比試験 

（省略） 500m3につき1回の

割合で行う。ただ

し、1,500m3未満の

工事は1工事当たり

3回以上 

設計図書による 確認試験である。 

たわみ量 

舗装調査・試験

法便覧［1］-284 

（ﾍﾞﾝｹﾞﾙﾏﾝﾋﾞｰ

ﾑ） 

（省略） 設計図書による 確認試験である。 

表 

層 

安 

定 

処 

理 

工 

材

料

試

験 

そ

の

他 

土の一軸圧

縮試験 
JIS A 1216 

当初及び材料の変

化したとき。 
設計図書による 

配合を定めるための試

験である。 

施

工 

試 

験 

必 

 

 

 

須 

 

 

現場密度の

測定 

 

最大粒径≦53

㎜：砂置換法

（JIS A1214） 

最大粒径＞53

㎜：舗装調査・

試験法 

便覧 [4]-185 

突砂法 

500m3につき1回の

割合で行う。ただ

し、1,500m3未満の

工事は1工事当たり

3回以上。 

1 回の試験につき 3

孔で測定し、3孔の

最低値で判定 

設計図書による 
 

 

プルーフロ

ーリング 

舗装調査・試験

法便覧［4］-288 

 

（省略）  

荷重車については、施

工時に用いた転圧機械

と同等以上の締固効果

を持つローラやトラッ

ク等を用いるものとす

る。 

そ 

 

 

の 

 

 

他 

平板載荷 

試験 

（省略） 各車線ごとに、延長

40ｍにつき１回の

割合で実施する。 

 （省略） 

現場ＣＢＲ

試験 

（省略） 各車線ごとに、延長

40ｍにつき１回の

割合で実施する。 

設計図書による。  

含水比試験 

（省略） 500m3につき1回の

割合で行う。ただ

し、1,500m3未満の

工事は1工事当たり

3回以上。  

設計図書による。  

たわみ量 

舗装調査・試験

法便覧［1］-16 

（ﾍﾞﾝｹﾞﾙﾏﾝﾋﾞｰ

ﾑ） 

（省略） 設計図書による。  

 

プルー 

フロー 

リング 

舗装調査・試験法

便覧［4］-210 

 

（省略）。   

そ 

の 

他 

平板載荷 

試験 

（省略） 各車線ごとに、延長

４０ｍにつき１箇所

の割合で実施する。 

 

セメントコンク

リートの路盤に

適用する。 

現場ＣＢＲ 

試験 

（省略） 
（省略）   

含水比試験 

（省略） 降雨後または含水比

の変化が認められた

ときに実施する。 

  

たわみ量 

舗装調査・試験法

便覧［1］-227 

 

プルーフローリング

での不良箇所につい

て実施する。 

  

表 

層 

安 

定 

処 

理 

工 

施 

工 

試 

験 

必 

 

 

須 

現場密度の 

測定 

ＪＩＳ 

Ａ－１２１４ 

ＪＩＳ 

Ａ－１２１０ 

  Ａ・Ｂ法 

１，０００㎡に１回 

１工事につき 

最低３回実施する。 

最大乾燥密度の 

    ９０％以上 
 

プルー 

フロー 

リング 

舗装調査・試験法

便覧［4］-210 

 

路床仕上げ後、全幅 

・全区間で実施する。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

表 

層 

安 

定 

処 

理 

工 

施 

 

工 

 

試 

 

験 

そ 

 

 

の 

 

 

他 

平板載荷 

試験 

（省略） 各車線ごとに、延長

４０ｍにつき１箇所

の割合で実施する。 

 （省略） 

現場ＣＢＲ

試験 

（省略） 各車線ごとに、延長

４０ｍにつき１箇所

の割合で実施する。 

  

含水比試験 

（省略） 降雨後または含水比

の変化が認められた

ときに実施する。 

  

たわみ量 

舗装調査・試験法

便覧［1］-227 

 

（省略）   
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工

種 

種

別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

固 

 

 

結 

 

 

工 

材 

料 

試 

験 

必 

 

須 

土の一軸 

圧縮試験 
JIS A 1216 

当初及び土質の変

化したとき。 

設計図書による。 

なお、1回の試験と

は3個の供試体の試

験値の平均値で表し

たもの。 

配合を定めるための試

験である。 

ゲルタイム

試験 
 

当初及び土質の変

化したとき。 
 

配合を定めるための試

験である。 

施 

工 

試 

験 

必 

 

 

須 

土の一軸 

圧縮試験 
（省略） 

再 

 

生 

 

ア 

 

ス 

 

フ 

 

ァ 

 

ル 

 

ト 

 

舗 

 

装 

 

工 

材 

 

 

 

 

 

料 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

再生骨材 

アスファル

ト抽出後の

骨材粒度 

舗装調査・試験

法便覧［2］-16 

 

（省略） 

 

（省略） 
再生骨材 

旧アスファ

ルト含有量 

舗装調査・試験

法便覧［4］-318 

 

（省略） 

3.8％以上 

再生骨材 

旧アスファ

ルト針入度 

（省略） 

（省略） 
20（1/10ｍｍ）以上

（25℃） 

再生骨材 

洗い試験で 

失われる量 

（省略） （省略） 

５％以下。 

 

洗い試験で失われる量

とは、試料のアスファ

ルトコンクリート再生

骨材の水洗い前の７５

μm ふるいにとどまる

ものと、 

水洗い後の７５μmふ

るいにとどまるものを

気乾もしくは 60℃以下

の炉乾燥し、その質量

の差から求める。 

再生アスフ

ァルト混合

物 

（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

固 

 

 

 

 

 

結 

 

 

 

 

 

工 

施 

 

 

 

工 

 

 

 

試 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

配合試験 

「安定処理土の

締固めをしない

供試体の作成方

法」 

：地盤工学会基

準 

(ＪＧＳ０８２１

－２００９) 

ＪＩＳ 

Ａ－１２１６ 

工事着手当初及び材

料が変化したときに

各１回実施する。 

  

土の一軸 

圧縮試験 
（省略） 

 

 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

再 

 

生 

 

ア 

 

ス 

 

フ 

 

ァ 

 

ル 

 

ト 

 

舗 

 

装 

 

工 

材 

 

 

 

 

 

料 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

再生骨材 

アスファル

ト抽出後の

骨材粒度 

舗装調査・試験法

便覧［2］-14 

 

（省略） 

3.8％以上  

再生骨材 

旧アスファ

ルト含有量 

舗装調査・試験法

便覧［4］-238 

 

（省略） 
20（1/10ｍｍ）以上 

（25℃） 

（省略） 
再生骨材 

旧アスファ

ルト針入度 

（省略） 

（省略） 

 

再生骨材 

洗い試験で 

失われる量 

（省略） （省略） ５％以下。 

洗い試験で失われる量

とは、資料のアスファ

ルトコンクリート再生

骨材の水洗い前の７５

μm ふるいにとどまる

ものと、 

水洗い後の７５μm ふ

るいにとどまるものを

気乾もしくは６０℃以

下の炉乾燥し、その質

量の差から求める。 

 

再生アスフ

ァルト混合

物 

（省略） 
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工

種 

種

別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

再 

 

生 

 

ア 

 

ス 

 

フ 

 

ァ 

 

ル 

 

ト 

 

舗 

 

装 

 

工 

 

 

粒度測定 

（2.36 ㎜フ

ルイ） 

舗装調査・試験

法便覧［2］-16 
（省略） 

（省略） 

粒度測定 

（75μm フ

ルイ） 

舗装調査・試験

法便覧［2］-16 

（省略） 

再生アス

ファルト

量 

舗装調査・試験

法便覧［4］-318 
（省略） 

そ 

の 

他 

浸水ﾎｲｰﾙ

ﾄﾗｯｷﾝｸﾞ

試験 

舗装調査・試験

法便覧［3］-65 
（省略） ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の耐剥離性の確認 

ﾎｲｰﾙﾄﾗｯｷ

ﾝｸﾞ試験 

舗装調査・試験

法便覧［3］-44 

（省略） 
ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の耐流動性の確認 

ラベリン

グ試験 

舗装調査・試験

法便覧［3］-18 
（省略） ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の耐摩耗性の確認 

施 

 

 

工 

 

 

試 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

須 

外観検査

（混合物） 
目視 随時   

温度測定
(初転圧前） 温度計による。 随時  

測定値の記録は、1 日 4 回（午前・

午後各 2回） 

現場密度

の測定 

舗装調査・試験

法便覧［3］-218 

・締固め度は、個々の測定値

が基準密度の94％以上を満

足するものとし、かつ平均

値について以下を満足する

ものとする。 

・締固め度は、10孔の測定値

の平均値X10が規格値を満

足するものとする。また、10

孔の測定値が得がたい場合

は3孔の測定値の平均値X3

が規格値を満足するものと

するが、X3が規格値をはず

れた場合は、さらに3孔のデ

ータを加えた平均値X6が規

格値を満足していればよ

い。 

・1工事あたり3,000㎡を超

える場合は10,000㎡以下を

1ロットとし、1ロットあた

り10孔で測定する。 

基準密度の94％以上。 

X10 96％以上 

X6  96％以上 

X3  96.5％以上 

再アス処理の場合、基

準密度の93％以上。 

X10 95％以上 

X6  95.5％以上 

X3  96.5％以上 

 

 

※「4-1公的試験機関での品質管理

試験を義務付ける項目について」を

参照すること。 

･複数層を施工の場合各層毎。 

･橋面舗装はコア採取しないでAs合

材量（プラント出荷数量）と舗設面

積及び厚さでの密度管理、 

または転圧回数による管理を行う。 

例）3,001～10,000㎡：10孔 

10,001㎡以上の場合、10,000㎡毎

に10孔追加し、測定箇所が均等に

なるように設定すること。 

 例えば12,000㎡の場合：6,000㎡

／ 1ロット毎に10孔、合計20孔 

 なお、50t未満または400㎡以下

の場合は、3孔で測定する。ただ

し、点在する維持工事は監督員と

の協議の上、省略することができ

る。また、400㎡以上3,000㎡以下

の場合は、6孔で測定する。 

混合物の

アスファ

ルト抽出 

舗装調査・試験

法便覧［3］-238 
 

アスファルト量 ±

0.9%以内 

X10 ±0.55％以内 

X6 ±0.50％以内 

X3 ±0.50％以内 

※「4-1 公的試験機関での品質管理

試験を義務付ける項目について」を

参照すること。 

・複数層を施工の場合各層毎。 

・アスファルト量は試料の測定値

と監督員が承認した現場配合との

差を求めた値 

・粒度は試料の測定値と監督員が

承認した現場配合との差を求めた

値。 

注）アスファルト混合物事前審査

制度の認定を受けた混合物につい

ては、種別の「舗設現場」のう

ち、混合物のアスファルト抽出及

び混合物の粒度分析試験を省略出

来る。 

混合物の 

粒度分析 

舗装調査・試験

法便覧［3］-238 
 

2.36mmふるい：±

12％以内基準粒度 

X10 ±8.0以内 

X6 ±7.5以内 

X3 ±7.0以内 

75μmふるい：±5％

以内基準粒度 

X10 ±3.5以内 

X6 ±3.5以内 

X3 ±3.0以内 

外観検査 

（混合物） 
（省略） 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

再 

 

 

生 

 

 

ア 

 

 

ス 

 

 

フ 

 

 

ァ 

 

 

ル 

 

 

ト 

 

 

舗 

 

 

装 

 

 

工 

プ 

 

 

ラ 

 

 

ン 

 

 

ト 

 

 

試 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

須 

粒度測定 

（2.36㎜ 

フルイ） 

舗装調査・試験法

便覧［2］-14 

 

（省略） 

（省略） 

粒度測定 

（75μm 

フルイ） 

舗装調査・試験法

便覧［2］-14 

 

（省略） 

再生アスフ

ァルト量 

舗装調査・試験法

便覧［4］-238 

 

（省略） 

 

そ 

の 

他 

浸水ホイー

ルトラッキ

ング試験 

舗装調査・試験法

便覧［3］-57 

 

（省略） 

耐剥離性の確認 

ホイールト

ラッキング

試験 

舗装調査・試験法

便覧［3］-39 

 

（省略） 

耐流動性の確認 

ラベリング 

試験 

舗装調査・試験法

便覧［3］-17 

 

（省略） 

耐摩耗性の確認 

施 

 

 

工 

 

 

試 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

須 

現場密度の 

測定 

「アスファルト

舗装工」に準ず

る。 

「アスファルト舗装

工」に準ずる。 

「アスファルト舗装

工」に準ずる。 

「アスファル

ト舗装工」に準

ずる。 

混合物のア

スファルト

抽出 

「アスファルト

舗装工」に準ず

る。 

「アスファルト舗装

工」に準ずる。 

「アスファルト舗装

工」に準ずる。 

「アスファル

ト舗装工」に準

ずる。 

混合物の 

粒度分析 

「アスファルト

舗装工」に準ず

る。 

「アスファルト舗装

工」に準ずる。 

「アスファルト舗装

工」に準ずる。 

「アスファル

ト舗装工」に準

ずる。 

温度測定 

(敷均し時) 

「アスファルト

舗装工」に準ず

る。 

「アスファルト舗装

工」に準ずる。 

「アスファルト舗装

工」に準ずる。 
 

外観検査 

（混合物） 
（省略） 
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工

種 
種別 

試

験 

区

分 

試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

プ

レ

ス

ト

レ

ス

ト

コ

ン

ク

リ

ー

ト

桁 

 

 

グラ

ウト 

必 

 

 

須 

流動性 

 

ﾌﾞﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ

率 

体積変化率 

圧縮強度 

塩化物イオ

ン含有率 

ｺﾝｸﾘｰﾄ標準示方

書施工編 

JSCE-F 531 の方

法 

 

JSCE-F 535 の方

法 

JSCE-F 535 の方

法 

JSCE-F 531 の方

法 

注入前、１回/日以上

および品質変化が認

められた時 

JPロート標準  高粘性型     14～23秒 

(流動性)高粘性型～低粘性型 7～35秒 

    低粘性型            6～14秒 

超低粘性型        3.5～6秒 

ﾌﾞﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ率   0.3％以下（3時間後） 

体積変化率     -0.5％～＋0.5％ 

圧縮強度      材齢7日に30N/mm2以上 

塩化物ｲｵﾝ含有率 質量の 0.08％以下 

緊 

張 

管 

理 

必 

 

須 

緊張管理 

道路橋示方書、 

コンクリート道

路橋施工便覧に

よる。 

（省略） 

鋼 

 

 

 

一溶 

般接 

構構 

造造 

必 

 

 

須 

外形寸法 

重量 

化学成分 

 

 

JIS G 3192  

JIS G 3193 

JIS G 3194 

許容差はＪＩＳによ

る。 

JIS G 3192  

JIS G 3193 

JIS G 3194 

鋼材規格証明及び外況

検査 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

プ 

レ 

ス 

ト 

レ 

ス 

ト 

コ 

ン 

ク 

リ 

｜ 

ト 

桁 

コ 

 

ン 

 

ク 

 

リ 

 

｜ 

 

ト 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

圧縮強度 

試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０８ 

工場製作桁について

は５０㎥又は１打設

につき１回 

現場製作桁について

は桁１本につき１回

１プレ導入 

  ３個 現場養生 

２８日強度 

  ３個 現場養生 

予備 

  ３個 現場養生 

土木学会制定 

プレストレストコンク

リート標準示方書及び

一般セメントコンクリ

ートに準ずる。 

設計図書や監督

員の指示により

強度発現時期の

指定があったも

の（７日早強、 

１４日早強等）

については、そ

の指示に応じた

養生期間での圧

縮強度試験を実

施するものとす

る。 

塩化物量ア

ルカリ骨材

反応対策 

   

セメントコンク

リートに準ず

る。 

スランプ 

試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０１ 

１０㎥につき１回実

施する。 

指定スランプ 

    ±２．５㎝ 
 

その他材料

施工試験 
 

セメントコンクリー

トに準ずる。 

土木学会制定 

プレストレストコンク

リート標準示方書及び

一般セメントコンクリ

ートに準ずる。 

 

グ

ラ

ウ

ト 

必 

 

 

須 

コンシス 

テンシー・ 

膨張率 

圧縮強度 

土木学会基準 

主桁は桁１本ごと・

横組は１連ごと１回 

フロー値 １回 

テストピース採取 

       ６個 

ブリージング ３個 

フロー値 流下時間 

Ｊ ﾛｰﾄ  ６～１２秒 

ＪＡﾛｰﾄ １５～３０

秒 

膨張率  １０％以下 

圧縮強度 

４週：２００㎏ｆ／㎠ 

 

グラウト 

中の塩化物

量測定 

 
セメントコンクリー

トに準ずる。 
  

緊 

張 

管 

理 

必 

 

 

須 

緊張管理 道路橋示方書 （省略） 

鋼 

 

 

橋 

一溶 

般接 

構構 

造造 

用用 

圧圧 

延延 

鋼鋼 

材材 

・ 

溶接 

構造

用耐

候性

熱間

圧延

鋼材 

必 

 

 

須 

形状・外形

寸法 

重量 

化学成分 

ＪＩＳ 

Ｇ－３１９２ 

Ｇ－３１９３ 

Ｇ－３１９４ 

鋼材規格証明及び 

外況検査 

ＪＩＳ 

Ｇ－３１０１ 

Ｇ－３１０６ 

Ｇ－３１１４ 

許容差はＪＩＳによ

る。 

特に試験を必要

とする場合は、

監督員の指示に

より行う。 

機械的性質 

引張試験 

（省略） （省略） （省略） （省略） 
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橋 

用用 

圧圧 

延延 

鋼鋼 

材材 

・ 

溶接 

構造

用耐

候性

熱間

圧延

鋼材 

機械的性質 

引張試験 

（省略） （省略） （省略） （省略） 

機械的性質

曲げ試験 

（省略） （省略） （省略） 

機械的性質

シャルビー

試験 

（省略） （省略） （省略） 

突合

わせ

継手 

必 

 

 

須 

【放射線透

過試験】 

引張部材 

（省略） 

 

【放射線透

過試験】 

圧縮部材 

（省略） 

【放射線透

過試験】 

曲げ部材 

引張ﾌﾗﾝｼﾞ 

（省略） 

【放射線透

過試験】 

曲げ部材 

圧縮ﾌﾗﾝｼ 

（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

鋼 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋 

 

必 

 

 

須 

機械的性質

曲げ試験 

（省略） （省略） （省略） （省略） 

機械的性質

シャルビー

試験 

（省略） （省略） （省略） 

溶 

 

 

接 

 

 

施 

 

 

工 

 

 

試 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

グループ溶接 

引張試験 

ＪＩＳ 

Ｚ－２２４１ 

（Ｚ－３１２１） 

道路橋示方書による 
ＪＩＳ及び 

道路橋示方書による。 

現場溶接につい

ては、監督員と

協議によりＪＩ

Ｓ－Ｚ－３１０

４にかわり、Ｊ

ＩＳ－Ｚ－３０

６０によること

ができる。 

グループ 

溶接 

型曲げ試験 

ＪＩＳ 

Ｚ－３１２２ 

グループ 

溶接 

衝撃試験 

ＪＩＳ 

Ｚ－２２４２ 

（Ｚ－２２０２） 

グループ 

溶接 

マクロ試験 

ＪＩＳ 

Ｇ－０５５３ 

に準ずる。 

グループ 

溶接放射線透

過試験 

ＪＩＳ 

Ｚ－３１０４ 

すみ肉溶接 

マクロ試験 

ＪＩＳ 

Ｇ－０５５３ 

に準ずる。 

最高硬さ 

試験 

ＪＩＳ 

Ｚ－２２４４ 

スタッド 

溶接 

引張試験 

ＪＩＳ 

Ｚ－２２４１ 

（Ｂ－１１９８） 

スタッド 

溶接 

曲げ試験 

ＪＩＳ 

Ｚ－３１４５ 

突放 

合射 

わ線 

せ透 

継過 

手試   

験 

必 

 

 

須 

引張部材 （省略） 仮組時に検査を

行う。 

監督員の承諾を

得て、放射線透

過試験のかわり

に超音波探傷試

験（ＪＩＳ－Ｚ

－３０６０）を

用いることがで

きる。 

圧縮部材 （省略） 

曲げ部材引

張フランジ 
（省略） 

曲げ部材 

圧縮フラン

ジ 

（省略） 
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工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

覆 

 

工 

 

コ 

 

ン 

 

ク 

 

リ 

 

｜ 

 

ト 

 

・ 

 

Ｎ 

 

Ａ 

 

Ｔ 

 

Ｍ 

材 

 

 

 

 

 

 

料 

 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

須 

アルカリ 

骨材反応 

対策 

「アルカリ骨材

反応抑制対策に

ついて」（平成１

４年 

７月３１日付け

国官技第１１２

号、国港環第３５

号、国空建第７８

号） 

骨材試験を行う場合

は、工事開始前、 

工事中 1 回／6 ヶ月

以上及び産地が変わ 

った場合。 

「アルカリ骨材反応抑

制対策について」（平成

１４年 

７月３１日付け国官技

第１１２号、国港環第

３５号、国空建第７８

号） 

 

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

他 

骨材の 

ふるい分け

試験 

JIS A 1102 

JIS A 5005 

JIS A 5011-1～4 

JIS A 5021 

工事開始前、工事中

１回／月以上及び 

産地が変わった場

合。 

（省略）  

骨材の密度

及び吸水率

試験 

JIS A 1109 

JIS A 1110 

JIS A 5005 

JIS A 5011-1～4 

JIS A 5021 

工事開始前、工事中

１回／月以上及び 

産地が変わった場

合。 

絶乾密度：２．５以上 

細骨材の吸水率： 

    ３．５％以下 

粗骨材の吸水率： 

    ３．０％以下 

（砕砂・砕石、高炉スラ

グ骨材、フェロニッケ

ルスラグ細骨材、銅ス

ラグ細骨材の規格値に

ついては摘用を参照） 

 

粗骨材のす

りへり試験 

JIS A 1121 

JIS A 5005 

工事開始前、工事中

１回以上／12 か月及

び産地が変わった場

合。 

ただし、砂利の場合

は、工事開始前、 

工事中１回／月以上

及び産地が変わった

場合。 

砕石 40％以下 

砂利 35％以下 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

覆 

 

 

工 

 

 

コ 

 

 

ン 

 

 

ク 

 

 

リ 

 

 

｜ 

 

 

ト 

 

 

・ 

 

 

Ｎ 

 

 

Ａ 

 

 

Ｔ 

 

 

Ｍ 

材 

 

 

 

 

 

 

料 

 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

須 

アルカリ 

骨材反応 

対策 

「コンクリート

の耐久性向上対

策」による。 

工事着手前１回。 

工事中は６ヶ月に１

回以上及び材料の産

地が変わった場合に

実施する。 

「コンクリートの耐久

性向上対策」による。 
 

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

他 

骨材の 

ふるい分け

試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０２ 

細骨材は３００㎥、 

粗骨材は５００㎥に

つき１回、又は１日

に１回の割合で行

う。 

（省略）  

骨材の密度

及び吸水率

試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０９ 

Ａ－１１１０ 

工事着手前１回。 

工事中は月に１回以

上及び材料の産地が

変わった場合に実施

する。 

絶乾密度： ２．５以上 

細骨材の吸水率： 

    ３．５％以下 

粗骨材の吸水率： 

    ３．０％以下 

 

粗骨材のす

りへり試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１２１ 

工事着手前１回。 

工事中は月に１回以

上及び材料の産地が

変わった場合に実施

する。 

４０％以下  
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工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

覆 

 

工 

 

コ 

 

ン 

 

ク 

 

リ 

 

｜ 

 

ト 

 

・ 

 

Ｎ 

 

Ａ 

 

Ｔ 

 

Ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材 

 

 

 

 

 

 

料 

 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

 

験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

 

他 

 

 

 

 

 

骨材の微粒

分量試験 

JIS A 1103 

JIS A 5005 

JIS A 5308 

工事開始前、工事中

１回／月以上及び産

地が変わった場合。 

（山砂の場合は、工

事中１回／週以上） 

粗骨材 

砕石 3.0％以下（ただ

し、粒形判定実績率が

58 ％ 以 上 の 場 合 は

5.0％以下） 

スラグ粗骨材 5.0％以

下 

それ以外（砂利等） 

1.0％以下 

細骨材 

砕砂 9.0％以下（ただ

し、すりへり作用を受

ける場合は5.0％以下） 

スラグ細骨材 7.0％以

下（ただし、すりへり作

用 を 受 け る 場 合 は

5.0％以下） 

それ以外（砂等） 5.0％

以下（ただし、すりへり

作用を受ける場合は 

3.0％以下） 

 

砂の有機 

不純物試験 
（省略） 

工事開始前、工事中

１回以上／12 か月及

び産地が変わった場

合。 

（省略） （省略） 

モルタルの

圧縮強度に

よる砂の試

験 

JIS A 1142 

試料となる砂の上部

における溶液の色 

が標準色液の色より

濃い場 

圧縮強度の 90％以上  

骨材中の 

粘土塊量の

試験 

（省略） 

工事開始前、工事中

１回／月以上及び 

産地が変わった場

合。 

（省略） 

 

硫酸ナトリ

ウムによる

骨材の 

安定性試験 

JIS A 1122 

JIS A 5005 

砂、砂利： 

工事開始前、工事中 1

回／6 ヶ月以上及び

産地が変わった場

合。 

砕砂、砕石： 

工事開始前、工事中 1

回／12 か月以上及び

産地が変わった場

合。 

（省略） （省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

骨材の微粒

分量試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０３ 

工事着手前１回。 

工事中は月に１回以

上及び材料の産地が

変わった場合に実施

する。 

粗骨材：１．０％以下 

細骨材：コンクリート

の表面がすりへり作用

を受ける場合は３．

０％以下、その他の場

合は５．０％以下 

（砕石及びスラ

グ細骨材を用い

た場合、コンク

リートの表面が

すりへり作用を

受ける場合は

５．０％以下、

その他の場合は

７．０％以下。） 

砂の有機 

不純物試験 
（省略） 

工事着手前１回。 

工事中は月に１回以

上及び材料の産地が

変わった場合に実施

する。 

（省略） （省略） 

骨材中の 

粘土塊量の

試験 

（省略） 

工事着手前１回。 

工事中は月に１回以

上及び材料の産地が

変わった場合に実施

する。 

（省略）  

骨材中の比

重 1.95の 

液体に浮く

粒子の試験 

ＪＩＳ 

Ａ－５３０８ 

付属書－２ 

工事着手前１回。 

工事中は月に１回以

上及び材料の産地が

変わった場合に実施

する。 

細骨材及び粗骨材 

コンクリートの外観が

重要な場合： 

０．５％以下 

その他の場合： 

   １．０％以下 

スラグ細骨材、

高炉スラグ粗骨

材には適用しな

い。 

硫酸ナトリ

ウムによる

骨材の 

安定性試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１２２ 

工事着手前１回。 

工事中は月に１回以

上及び材料の産地が

変わった場合に実施

する。 

（省略） （省略） 
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工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

覆 

 

工 

 

コ 

 

ン 

 

ク 

 

リ 

 

｜ 

 

ト 

 

・ 

 

Ｎ 

 

Ａ 

 

Ｔ 

 

Ｍ 

材 

 

 

 

料 

 

 

 

試 

 

 

 

験 

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

他 

セメントの

物理試験 

（省略） 工事開始前、工事中

1回／月以上 

JIS-R-5210(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ) 

JIS-R-5211(高炉) 

JIS-R-5212(ｼﾘｶ) 

JIS-R-5213(ﾌﾗｲｱｯｼｭ)  

JIS R 5214（エコセメント） 

 

ポルトラン

ドセメント

の化学分析 

（省略） 工事開始前、工事中

1回／月以上  

練混ぜ水の

水質試験 

上水道水及び上

水道水以外の水

の場合：JIS A 

5308 附属書 JC 

工事開始前、工事中

１回以上／12 か月

及び水質が変わっ

た場合。 

懸濁物質の量：2g/L 以下 

溶解性蒸発残留物の量：

1g/L 以下 

塩化物イオン量：200mg/L

以下 

セメントの凝結時間の差：

始発は 30 分 

以内、終結は 60分以内 

モルタルの圧縮強度比：材

齢 7及び 28日で 90％以上 

（省略） 

回収水の場合： 

JIS A 5308 附

属書 JC 

工事開始前、工事中

１回以上／12 か月

及び水質が変わっ

た場合。 

スラッジ水の濃度

は 1回/日 

塩化物イオン量：200mg/L

以下 

セメントの凝結時間の差：

始発は 30 分以内、終結は

60分以内 

モルタルの圧縮強度比：材

齢 7及び 28日で 90％以上 

 

製 

造 

プ 

ラ 

ン 

ト 

試 

験 

そ 

 

 

の 

 

 

 

他 

計量設備の

計量精度 

 

 

 

工事開始前、工事中

１回／6ヶ月以上。 

水    ±１％以内 

セメント ±１％以内 

骨材   ±３％以内 

混和剤  ±２％以内 

（高炉スラグ微粉末の場

合は±1％以内） 

混和剤  ±３％以内 

レディーミクストコン

クリートの場合、印 

字記録により確認を行

う。 

ミキサの 

練混ぜ性能

試験 

バッチミキサの

場合： 

JIS A 1119 

JIS A 8603-1 

JIS A 8603-2 

工事開始前、工事中

１回以上／12か月 

コンクリートの練混ぜ量 

公称容量の場合：コンクリ

ート内のモルタル量の偏

差率：0.8％以下 

コンクリート内の粗骨材

量の偏差率： 5％以下 

圧縮強度の偏差率：7.5％

以下 

コンクリート内空気量の

偏差率：10％ 以下 

コンシステンシー（スラン

プ）の偏差率：15％以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

覆 

 

 

工 

 

 

コ 

 

 

ン 

 

 

ク 

 

 

リ 

 

 

｜ 

 

 

ト 

 

 

・ 

 

 

Ｎ 

 

 

Ａ 

 

 

Ｔ 

 

 

Ｍ 

材 

 

 

 

料 

 

 

 

試 

 

 

 

験 

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

他 

セメントの

物理試験 

（省略） 

製造会社の試験 

JIS-R-5210(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ) 

JIS-R-5211(高炉) 

JIS-R-5212(ｼﾘｶ) 

JIS-R-5213(ﾌﾗｲｱｯｼｭ) 

 

ポルトラン

ドセメント

の化学分析 

（省略） 

製造会社の試験 

JIS-R-5210(ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ) 

JIS-R-5211(高炉) 

JIS-R-5212(ｼﾘｶ) 

JIS-R-5213(ﾌﾗｲｱｯｼｭ) 

 

練混ぜ水の

水質試験 

土木学会基準 

ＪＳＣＥ－Ｂ 

－１０１ 

工事着手前１回。 

工事中は年に１回以

上及び材料の産地が

変わった場合に実施

する。 

懸濁物質の量 

    ２ｇ／ℓ以下 

溶解性蒸発残留物の量 

    １ｇ／ℓ以下 

塩化物イオン量 

    ２００㏙以下 

水素イオン濃度 

  PH 5.8～8.6以下 

モルタルの圧縮強度

比：材齢７日及び２８

日で９０％以上 

空気量の増分：±１％ 

（省略） 

回収水の場合 

ＪＩＳ 

Ａ－５３０８ 

付属書－９ 

６ヶ月に１回以上の 

頻度で実施する。 

塩化物イオン量 

    ２００㏙以下 

コンクリ－トの凝結時

間の差：始発は３０分

以内、終結は６０分以

内 

モルタルの圧縮強度

比：材齢７日及び２８

日で９０％以上 

空気量の増分：±１％ 

 

製 

造 

プ 

ラ 

ン 

ト 

試 

験 

そ 

 

 

の 

 

 

他 

計量設備の

計量精度 

任意の連続した

１０バッチにつ

いて各計量器別、

材料別に行う。 

月に１回以上の頻度

で実施する。 

水    ±１％以内 

セメント ±１％以内 

骨材   ±３％以内 

混和剤  ±２％以内 

混和剤  ±３％以内 

セメント量の規

定がある場合に

適用する。 

ミキサの 

練混ぜ性能

試験 

バッチミキサの

場合 

ＪＩＳ 

Ａ－１１１９ 

Ａ－８６０３ 

工事着手前１回。 

工事中は６ヶ月に１

回以上の頻度で実施

する。 

ｺﾝｸﾘｰﾄの練混ぜ量 

公称容量の場合 

ｺﾝｸﾘｰﾄ中のﾓﾙﾀﾙ単位容積

質量差：０．８ ％以下 

ｺﾝｸﾘｰﾄ中の単位粗骨材 

量の差 ５．０ ％以下 

圧縮強度平均値から 

の差：７．５ ％以下 

空気量平均値からの差：

１０．０ ％以下 

ｽﾗﾝﾌﾟ平均値からの差： 

１５．０ ％以下 

公称容量の１／２の場合 

ｺﾝｸﾘｰﾄ中のﾓﾙﾀﾙ単位容積

質量差：０．８ ％以下 

ｺﾝｸﾘｰﾄ中の単位粗骨材 

量の差：５．０ ％以下 

レディーミクス

コンクリートの

場合、印字記録

により確認を行

う。 
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工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

覆 

 

工 

 

コ 

 

ン 

 

ク 

 

リ 

 

｜ 

 

ト 

 

・ 

 

Ｎ 

 

Ａ 

 

Ｔ 

 

Ｍ 

製 

造 

プ 

ラ 

ン 

ト 

試 

験 

そ 

 

 

の 

 

 

他 

 

連続ミキサの場

合： 

土 木 学 会 規 準

JSCEI 502-2013 

工事開始前、工事中

１回以上／12か月。 

（省略） 

 

細骨材の 

表面水率 

試験 

（省略） 

２回/日以上 
設計図書による。 

 

（省略） 
粗骨材の 

表面水率 

試験 

（省略） 

１回/日以上 設計図書による。 

施 

 

工 

 

試 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

須 

塩化物の 

総量規制 

（省略） ・荷卸し時 

鉄筋コンクリート構

造物に適用する。 

コンクリートの打設

が午前と午後にまた

がる場合は、午前に

１回コンクリート打

設前に行い、その試

験結果が塩化物総量

の規制値の1／2以下

の場合は、午後の試

験を省略することが

できる。（１試験の測

定回数は3回とする）

試験の判定は 3 回の

測定値の平均値。 

（省略） 

・骨材に海砂を使用する

場合は、「海砂の 

塩化物イオン含有率試験

方法」（JSCEC502,503） 

または設計図書の規定に

より行 

う。 

スランプ 

試験 

（省略） 
・荷卸し時 

1 回／日以上、150m3

ごとに 1回、及び 

荷卸し時に品質変化

が認められた時。 

スランプ 5㎝以上 8㎝

未満 ：許容差 

±1.5 ㎝ 

スランプ8㎝以上18㎝

以下：許容差 

±2.5 ㎝ 

 

コンクリー

トの圧縮 

強度試験 

（省略） 

・荷卸し時又は工場

出荷時に運搬車から

採取した試料 

1 回／日以上、150m3

ごとに 1 回、及び荷

卸し時に品質変化が

認められた時。 

なお、テストピース

は打設場所で採取 

し、1 回につき 6 個

（σ7…3 個、σ28…

3個）とする。 

1 回の試験結果は指定

した呼び強度の85％以

上であること。 

3 回の試験結果の平均

値は、指定した呼び強

度以上であること。 

（1回の試験結果は、3

個の供試体の試験値の

平均値） 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

覆 

 

工 

 

コ 

 

ン 

 

ク 

 

リ 

 

｜ 

 

ト 

 

・ 

 

Ｎ 

 

Ａ 

 

Ｔ 

 

Ｍ 

製 

造 

プ 

ラ 

ン 

ト 

試 

験 

そ 

 

 

の 

 

 

他 

 

連続ミキサの 

場合 

土木学会基準 

ＪＳＣＥ－１ 

－５０２ 

工事着手前１回。 

工事中は６ヶ月に１

回以上の頻度で実施

する。 

（省略） レディーミクス

コンクリートの

場合、印字記録

により確認を行

う。 

細骨材の 

表面水率 

試験 

（省略） 
１日に２回以上実施

する。 

設計図書による。 

（但し、偏差は 

   ０．３％以下） 
（省略） 

粗骨材の 

表面水率 

試験 

（省略） 
１日に１回以上実施

する。 

設計図書による。 

（但し、偏差は 

   ０．３％以下） 

施 

 

工 

 

試 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

須 

塩化物の 

総量規制 

（省略） 鉄筋コンクリート重

要構造物に適用す

る。 

測定回数は、打設が

午前・午後にまたが

るときは１日に２回

以上（午前・午後）、

半日の場合は１回と

する。コンクリート

の種類（材料・配合）

等や工場が変わる場

合は、その都度１回

以上測定する。 

１試験の測定回数は

３回とし、試験の判

定は３回の測定値の

平均値で行う。 

（省略）  

スランプ 

試験 

（省略） 圧縮強度試験用供試

体の採取時及びコン

クリートの打ち込み

中に品質の変化が認

められたときに行

う。 

スランプ 

３㎝以上８㎝未満 

：許容差 ±１．５㎝ 

８㎝以上１８㎝以下 

：許容差 ±２．５㎝ 

 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

覆 

 

工 

 

コ 

 

ン 

 

ク 

 

リ 

 

｜ 

 

ト 

施 

 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

試 

 

 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

コンクリー

トの圧縮 

強度試験 

（省略） 

現場練コンクリート

の場合： 

(ａ)圧縮強度の試験

値が、設計基準強度

の８０％を１／２０

以上の確率で下回ら

ない。 

(ｂ)圧縮強度の試験

値が、設計基準強度

を 

１／４以上の確率で

下回らない。 

なお、ここで言う試

験値とは、同時に作

った３本の供試体の

平均値のことであ

る。 

鉄筋コンクリートは打

設日１日につき２回

（午前、午後）以上無筋

コンクリートは打設日

１日につき１回以上行

う。 

なお、テストピースは

打設場所で採取し、１

回につき６個（７日強

度３本、２８日強度３

本）とする。 

レディミクスト

コンクリートの

場合、１回の試

験（供試体３本

の平均値）結果

は呼び強度の値

の８５％以上、

かつ３回の試験

結果は呼び強度

以上とする。 

供試体の試料は

荷卸し場所にて

採取し、標準養

生とする。 



 

令和７年１０月 １日 

〇 R7.10_工事施工管理基準・実施要領（新旧対照表） 
改   正   後 現       行 

 

空気量測定 （省略） 

・荷卸し時 

1 回／日以上、150m3

ごとに 1回、及び 

荷卸し時に品質変化

が認められた時。 

許容差 ±１．５％ 

 

・骨材に海砂を使用する

場合は、「海砂の塩化物イ

オン含有率試験方法」

（JSCEC502,503）または

設計図書の規定により行

う。 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

 

 

 

 

 

覆 

 

工 

 

コ 

 

ン 

 

ク 

 

リ 

 

｜ 

 

ト 

 

・ 

 

Ｎ 

 

Ａ 

 

Ｔ 

 

Ｍ 

 

施 

 

工 

 

試 

 

験 

 

 

 

 

 

必 

 

 

 

 

 

須 

単位水量測

定 

「レディーミク

ストコンクリー

トの品質確保に

ついて」 

100m3／日以上の場

合； 

2 回／日（午前 1回、

午後１回）以上、 

重要構造物の場合は

重要度に応じて 

100m3～150m3 ごとに

１回、及び荷卸し 

時に品質変化が認め

られたときとし、 

測定回数は多い方を

採用する。 

1）測定した単位水量が、

配合設計±15kg/m3 の範

囲にある場合はそのまま

施工してよい。 

2）測定した単位水量が、

配合設計±15kg/m3 を超

え±20kg/m3 の範囲にあ

る場合は、水量変動の原

因を調査し、生コン製造

者に改善を指示し、その

運搬車の生コンは打設す

る。その後、配合設計±

15kg/m3 以内で安定する

まで、運搬車の 3台毎に 1

回、単位水量の測定を行

う。 

3）配合設計±20kg/m3 の

指示値を越える場合は、

生コンを打込まずに、持

ち帰らせ、水量変動の原

因を調査し、生コン製造

業者に改善を指示しなけ

ればならない。その後の

全運搬車の測定を行い、

配合設計±20kg/m3 以内

になることを確認する。

更に、配合設計±15kg/m3

以内で安定するまで、運

搬車の 3 台毎に 1 回、単

位水量の測定を行う。 

なお、測定値が管理値ま

たは指示値を超える場合

は 1 回に限り試験を実施

することができる。再試

験を実施したい場合は 2

回の測定結果のうち、配

合設計との差の絶対値の

小さい方で評価してよ

い。 

示方配合の単位水量の上

限値は、粗骨材の最大寸

法が20mm～25ｍｍの場合

は 175kg/m3、40mm の場合

は 165kg/m3 を基本とす

る。 

そ 

の 

他 

コアによる 

強度試験 
（省略） 

コンクリー

トの洗い分

析試験 

（省略） 

吹付

コン

クリ

ート 

・ 

ＮＡ

ＴＭ 

材 

料 

試 

験 

必 

須 

アルカリ 

骨材反応 

対策 

「アルカリ骨材

反応抑制対策に

ついて」（平成１

４年７月３１日

付け国官技第１

１２号、国港環第

３５号、国空建第

７８号） 

骨材試験を行う場合

は、工事開始前、工事

中 1 回／6 ヶ月以上

及び産地が変わった

場合。 

骨材試験を行う場合

は、工事開始前、工事中

1 回／6 ヶ月以上及び

産地が変わった場合。 

 

 

 

 

・ 

 

Ｎ 

 

Ａ 

 

Ｔ 

 

Ｍ 

 

 

 

験 
空気量測定 （省略） 

圧縮強度、曲げ強度

試験用供試体採取時

及びコンクリート打

ち込み中に品質の変

化が認められたと

き。 

許容差 ±１．５％ 

但し、道路橋床版の場

合、±１％とする。 

 

シュミット

ハンマーに

よる試験 

コンクリート 

標準示方書 

（基準編） 

コンクリート標準示

方書（基準編）「硬化

コンクリートのテス

トハンマー強度の試

験方法」による。 

 任意の材齢の圧

縮強度から材齢

２８日の圧縮強

度を推定する場

合は附図－１に

より参考とする

ことができる。 

そ 

の 

他 

コンクリー

トから切り

取ったコア

による 

強度試験 

（省略） 

コンクリー

トの洗い 

分析試験 

（省略） 

吹付

コン

クリ

ート 

・ 

ＮＡ

ＴＭ 

材 

料 

試 

験 

必 

須 

アルカリ 

骨材反応 

対策 

「コンクリート

の耐久性向上対

策」による 

覆工コンクリートに

準ずる。 

覆工コンクリートに準

ずる。 
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工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

吹 

 

付 

 

け 

 

コ 

 

ン 

 

ク 

 

リ 

 

 

｜ 

 

ト 

 

・ 

 

Ｎ 

 

Ａ 

 

Ｔ 

 

Ｍ 

材 

 

 

 

料 

 

 

 

試 

 

 

 

験 

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

他 

骨材の 

ふるい分け 

試験 

（省略） 

細骨材は採取箇所ま

たは、品質の変更が

あるごとに 1 回。た

だし、覆工コンクリ

ートと同一材料の場

合は省略できる。粗

骨材は採取箇所また

は、品質の変更があ

るごとに 1回。 

設計図書による。  

骨材の 

単位容積 

質量試験 

（省略） 

細骨材は採取箇所ま

たは、品質の変更 

があるごとに 1回。 

ただし、覆工コンク

リートと同一材料の

場合は省略できる。

粗骨材は採取箇所ま

たは、品質の変更が

あるごとに 1回。 

設計図書による。  

骨材の密度

及び吸水率

試験 

（省略） 

細骨材は採取箇所ま

たは、品質の変更 

があるごとに 1回。 

ただし、覆工コンク

リートと同一材料の

場合は省略できる。

粗骨材は採取箇所ま

たは、品質の変更が

あるごとに 1回。 

絶乾密度：2.5 以上 

細骨材の吸水率：3.5％

以下 

粗骨材の吸水率：3.0％

以下 

 

骨材の微粒

分量試験 

JIS A 1103 

JIS A 5005 

JIS A 5308 

細骨材は採取箇所ま

たは、品質の変更 

があるごとに 1回。 

ただし、覆工コンク

リートと同一材料 

の場合は省略でき

る。粗骨材は採取箇 

所または、品質の変

更があるごとに1回。 

粗骨材 

砕石 3.0％以下（ただし、

粒形判定実績率が 58％以

上の場合は 5.0％以下） 

スラグ粗骨材 5.0％以下

それ以外（砂利等） 1.0％

以下 

細骨材 

砕砂 9.0％以下（ただし、

すりへり作用を受ける場

合は 5.0％以下） 

スラグ細骨材 7.0％以下

（ただしすりへり作用を

受ける場合は 5.0％以下） 

それ以外（砂等） 5.0％以

下（ただし、すりへり作用

を受ける場合は 3.0％以

下） 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

吹 

 

付 

 

け 

 

コ 

 

材 

 

 

 

料 

 

 

 

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

砂の有機 

不純物試験 
（省略） 

細骨材は採取箇所ま

たは、品質の変更が

あるごとに 1回。 

ただし、覆工コンク

リートと同一材料の

場合は省略できる。

粗骨材は採取箇所ま

たは、品質の変更が

あるごとに 1回。 

標準色より淡いこと。

濃い場合でも圧縮強度

が 90％以上の場合は

使用できる。 

・濃い場合は、JIS A 1142

「有機不純物を含む細骨

材のﾓﾙﾀﾙ圧縮強度による

試験方法」による。 

そ 

の 

他 

骨材の 

ふるい分け 

試験 

（省略） 
覆工コンクリートに

準ずる。 

覆工コンクリートに準

ずる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

吹 

 

付 

 

け 

 

コ 

 

ン 

 

ク 

 

リ 

 

 

｜ 

 

ト 

 

・ 

 

Ｎ 

 

Ａ 

 

Ｔ 

 

Ｍ 

材 

 

 

 

料 

 

 

 

試 

 

 

 

験 

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

他 

骨材の 

単位容積 

質量試験 

（省略） 工事着手当初及び材

料に変動が認められ

る場合に行う。 

設計図書による。  

骨材の密度

及び吸水率

試験 

（省略） 工事着手当初及び材

料に変動が認められ

る場合に行う。 

覆工コンクリートに準

ずる 
 

骨材の微粒

分量試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０３ 

工事着手当初及び材

料に変動が認められ

る場合に行う。 

覆工コンクリートに準

ずる 

覆工コンクリ

ートに準ずる 

砂の有機 

不純物試験 
（省略） 

工事着手当初及び材

料に変動が認められ

る場合に行う。 

覆工コンクリートに準

ずる 

覆工コンクリ

ートに準ずる 
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ン 

 

ク 

 

リ 

 

 

｜ 

 

ト 

 

・ 

 

Ｎ 

 

Ａ 

 

Ｔ 

 

Ｍ 

試 

 

 

 

験 

 

 

 

 

他 

モルタルの

圧縮強 

度による砂

の試験 

JIS A 1142 

試料となる砂の上部

における溶液の色が

標準色液の色より濃

い場合。 

圧縮強度の 90％以上  

骨材中の 

粘土塊量 

の試験 

（省略） 

細骨材は採取箇所ま

たは、品質の変更 

があるごとに 1回。 

ただし、覆工コンク

リートと同一材料の

場合は省略できる。

粗骨材は採取箇所ま

たは、品質の変更が

あるごとに 1回。 

細骨材：1.0％以下 

粗骨材：0.25％以下 
 

硫酸ナトリ

ウムによる

骨材の 

安定性試験 

（省略） 

細骨材は採取箇所ま

たは、品質の変更 

があるごとに 1回。 

ただし、覆工コンク

リートと同一材料の

場合は省略できる。

粗骨材は採取箇所ま

たは、品質の変更が

あるごとに 1回。 

細骨材：10％以下 

粗骨材：12％以下 

寒冷地で凍結のおそれの

ある地点に適用する。 

粗骨材の 

粒形判定 

実績率試験 

（省略） 粗骨材は採取箇所ま

たは、品質の変更 

があるごとに 1回。 

（省略）  

セメントの

物理試験 

（省略） 

工事開始前、工事中 1

回／月以上 

JIS R 5210（ポルトラン

ドセメント） 

JIS R 5211（高炉セメン

ト） 

JIS R 5212（シリカセメ

ント） 

JIS R 5213（フライアッ

シュセメン 

ト） 

JIS R 5214（エコセメン

ト） 

 

ポルトラン

ドセメント

の化学分析 

（省略） 

 

 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

吹 

 

付 

 

け 

 

コ 

 

ン 

 

ク 

 

リ 

 

 

｜ 

 

ト 

 

・ 

材 

 

 

 

料 

 

 

 

試 

 

 

 

験 

そ 

 

 

 

 

 

の 

 

 

 

 

 

他 

練混ぜ水の

水質試験 

上水道水及び上

水道水以外の水

の場合： 

JIS A 5308 附属

書 JC 

工事開始前、工事中

１回以上／12か月。 

懸濁物質の量：2g/L 以

下 

溶解性蒸発残留物の

量：1g/L 以下 

塩 化 物 イ オ ン 量 ：

200mg/L 以下 

セメントの凝結時間の

差：始発は 30分 

以内、終結は 60分以内 

モルタルの圧縮強度

比：材齢 7及び 28 

日で 90％以上 

上水道を使用してる場合

は試験に換え、上水道を

使用してることを示す資

料による確認を行う。 

回収水の場合： 

JIS A 5308 附属

書 JC 

塩 化 物 イ オ ン 量 ：

200mg/L 以下 

セメントの凝結時間の

差：始発は 30分 

以内、終結は 60分以内 

モルタルの圧縮強度

比：材齢 7及び 28 

日で 90％以上 

その原水は、上水道水及

び上水道水以外の水の規

定に適合するものとす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

骨材中の 

粘土塊量 

の試験 

（省略） 

骨材は採取箇所また

は、品質の変化があ

るごとに１回行う。 

細骨材は覆工と同一

材料の場合は省略で

きる。 

覆工コンクリートに準

ずる 
 

骨材中の 

比重 1.95の

液体に浮く

粒子の試験 

ＪＩＳ 

Ａ－５３０８ 

 付属書－２ 

工事着手当初及び材

料に変動が認められ

る場合に行う。 

覆工コンクリートに準

ずる 

覆工コンクリ

ートに準ずる 

硫酸ナトリ

ウムによる

骨材の 

安定性試験 

（省略） 

工事着手当初及び材

料に変動が認められ

る場合に行う。 

覆工コンクリートに準

ずる 

覆工コンクリ

ートに準ずる 

粗骨材の 

粒形判定 

実績率試験 

（省略） 材料の採取箇所また

は、品質の変化があ

るごとに１回行う。 

（省略）  

セメントの

物理試験 

（省略） 
製造会社の試験 

覆工コンクリートに準

ずる 
 

ポルトラン

ドセメント

の化学分析 

（省略） 

製造会社の試験 
覆工コンクリートに準

ずる 
 

練混ぜ水の

水質試験 

土木学会基準 

ＪＳＣＥ－Ｂ 

－１０１ 

覆工コンクリートに

準ずる 

覆工コンクリートに準

ずる 

覆工コンクリ

ートに準ずる 

回収水の場合 

ＪＩＳ 

Ａ－５３０８ 

 付属書－９ 

覆工コンクリートに

準ずる 

覆工コンクリートに準

ずる 
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Ｎ 

 

Ａ 

 

Ｔ 

 

Ｍ 

製 

造 

プ 

ラ 

ン 

ト 

その

他 

計量設備の

計量精度 
 

工事開始前、工事中

１回／6ヶ月以上 

水：±1％以内 

セメント：±1％以内 

骨材 ：±3％以内 

混和材 ：±2％以内 

（高炉スラグ微粉末の

場合は±1％以 

内） 

混和剤 ：±3％以内 

・レディーミクストコン

クリートの場合、印字記

録により確認を行う。 

 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

吹 

 

付 

 

コ 

 

ン 

 

ク 

 

リ 

 

｜ 

 

ト 

 

Ｎ 

 

Ａ 

 

Ｔ 

 

Ｍ 

製 

造 

プ 

ラ 

ン 

ト 

そ 

 

 

の 

 

 

他 

ミキサの 

練混ぜ性能

試験 

バッチミキサの

場合： 

JIS A 1119 

JIS A 8603-1 

JIS A 8603-2 

コンクリートの練混

ぜ量 

公称容量の場合： 

コンクリート内のモ

ルタル量の偏差率：

0.8％以下 

コンクリート内の粗

骨材量の偏差率： 

5％以下 

圧縮強度の偏差率：

7.5％以下 

コンクリート内空気

量の偏差率：10％ 以

下 

コンシステンシー

（スランプ）の偏差

率：15％以下 

工事開始前、工事中１

回以上／12か月。 

 

連続ミキサの場

合： 

土 木 学 会 規 準

JSCEI 502-2013 

コンクリート中のモ

ルタル単位容積質 

量差：0.8％以下 

コンクリート中の単

位粗骨材量の差： 

5％以下 

圧縮強度差：7.5％以

下 

空気量差：1％以下 

スランプ差：3㎝以下 

 

細骨材の 

表面水率 

試験 

（省略） 

2回／日以上 

設計図書による 

レディーミクストコンク

リート以外の場合に適用

する 
粗骨材の 

表面水率 

試験 

（省略） 

1回／日以上 

施 

 

工 

 

試 

 

験 

必 

 

 

 

須 

塩化物の 

総量規制 

（省略） ・荷卸し時 

鉄筋コンクリート構

造物に適用する。 

コンクリートの打設

が午前と午後にまた

がる場合は、午前に

１回コンクリート打

設前に行い、その試

験結果が塩化物総量

の規制値の1／2以下

の場合は、午後の試

験を省略することが

できる。（１試験の測

定回数は3回とする）

試験の判定は 3 回の

原則 0.3㎏/m3以下 

・骨材に海砂を使用する

場合は、「海砂の 

塩化物イオン含有率試験

方法」（JSCEC502,503） 

または設計図書の規定に

より行う。 

  
計量設備の

計量精度 

任意の連続した

１０バッチにつ

いて各計量器別、

材料別に行う。 

覆工コンクリートに

準ずる 

覆工コンクリートに準

ずる 

覆工コンクリ

ートに準ずる 

 

 

 

 

 

  

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

吹 

 

付 

 

コ 

 

ン 

 

ク 

 

リ 

 

｜ 

 

ト 

製 

造 

プ 

ラ 

ン 

ト 

そ 

 

 

の 

 

 

他 

ミキサの 

練混ぜ性能

試験 

バッチミキサの

場合 

ＪＩＳ 

Ａ－１１１９ 

Ａ－８６０３ 

覆工コンクリートに 

準ずる 

覆工コンクリートに 

準ずる 

覆工コンクリ

ートに準ずる 

連続ミキサの 

場合 

土木学会基準 

ＪＳＣＥ－１ 

－５０２ 

覆工コンクリートに 

準ずる 

覆工コンクリートに 

準ずる 

覆工コンクリ

ートに準ずる 

細骨材の 

表面水率 

試験 

（省略） 
覆工コンクリートに 

準ずる 

覆工コンクリートに 

準ずる 

覆工コンクリ

ートに準ずる 

粗骨材の 

表面水率 

試験 

（省略） 
覆工コンクリートに 

準ずる 

覆工コンクリートに 

準ずる 

覆工コンクリ

ートに準ずる 

 

 

 

 

施 

 

工 

 

試 

 

験 

 

 

 

 

必 

 

 

 

須 

塩化物の 

総量規制 

（省略） 覆工コンクリートに 

準ずる 

覆工コンクリートに 

準ずる 
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測定値の平均値。 

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

吹 

 

付 

 

コ 

 

ン 

 

ク 

 

リ 

 

｜ 

 

ト 

 

Ｎ 

 

Ａ 

 

Ｔ 

 

Ｍ 

施 

 

工 

 

試 

 

験 

必 

 

 

 

須 

コンクリー

トの圧縮 

強度試験 

JIS A 1108 

土 木 学 会 規 準

JSCE F561-2013 

トンネル施工長 40m

毎に 1回 材齢 7日,28

日（2×3＝6供試体）

なお、テストピースは

現場に配置された型

枠に工事で使用する

のと同じコンクリー

トを吹付け、現場で 7

日間及び 28 日間放置

後、φ5㎝のコアを切

り取りキャッピング

を行う。1 回に 6 本

（σ7…3本、σ28…3

本、）とする。 

1 回の試験結果は指定し

た呼び強度の 85％以上

であること。 

3 回の試験結果の平均値

は、指定した呼び強度以

上であること。 

（1回の試験結果は、3個

の供試体の試験値の平

均値） 

 

そ 

の 

他 

スランプ 

試験 

（省略） ・荷卸し時 

1 回／日以上、150m3

ごとに 1回、及び荷卸

し時に品質変化が認

められた時。 

スランプ 5㎝以上 8㎝未

満 ：許容差±1.5㎝ 

スランプ 8 ㎝以上 18 ㎝

以下：許容差±2.5㎝ 

 

空気量測定 

（省略） ・荷卸し時 

1 回／日以上、150m3

ごとに 1回、及び荷卸

し時に品質変化が認

められた時。 

±1.5％（許容差）  

ｺ ｺ ｱによる

強度試験 
（省略） 

品質に異常が認めら

れた場合に行う。 
（省略）  

ロ 

ッ 

ク 

ボ 

ル 

ト 

・ 

Ｎ 

Ａ 

Ｔ 

Ｍ 

材 

料 

そ 

の 

他 

外観検査 

(ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ) 
（省略） 

材質は製造会社の試

験による。 
（省略）  

施 

工 

試 

験 

必 

 

 

須 

モルタルの

圧縮強度 

試験 

（省略） 1)施工開始前に 1回 

2)施工中は、トンネル

施工延長 50mごとに 1

回 

3)製造工場または品

質の変更があるごと

に 1回 

（省略） 

 

モルタルの

フロー値 

試験 

（省略） 1)施工開始前に 1回 

2)施工中または必要

の都度 

3)製造工場または品

質の変更があるごと

に 1回 

（省略） 

 

ロックボル

トの引抜き

試験 

（省略） 

掘削の初期段階は 20m

ごとに、その後は 50m

ごとに実施、１断面当

たり３本均等に行う

（ただし、坑口部では

両側壁各１本）。 

設計図書による。  

 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

補 

強 

土 

壁 

工 

（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

スランプ 

試験 
（省略） 

覆工コンクリートに 

準ずる 

覆工コンクリートに 

準ずる 
 

コンクリー

トの圧縮 

強度試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０８ 

トンネル施工延長４

０ｍごとに１回実施

する。 

覆工コンクリートに 

準ずる 

テストピースは

材齢７日及び 

２８日各３本 

空気量測定 （省略） 

圧縮強度試験用供試

体採取時及び打ち込

み中に品質の変化が

認められたとき。 

スランプ  

３㎝以上８㎝未満 

：許容差 ±１．５

㎝ 

８㎝以上１８㎝未満 

：許容差±２．５㎝ 

 

そ 

の 

他 

ｺﾝｸﾘｰﾄから

切り取った

ｺｱによる強

度試験 

（省略） 

トンネル施工延長４

０ｍごとに１回実施

する。 

（省略） 
供試体は 

材齢２８日３本 

ロ 

ッ 

ク 

ボ 

ル 

ト 

・ 

Ｎ 

Ａ 

Ｔ 

Ｍ 

材 

料 

そ 

の 

他 

外観検査 （省略） 
材質は製造会社の試

験による。 
（省略）  

施 

工 

試 

験 

必 

 

 

須 

モルタルの

圧縮強度 

試験 

（省略） 施工開始前に１回。 

施工中は、トンネル

の 

施工延長４０ｍごと

に１回。 

製造工場又は品質の

変化がある毎に１

回。 

（省略） 

 

モルタルの

フロー値 

試験 

（省略） 施工開始前に１回。 

性状に変化がみられ

たとき。 

製造工場又は品質の

変化がある毎に１

回。 

（省略） 

 

 

 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

   

ロックボル

トの引抜き

試験 

（省略） 

掘削の初期段階は 

２０ｍごとに、その

後は５０ｍごとに実

施、１断面当たりに

３本均等に行う。 

（ただし坑口部では

両側壁各１本） 

引抜き耐力の８０％ 

程度以上 
 

補 

強 

土 

壁 

工 

（省略） 
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［３］ 写真管理基準 

 

１～４ （省略） 

 

５．ＩＣＴ施工技術の活用 

   受注者は、ＩＣＴ施工技術を活用して出来形管理や品質管理を行う場合は、写真管理の撮影頻度及び撮影方法につい

て事前に監督員と協議しなければならない。 

   ※国土交通省の「３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）」を準拠して出来形管理を行った場合には、出来形管

理写真の撮影頻度及び撮影方法は、写真管理基準のほか、同要領の規定による。 

また、「ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め管理要領」による品質管理を行った場合には、品質管理写真の撮影頻

度及び撮影方法は、写真管理基準のほか、同要領の規定による。 

 

６．写真撮影要領 

別表に示す。 

※「撮影頻度」は原則とし、監督員と協議の上変更できるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［３］ 写真管理基準 

 

１～４（省略） 

 

５．ＩＣＴ施工技術の活用 

   受注者は、ＩＣＴ施工技術を活用して出来形管理や品質管理を行う場合は、写真管理の撮影頻度及び撮影方法につい

て事前に監督員と協議しなければならない。 

 

 

 

６．写真撮影要領 

別表に示す。 
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［別表］写真撮影要領 

１  

分類 区分 撮影頻度 撮影の要点及び注意事項 

品質管理 （省略） （省略） （省略） 

出来形管理 （省略） （省略） （省略） 

災害    （省略） （省略） （省略） 

事故 （省略） （省略） （省略） 

その他 測量標等 （省略） （省略） 

補償関係 （省略） （省略） 

環境対策

等 

（省略） （省略） 

現場事務

所等 

（省略） （省略） 

段階確認 

中間検査 

完成検査 

その都度 

 

監督員（検査員）が求めた場合は、段階確認、立会、中間検査、

完成検査の実施状況写真の撮影すること。 

監督員（検査員）の確認（検査）状況並びに、該当項目の完了が

判断できるよう撮影すること。 

黒板には段階確認（検査）を行う種別、細別、確認項目、監督員

（検査員）氏名を記入して撮影すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［［別表］写真撮影要領 

１  

分類 区分 撮影頻度 撮影の要点及び注意事項 

品質管理 （省略） （省略） （省略） 

出来形管理 （省略） （省略） （省略） 

災害    （省略） （省略） （省略） 

事故 （省略） （省略） （省略） 

その他 測量標等 （省略） （省略） 

補償関係 （省略） （省略） 

環境対策

等 

（省略） （省略） 

現場事務

所等 

（省略） （省略） 

段階確認 

中間検査 

完成検査 

その都度 

 

段階確認、立会、中間検査、完成検査の実施状況写真の撮影する

こと。 

監督員（検査員）の確認（検査）状況並びに、該当項目の完了が

判断できるよう撮影すること。 

黒板には段階確認（検査）を行う種別、細別、確認項目、監督員

（検査員）氏名を記入して撮影すること。 
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 ２ 工種別撮影要領 

 （１）共通工事 

工 種 種 別 撮影項目 撮影頻度 撮影の要点及び注意事項 

土工 

伐開、除根 
（省略） 

丁 張 

掘 削 ( 切

取) 

盛土 

仕上がり幅 

法長、法勾

配 

№測点毎 

 

ただし、 

※１の場合 

１工事に１

回 

※２の場合 

写真管理に

代えること

ができる 

・ 掘削、盛土完了後に、各部の寸法が確認できる

よう測定尺を添えて撮影するが、展開図等で別

途確認できる手段がある場合は省略可とする。 

・ 土質が変化した場合、土質とその区分線が確認

できるよう測定尺を添えて撮影する。 

・ 転石交り土は、転石の大きさ、混合歩合、転石

層の位置等が確認できるよう局部と全体を対比

して撮影する。 

・ 崩壊、欠損の恐れのある箇所は、その規模、亀

裂の状況等がわかるよう撮影する。 

※１ 

発注者が指定する規定による場合〔掘削後〕 

※２ 

発注者が指定する規定における空中写真測量（UAV）

および地上写真測量に基づき写真測量に用いた画

像を納品する場合 

床掘 

埋戻し 

（省略） 

基礎工 

コンクリ

ート基礎 

栗石等基

礎 

胴 木 

梯子土台 

 

（１）以下（省略） 

（２）～（５） （省略） 

 

３ ［略］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 工種別撮影要領 

 （１）共通工事 

工 種 種 別 撮影項目 撮影頻度 撮影の要点及び注意事項 

土工 

伐開、除根 
（省略） 

丁 張 

掘 削 ( 切

取) 

盛土 

仕上がり幅 

法長、法勾

配 

測点毎 

 

ただし、 

※１の場合 

１工事に１

回 

※２の場合 

写真管理に

代えること

ができる 

・ 掘削、盛土完了後に、各部の寸法が確認できる

よう測定尺を添えて撮影する。 

・ 土質が変化した場合、土質とその区分線が確認

できるよう測定尺を添えて撮影する。 

・ 転石交り土は、転石の大きさ、混合歩合、転石

層の位置等が確認できるよう局部と全体を対比

して撮影する。 

・ 崩壊、欠損の恐れのある箇所は、その規模、亀

裂の状況等がわかるよう撮影する。 

※１ 

発注者が指定する規定による場合〔掘削後〕 

※２ 

発注者が指定する規定における空中写真測量（UAV）

および地上写真測量に基づき写真測量に用いた画

像を納品する場合 

床掘 

埋戻し 

（省略） 

基礎工 

コンクリ

ート基礎 

栗石等基

礎 

胴 木 

梯子土台 

 

（１）以下（省略） 

（２）～（５） （省略） 

 

３ ［略］ 
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福岡県農林水産部（水産林務関係） 

工 事 施 工 管 理 実 施 要 領 

 

１～４ ［略］ 

 

 ５．施工管理記録様式 

３）品質管理表 （様式－３） 

  ・表紙 （省略） 

 

   

福岡県農林水産部（水産林務関係） 

工 事 施 工 管 理 実 施 要 領 

 

１～４ ［略］ 

 

 ５．施工管理記録様式 

３）品質管理表 （様式－３） 

  ・表紙 （省略） 
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 ３-（２）～（４） （省略） 

 

 ３-（２）～（４） （省略） 
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〇 R7.10_工事施工管理基準・実施要領（新旧対照表） 
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４）出来形管理表（様式－４） 

   ・表紙 （省略） 

 
 

  ４-（２）～（６） （省略） 

 

４）出来形管理表（様式－４） 

   ・表紙 （省略） 

 
 

 

  ４-（２）～（６） （省略） 

 



 

令和７年１０月 １日 

〇 R7.10_工事施工管理基準・実施要領（新旧対照表） 
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  ４-（８）～（１８） （省略） 

 

 ５）～７） （省略） 

 

 

 

 
 
 

  ４-（８）～（１８） （省略） 

 

 ５）～７） （省略） 

 

 


